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	 JV	＝	青年海外協力隊
	 SV	＝	シニア海外ボランティア
	日系JV	＝	日系社会青年ボランティア
	日系SV	＝	日系社会シニア・ボランティア（単位：人）

■ 合計
JV SV 日系JV 日系SV 小計

派遣中
（男性／女性）

1,777
（773／1,004）

266
（189／77）

90
（29／61）

32
（11／21）

2,165
（1,002／1,163）

累計
（男性／女性）

44,913
（23,919／20,994）

6,496
（5,255／1,241）

1,476
（563／913）

542
（252／290）

53,427
（29,989／23,438）

■ アフリカ地域
国名 JV SV

ウガンダ 41 2
エスワティニ 4 1
エチオピア 30
ガーナ 51 2
ガボン 18 9
カメルーン 22 1
ケニア 42 6
ザンビア 78 12
ジブチ 11
ジンバブエ 5
スーダン 20
セネガル 42 3
タンザニア 59 3
ナミビア 13
ブルキナファソ 17
ベナン 47
ボツワナ 12
マダガスカル 34
マラウイ 56
南アフリカ共和国 5 6
モザンビーク 37 3
ルワンダ 41
レソト 1 1

国名 JV SV 日系JV 日系SV

アルゼンチン 18 6 8
ウルグアイ 7
エクアドル 51 6
エルサルバドル 8
キューバ 1
グアテマラ 27 3
コスタリカ 23 10
コロンビア 15 14
ジャマイカ 22 12
セントビンセント 4
セントルシア 8
チリ 6 4
ドミニカ共和国 37 7 4 1
ニカラグア 1
パナマ 14 1
パラグアイ 40 2 9 3
ブラジル 69 20
ベリーズ 15
ペルー 44 5
ボリビア 41 2 2
ホンジュラス 27
メキシコ 2 9

■ 中南米地域
国名 JV SV

インド 13
インドネシア 12 2
ウズベキスタン 25 7
カンボジア 26 10
キルギス 26
スリランカ 39 1
タイ 33 5
タジキスタン 3
中華人民共和国 10
ネパール 50 4
東ティモール 31
フィリピン 28 2
ブータン 18 6
ベトナム 39 16
マレーシア 19 7
ミャンマー 9 4
モルディブ 13
モンゴル 38
ラオス 38 3

■ アジア地域

■ 欧州地域
国名 JV SV

セルビア 1 2

国名 JV SV

キリバス 7
サモア 22 1
ソロモン 33 5
トンガ 14 2
バヌアツ 20 4
パプアニューギニア 30 5
パラオ 10 5
フィジー 24 3
マーシャル 8 1
ミクロネシア 7 9

■ 大洋州地域

国名 JV SV

エジプト 14 3
モロッコ 21 6
ヨルダン 28

■ 中東地域

JICA海外協力隊
派遣現況
（2019年4月末現在）  

現在の派遣国数

78 カ国
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ロゴタイプデザイン：S＋M DESIGN FACTORY
レイアウト：S＋M DESIGN FACTORY
印刷・製本：弘報印刷（株）

本誌は、JICA海外協力隊が現地での活動・生活を円滑に行
うための実践的な情報、および帰国後の進路開拓や社会還
元に関する有益な情報を提供し、対象者に配布しています。

※「青年海外協力隊」以外のJICA海外協力隊（「シニア海
外ボランティア」「日系社会青年ボランティア」「日系社会
シニア・ボランティア」）の方々は、括弧内の冒頭に「SV」「
日系JV」「日系SV」と記しています。

❷JICAの「企画調査員（ボランティア事業）」については、
「VC」と表記しています。

国際協子さん（ウガンダ・青少年活動・2018年度4次隊）
	 氏名	 派遣国	 職種	 隊次

❶JICA海外協力隊の方 （々経験者を含む）については、
　次のように表記しています。

【凡例】

■職種別索引 掲載ページ
コミュニティ開発 8
野菜栽培 1、10、28
養殖 6、12
林業・森林保全 28
青少年活動 22
環境教育 36
水泳 14
バレーボール 26
ラグビー 24
体育 20
小学校教育 4
電子工学 25
料理 18
公衆衛生 16
感染症・エイズ対策 4

■国別索引 掲載ページ
ガーナ 25
ザンビア 8
スリランカ 24
タイ 22
パラグアイ 10
東ティモール 1、18、36
フィリピン 6
ブータン 20
ペルー 36
ボリビア 14
マラウイ 4
モンゴル 26
ラオス 4
ルワンダ 16

■出身都道府県別索引 掲載ページ
北海道 14
埼玉県 8
千葉県 6
東京都 18、36
新潟県 24
静岡県 10
愛知県 25
大阪府 20
兵庫県 16、26
福岡県 22

2019 JUNE

	 22	  “失敗”から学ぶ
	 	 さん（旧姓：橋本／タイ・青少年活動・2016年度1次隊）

	 24	 希少職種図鑑
	 	 ▶︎ラグビー　 さん（スリランカ・2016年度2次隊）
	 	 ▶電子工学　 さん（ガーナ・2014年度2次隊）

	 26	 JICA Volunteer’s Before ▶ After 〜人生を変えた2年間〜
	 	 高等学校 保健体育教諭　 さん（モンゴル・バレーボール・2014年度1次隊）

	 28	 OB・OG匿名座談会
	 	 農林水産分野篇

	 30	 JICA海外協力隊的プチテクガイド
	 	 法被の作り方／アンガーマネジメント／あるもので思い出の味

	 32	 INFORMATION 

	 34	 JICA海外協力隊のつぶやき
	 	 お題：「パーティ」

	 35	 JICA進路相談カウンセラー／青年海外協力隊相談役の紹介

  			  特集1

      農林水産分野の活動ポイント
	 6	 CASE 1　養殖
	 	 さん（フィリピン・養殖・2016年度2次隊）

	 8	 　　CASE 2　稲作・キノコ栽培
	 	 さん（ザンビア・コミュニティ開発・2016年度2次隊）

	 10	 　CASE 3　野菜栽培
	 	 さん（パラグアイ・野菜栽培・2016年度2次隊）

	 12	 　活動Q＆A集

	 4	 JICA Volunteers’ NEWS
	 	 ▶「予防は治療に勝る」をテーマに地域住民に向けた健康促進イベントを実施（マラウイ）
	 	 ▶︎日本とラオスの子どもたちをつなぎたい。テレビ電話を使った国際交流（ラオス）

			   特集2

      余暇の過ごし方
	 14	 　CASE 1　任国外旅行
	 	 さん（ボリビア・水泳・2016年度3次隊）

	 16	 　CASE 2　同僚との交流
	 	 さん（ルワンダ・公衆衛生・2016年度3次隊）

	 18	 　CASE 3　プラスαの活動
	 	 さん（東ティモール・料理・2016年度3次隊）

	 20	 　CASE 4　他隊員との協働 
	 	 さん（ブータン・体育・2016年度3次隊）
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J
I
C
A
海
外
協
力
隊
に
よ
る

注
目
の
活
動
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

日
本
の
6
年
生
（
約
1
0
0
人
）
が
「
サ
バ
イ

デ
ィ
ー
（
こ
ん
に
ち
は
）
！
」、
ラ
オ
ス
の
5
年

生
（
約
25
人
）
が
「
こ
ん
に
ち
は
！
」
と
お
互
い

の
言
語
で
あ
い
さ
つ
。
テ
レ
ビ
電
話
（
ス
カ
イ
プ
）

を
使
っ
て
、
日
本
と
ラ
オ
ス
の
子
ど
も
た
ち
が
国

際
交
流
を
行
い
ま
し
た
。

　

私
は
、
ラ
オ
ス
の
古
都
ル
ア
ン
パ
バ
ー
ン
の
教

員
養
成
校
に
所
属
し
て
い
ま
す
。
普
段
は
教
員
養

成
校
で
算
数
の
授
業
の
仕
方
を
伝
え
、
ま
た
近
く

の
小
学
校
を
巡
回
し
、
授
業
の
方
法
を
一
緒
に
考

え
て
い
ま
す
。

　

日
本
で
は
、
奈
良
県
の
小
学
校
の
教
員
と
し
て

勤
務
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
「
日
本
と
ラ
オ
ス

の
子
ど
も
た
ち
を
つ
な
ぎ
た
い
」
と
思
い
、
日
本

を
出
発
す
る
前
に
勤
務
先
の
先
生
た
ち
に
ス
カ

イ
プ
交
流
を
提
案
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
勤

務
先
の
先
生
た
ち
は
快
諾
し
て
く
だ
さ
り
、
実
施

に
至
り
、
地
元
の
テ
レ
ビ
局
に
よ
る
取
材
も
行
わ

れ
ま
し
た
。
目
的
は
、「
ラ
オ
ス
と
日
本
の
子
ど

も
た
ち
を
テ
レ
ビ
電
話
で
つ
な
ぎ
、
国
際
交
流
を

持
つ
」「
お
互
い
の
国
を
紹
介
す
る
こ
と
で
異
文

化
を
知
る
」「
日
本
が
行
う
国
際
協
力
を
知
る
」

と
し
、
両
国
の
先
生
と
共
に
準
備
を
し
ま
し
た
。

初
め
て
の
実
施
と
い
う
こ
と
で
、
場
所
・
時
期
・

W
i-

F
i
の
状
況
・
語
学
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
問

題
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の

問
題
を
先
生
た
ち
と
相
談
し
て
解
決
し
て
い
き

ま
し
た
。

　

そ
し
て
迎
え
た
当
日
（
３
月
４
日
）、
ま
ず
教

員
養
成
校
で
「
日
本
が
行
う
国
際
協
力
」「
ラ
オ

ス
」「
青
年
海
外
協
力
隊
と
し
て
の
活
動
」
に
つ

い
て
説
明
し
、
そ
の
後
小
学
校
へ
移
動
し
ま
し

た
。「
サ
バ
イ
デ
ィ
ー
！
」
と
日
本
の
子
ど
も
の

呼
び
か
け
か
ら
日
本
と
ラ
オ
ス
の
子
ど
も
た
ち

の
国
際
交
流
が
始
ま
り
ま
し
た
。
お
互
い
の
言
語

で
自
己
紹
介
を
し
た
後
、
お
互
い
の
文
化
紹
介
を

行
い
ま
し
た
。
日
本
の
小
学
生
は
世
界
遺
産
で
あ

る
「
富
士
山
」
や
「
金
閣
寺
」
な
ど
写
真
を
使
っ

て
紹
介
し
た
り
、
日
本
の
武
道
で
あ
る
「
剣
道
」

や
「
合
気
道
」
を
実
演
し
た
り
し
ま
し
た
。
ラ
オ

ス
の
子
ど
も
た
ち
は
、
初
め
て
見
る
日
本
の
写
真

に
興
味
を
示
し
、
さ
ら
に
武
道
の
実
演
に
は
「
わ

ぁ
～
」
と
声
を
上
げ
て
喜
ん
で
い
ま
し
た
。
ラ
オ

ス
の
子
ど
も
た
ち
も
伝
統
舞
踊
を
紹
介
し
ま
し

た
。
日
本
の
子
ど
も
た
ち
は
、「
大
人
に
な
っ
た

ら
小
学
校
の
先
生
に
な
っ
て
、
青
年
海
外
協
力
隊

に
な
り
た
い
」
と
作
文
に
書
い
た
り
、「
ラ
オ
ス

と
日
本
の
違
い
を
学
べ
て
良
い
経
験
に
な
っ
た
」

と
テ
レ
ビ
の
取
材
で
答
え
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

　

日
本
の
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
の
ラ
オ
ス
！

ラ
オ
ス
の
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
の
日
本
！　

今
回
の
国
際
交
流
が
な
け
れ
ば
か
か
わ
る
こ
と

の
な
か
っ
た
子
ど
も
た
ち
！　

今
回
の
交
流
を

き
っ
か
け
に
、
少
し
で
も
海
外
に
目
を
向
け
、
異

文
化
に
興
味
を
持
っ
て
く
れ
れ
ば
と
願
っ
て
い

ま
す
。

Laos日本とラオスの子どもたちをつなぎたい。
テレビ電話を使った国際交流

　

私
は
、
マ
ラ
ウ
イ
北
部
の
都
市
、
ム
ズ
ズ
の
ム

ズ
ズ
・
ア
ー
バ
ン
ヘ
ル
ス
セ
ン
タ
ー
に
て
、
H  

Ｉ
V
／
エ
イ
ズ
の
予
防
啓
発
活
動
や
市
内
で
さ

ま
ざ
ま
な
活
動
を
す
る
住
民
団
体
（
C
B
O
）
へ

の
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
活
動
の
一
環
と
し
て
、2
0
1
8
年
10
月

に
同
配
属
先
の

さ
ん
（
公
衆
衛
生
・

2
0
1
6
年
度
3
次
隊
）
と
共
に
地
域
住
民
に

向
け
た
健
康
促
進
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
れ
を
実
施
す
る
背
景
と
な
っ
た
の
は
、
マ
ラ
ウ

イ
の
人
々
が
病
気
の
予
防
よ
り
も
治
療
に
重
き

を
置
い
て
い
る
こ
と
が
ひ
と
つ
の
問
題
と
な
っ

て
い
た
こ
と
で
す
。
そ
こ
で
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
地

域
住
民
が
よ
り
健
康
に
関
心
を
持
ち
、
医
療
施
設

を
訪
れ
る
機
会
が
増
え
る
こ
と
、
ま
た
H
Ｉ
V
や

S
T
Ｉ
s
（
性
感
染
症
）
な
ど
の
検
査
を
定
期
的

に
受
け
る
住
民
が
増
え
る
よ
う
に
、
テ
ー
マ
を

「P
revention is better than cure

（
予

防
は
治
療
に
勝
る
）」
と
し
て
企
画
し
ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
当
日
、
日
程
は
約
半
日
と
短
い
な
が

ら
、
2
0
0
人
以
上
の
地
域
住
民
が
参
加
す
る
大

き
な
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。
C
B
O
メ
ン
バ

ー
や
栄
養
士
、
H
S
A
（
ヘ
ル
ス
ワ
ー
カ
ー
）
に

協
力
を
仰
ぎ
、
共
に
イ
ベ
ン
ト
を
盛
り
上
げ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
身
長
、
体
重
、
血
圧
を
チ
ェ

ッ
ク
す
る
簡
単
な
健
康
診
断
、
マ
ラ
リ
ア
予
防
啓

発
や
栄
養
改
善
な
ど
の
ほ
か
に
、
H
Ｉ
V
／
エ
イ

ズ
の
健
康
講
話
や
演
劇
な
ど
、
住
民
を
飽
き
さ
せ

な
い
工
夫
を
凝
ら
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
成
。
私

達
隊
員
は
健
康
講
和
を
通
し
て
、
改
め
て
予
防
の

重
要
性
の
強
調
、
予
防
の
仕
方
を
話
し
、
質
問
形

式
に
す
る
こ
と
で
観
客
を
巻
き
込
み
な
が
ら
楽

し
ん
で
も
ら
え
る
イ
ベ
ン
ト
に
な
り
ま
し
た
。

　

現
地
の
人
と
何
か
を
や
る
と
い
う
こ
と
は
こ

れ
ま
で
に
も
経
験
は
し
て
い
ま
し
た
が
、
イ
ベ
ン

ト
と
い
う
大
き
な
企
画
を
運
営
す
る
上
で
、
多
く

の
苦
労
が
あ
り
ま
し
た
。
特
に
大
変
だ
っ
た
こ
と

は
、
H
Ｉ
V
検
査
を
実
施
す
る
H
S
A
に
ほ
か
の

仕
事
が
入
り
、
イ
ベ
ン
ト
当
日
に
、
急
に
来
ら
れ

な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
で
す
。
こ
ち
ら
が
事

前
に
予
定
を
確
認
し
、
参
加
で
き
る
と
い
う
返
事

を
受
け
取
っ
て
い
て
も
最
後
ま
で
油
断
で
き
な

い
の
が
マ
ラ
ウ
イ
。
検
査
は
後
日
改
め
て
実
施
す

る
こ
と
で
住
民
に
理
解
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
、
特
に
人
を
ま
と
め

る
こ
と
の
難
し
さ
、
計
画
通
り
に
い
か
な
い
場
合

の
対
処
の
仕
方
な
ど
初
め
て
の
経
験
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
経
験
は
現
在
の
活
動
に

も
生
き
て
お
り
、
現
在
ム
ズ
ズ
内
の
C
B
O
で
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
つ
く
り
、
お
互
い
に
交
流
を
持

ち
、
協
力
し
て
活
動
が
で
き
る
よ
う
に
促
し
て
い

ま
す
。
彼
ら
を
ま
と
め
る
の
は
ま
だ
ま
だ
難
し
い

で
す
が
、
経
験
を
踏
ま
え
、
今
度
は
現
地
主
体
の

イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
、
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
け
た

ら
と
考
え
て
い
ま
す
。

Malawi「予防は治療に勝る」をテーマに
地域住民に向けた健康促進イベントを実施

J
IC

A
 V

o
lu

n
te

e
r
s' N

E
W

S

CBOメンバーによる演劇。実際の経験に基づいたリアルな演技を披露し、住民の集客アップにつながった。イベント終了後、
参加住民からは「HIV／エイズについて改めて考えるいい機会になった、HIV検査を受けたい」という声をもらい、また協力し
てくれたCBOメンバーからは「またこんなイベントを開催したい、そのときは協力してほしい」と伝えられた

HIVについてのヘルストーク（健康講話）の実施。
矢谷さん（右から2人目）と松本さん（右から3人目）

ラオスの説明を聞く日本の子どもたち

日本語で自己紹介をしているラオスの子どもたち

開催の流れ

〈3カ月前〉
企画・会議

隊員でイベントの内容の決
定、企画書の作成。
県の保健事務所への企画
書持参、企画の承認。

〈2カ月前〉
会議

協力者であるCBO、HSAな
どへの協力の要請、趣旨の
説明。

〈1カ月前〉
開催準備

各参加者が必要な備品、資
材を準備。

〈2週間前〉
打ち合わせ

地域のリーダーへのイベント
の説明。地域住民へのイベ
ントの呼びかけ、ポスターづ
くり。

〈当日〉
開催

午前、改めて地域住民へのイ
ベントの呼びかけ。
午後、イベントを実施。

〈2週間後〉
振り返り

保健事務所へのイベントレ
ポートの提出。

〈1カ月後〉
検査実施

当日できなかったHIV検査
の実施。

開催の流れ

〈9カ月前〉
（日本にて）
提案

日本の勤務先の先生に「ス
カイプを使った国際交流」を
提案。

〈2カ月前〉
内容提案 大まかな内容を提案。

〈2カ月前〉
日程確定 国際交流の日程確定。

〈1カ月前〉
接続テスト、
打ち合わせ

スカイプの接続テスト。
日本の勤務先の先生と内容
の打ち合わせ。

〈1カ月前〉
事前授業

ラオスの小学生へ「日本に
ついて」の事前授業を実施。

〈1週間前〉
最終確認

両国の先生と内容の最終
確認。

〈当日〉
実施

日本とラオスの子どもたちの
国際交流。

文 ＝ さん（マラウイ・感染症・エイズ対策・2017年度2次隊）

文 ＝ さん（ラオス・小学校教育・2018年度1次隊）



　
山
口
さ
ん
が
配
属
さ
れ
た
の
は
、
イ
フ
ガ

オ
州
マ
ヨ
ヤ
オ
町
の
町
役
場
農
業
事
務
所
。

山
岳
部
に
位
置
す
る
同
町
の
主
産
業
は
、
急

斜
面
に
設
け
た
棚
田
で
行
う
稲
作
だ
。
し
か

し
、
1
枚
の
面
積
が
小
さ
い
棚
田
で
の
稲
作

は
、
生
産
性
が
低
い
。

　
そ
う
し
た
な
か
、
山
口
さ
ん
の
前
任
隊
員

の
提
案
に
よ
り
、
配
属
先
で
は
棚
田
を
利
用

し
た
ド
ジ
ョ
ウ
の
水＊
１

田
養
殖
を
普
及
す
る
事

業
が
始
め
ら
れ
て
い
た
。
町
が
位
置
す
る

フ
ィ
リ
ピ
ン
北
部
で
は
ド
ジ
ョ
ウ
が
高
値
で

売
れ
る
た
め
、
農
家
の
良
い
副
収
入
源
に
な

る
と
見
込
ん
だ
取
り
組
み
だ
。
山
口
さ
ん
の

着
任
当
時
、
町
に
は
す
で
に
実
践
を
始
め
て

い
る
農
家
も
い
た
。
山
口
さ
ん
が
最
初
に
着

手
し
た
活
動
は
、
現
地
の
ド
ジ
ョ
ウ
養
殖
に

関
す
る
課
題
を
探
り
、
そ
の
解
決
を
図
る
こ

と
だ
っ
た
。

試
験
圃
場
で
課
題
の
解
決
策
を
模
索

　
ド
ジ
ョ
ウ
の
養
殖
に
使
う
種＊
２
苗
は
、
配
属

先
が
管
理
す
る
町
営
の
養
殖
場
で
生
産
し
、

農
家
に
販
売
し
て
い
た
。
課
題
の
ひ
と
つ

だ
っ
た
の
は
、
種
苗
生
産
に
か
か
る
コ
ス
ト

だ
。
卵
か
ら
孵
化
し
た
ば
か
り
の
段
階
（
仔し

出
荷
サ
イ
ズ
の
半
分
程
度
に
ま
で
し
か
育
た

な
か
っ
た
。
試
験
圃
場
で
行
っ
た
飼
育
の
方

法
は
、
水
田
で
自
然
発
生
す
る
動
物
プ
ラ
ン

ク
ト
ン
を
餌
と
す
る
「
無む
き
ゅ
う
じ
よ
う
し
ょ
く

給
餌
養
殖
」。
山

口
さ
ん
は
、「
水
田
に
撒
く
肥
料
を
増
や
し
、

餌
と
な
る
動
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
を
増
や
す
」

と
い
っ
た
改
善
策
を
考
え
て
は
み
た
も
の

の
、
そ
れ
を
実
際
に
試
す
時
間
の
余
裕
は
な

か
っ
た
。

コ
イ
の
養
殖
に
も
挑
戦

　
単
純
な
無
給
餌
養
殖
で
は
ド
ジ
ョ
ウ
の
育

つ
ス
ピ
ー
ド
が
遅
い
こ
と
が
わ
か
っ
て
く
る

と
、
山
口
さ
ん
は
よ
り
効
率
的
に
育
て
る
こ

と
が
で
き
る
魚
を
新
た
な
養
殖
の
対
象
と
し

て
提
案
し
よ
う
と
考
え
た
。
選
ん
だ
の
は「
コ

イ
」
だ
。
そ
の
理
由
は
以
下
の
と
お
り
。

●
種
苗
生
産
に
つ
い
て
は
、
や
り
方
が
ド

ジ
ョ
ウ
と
似
て
い
る
た
め
、
配
属
先
が
容
易

に
実
践
す
る
こ
と
が
可
能
。

●
生
命
力
が
強
い
魚
で
あ
る
た
め
、
任
地
の

自
然
環
境
で
も
養
殖
が
可
能
で
、
か
つ
初
心

者
に
も
養
殖
が
容
易
。

●
国
内
で
よ
く
消
費
さ
れ
て
い
る
。

●
山
口
さ
ん
自
身
が
、
派
遣
前
に
受
け
た
技

術
補
完
研
修
の
中
で
、
コ
イ
の
類
似
種
で
あ

る
「
フ
ナ
」
の
養
殖
方
法
に
つ
い
て
学
ん
で

い
た
。

　
コ
イ
の
養
殖
を
行
っ
て
い
た
フ
ィ
リ
ピ
ン

水
産
資
源
庁
の
養
殖
場
を
同
僚
と
と
も
に
訪

ね
た
の
は
、
任
期
の
残
り
が
半
年
ほ
ど
と

な
っ
た
時
期
だ
。
そ
こ
で
譲
っ
て
も
ら
っ
た

コ
イ
の
成
魚
で
人
工
授
精
を
行
い
、
配
属
先

の
試
験
圃
場
で
種
苗
生
産
を
開
始
し
た
。
稚

農
林
水
産
物
の
生
産
は
、
長
い
時
間
が
か
か
る
場
合
も
あ
る
。
そ
の
た
め
、
農
家
の
収
入
向
上
に
つ
な
が
る
産

物
を
見
つ
け
出
し
た
り
、
そ
の
生
産
技
術
を
指
導
・
普
及
す
る
活
動
は
、「
時
間
と
の
戦
い
」
と
な
る
。
そ
ん

な
農
林
水
産
分
野
の
協
力
隊
活
動
を
よ
り
有
益
な
も
の
に
す
る
た
め
に
は
、
ど
の
よ
う
な
点
に
留
意
す
れ
ば
い

い
の
か
？
　
各
種
の
活
動
事
例
を
通
し
て
ポ
イ
ン
ト
を
整
理
す
る
。

魚
が
獲
れ
る
と
、
町
の
農
家
に
販
売
。
と
り

わ
け
強
い
興
味
を
示
し
た
8
軒
の
農
家
に
対

し
て
は
、
水
産
資
源
庁
の
ス
タ
ッ
フ
か
ら
養

殖
技
術
の
研
修
も
行
っ
て
も
ら
っ
た
。

　
コ
イ
が
出
荷
サ
イ
ズ
の
成
魚
に
育
つ
に

は
、
や
は
り
1
年
は
か
か
る
。
そ
の
た
め
、

山
口
さ
ん
は
収
獲
・
販
売
を
見
届
け
る
こ
と

は
で
き
な
か
っ
た
が
、
予
想
外
の
成
果
を
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
マ
ヨ
ヤ
オ
町
の
農

家
と
水
産
資
源
庁
の
間
に
協
力
関
係
が
生
ま

れ
た
こ
と
だ
。
水
産
資
源
庁
で
は
ド
ジ
ョ
ウ

の
養
殖
の
普
及
も
試
み
ら
れ
て
い
た
が
、
ノ

ウ
ハ
ウ
の
蓄
積
が
不
足
し
て
い
た
。
そ
ん
な

な
か
、
コ
イ
の
養
殖
に
関
す
る
支
援
を
し
て

く
れ
る
「
お
礼
」
と
し
て
、
マ
ヨ
ヤ
オ
町
の

農
家
が
水
産
資
源
庁
の
ス
タ
ッ
フ
に
ド
ジ
ョ

ウ
の
養
殖
に
関
す
る
知
識
を
提
供
す
る
よ
う

に
な
っ
た
の
だ
っ
た
。

　
山
口
さ
ん
に
よ
れ
ば
、
マ
ヨ
ヤ
オ
町
の
農

家
た
ち
は
「
シ
ャ
イ
」
で
、
か
か
わ
り
始
め

た
当
初
は
、
山
口
さ
ん
に
対
し
て
自
分
の
考

え
を
は
っ
き
り
と
は
言
わ
な
い
人
が
大
半

だ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
酒
を
酌
み
交
わ
す
な

ど
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
の
付
き
合
い
を
重
ね
る

う
ち
に
、「
本
音
」
を
見
せ
て
く
れ
る
よ
う

に
な
る
。
す
る
と
、
自
分
な
り
の
考
え
を
持

ち
な
が
ら
よ
り
良
い
養
殖
の
方
法
を
探
っ
て

い
る
農
家
も
い
る
こ
と
が
見
え
て
き
た
。
そ

う
し
て
、
と
き
に
夜
通
し
交
わ
す
「
養
殖
談

義
」
は
、
山
口
さ
ん
に
と
っ
て
か
け
が
え
の

な
い
楽
し
み
と
な
っ
て
い
く
。
現
地
の
人
た

ち
と
対
等
の
立
場
に
立
ち
、
学
び
合
う
姿

勢

—
—

。
こ
れ
こ
そ
、
協
力
隊
員
に
と
っ
て

も
っ
と
も
大
切
な
も
の
だ
と
実
感
し
た
2
年

間
だ
っ
た
。
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農
林
水
産
分
野
の
活
動
ポ
イ
ン
ト

特
集
1

魚ぎ
ょ
）
か
ら
稚
魚
へ
と
育
つ
間
は
、
限
ら
れ
た

種
類
の
餌
し
か
使
え
な
い
。
当
時
、
配
属
先

で
は
ア
ル
テ
ミ
ア
と
い
う
高
価
な
生
物
餌
料

を
使
っ
て
い
た
た
め
、
稚
魚
の
販
売
価
格
も

農
家
に
は
負
担
の
大
き
い
水
準
に
な
っ
て
い

た
の
だ
っ
た
。

　
も
う
ひ
と
つ
の
課
題
は
、
水
田
に
稚
魚
を

放
っ
て
か
ら
出
荷
サ
イ
ズ
の
成
魚
に
ま
で
育

て
る
プ
ロ
セ
ス
を
、
い
ず
れ
の
同
僚
も
経
験

し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
だ
。
そ
の
た
め
、
彼

ら
が
農
家
に
対
し
て
で
き
る
技
術
指
導
に
は

限
界
が
あ
っ
た
。

　
以
上
の
よ
う
な
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に

山
口
さ
ん
が
と
っ
た
策
は
、
試し

験け
ん

圃ほ

場じ
ょ
うを

設

置
す
る
こ
と
。
現
地
の
農
家
に
水
田
を
借
り
、

そ
こ
で
ア
ル
テ
ミ
ア
に
替
わ
る
安
価
な
餌
を

見
つ
け
る
た
め
の
試
験
を
重
ね
た
り
、
出
荷

サ
イ
ズ
の
成
魚
に
ま
で
育
て
る
作
業
を
同
僚

た
ち
に
体
験
し
て
も
ら
っ
た
り
し
た
。

　
種
苗
生
産
に
か
か
る
期
間
は
2
、
3
カ
月
。

試
験
を
始
め
て
か
ら
ほ
ど
な
く
し
て
、
市
販

の
安
価
な
テ
ィ
ラ
ピ
ア
用
粉
餌
で
も
仔
魚
を

飼
育
で
き
る
こ
と
が
判
明
し
、
町
営
養
殖
場

で
の
給
餌
法
の
変
更
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で

き
た
。
さ
ら
に
、
ド
ジ
ョ
ウ
の
養
殖
の
実
践

を
始
め
て
い
た
農
家
の
う
ち
、
特
に
熱
意
が

あ
っ
た
3
軒
の
農
家
に
は
、
地
域
の
「
モ
デ

ル
農
家
」
と
な
っ
て
も
ら
う
べ
く
、
自
力
で

種
苗
生
産
を
行
う
た
め
の
技
術
指
導
も
行
っ

た
。

　
一
方
、
水
田
に
放
っ
た
ド
ジ
ョ
ウ
の
稚
魚

は
、
早
け
れ
ば
半
年
ほ
ど
で
出
荷
サ
イ
ズ
の

成
魚
に
ま
で
育
つ
。
と
こ
ろ
が
、
山
口
さ
ん

の
着
任
の
約
4
カ
後
に
試
験
圃
場
に
放
っ
た

稚
魚
は
、
1
年
経
っ
て
も
目
標
と
し
て
い
る

事例のポイント

「残り時間」を意識！
収穫／収獲までに時間がかかる農産物
や水産物もある。そのため、生産方法
の指導に取り組む場合、「帰国までの
残り時間」を絶えず意識する一方、「隊
員以外の指導者を見つけ、後を任せる」
という道を探ることも必要だろう。

■  Profi le

1992年生まれ、千葉県出身。2016年に
北海道大学水産学部を卒業後、同年10
月、協力隊員としてフィリピンに赴任。
18年10月に帰国。現在は同大大学院水
産科学院に進学し、魚類繁殖生理学の
研究を行っている。

■  活動の概要

イフガオ州マヨヤオ町の町役場農業事務
所に配属され、水田養殖の活性化に向
けた主に以下の活動に従事。
●新設した配属先の試験圃場における、
ドジョウの養殖に関する試験（種苗生
産技術改善のための試験や成長試験）
●ドジョウの養殖マニュアルの作成
●ドジョウやコイの養殖に関する農家へ
の指導

さん（写真左）

❶フィリピン水産資源庁の養殖場で
農家を対象に行った、コイの養殖
に関する研修の様子。3 泊 4日の
研修を2 回実現させた

❷マヨヤオ町の棚田。世界遺産（文
化遺産）に登録されている棚田群
の一部を構成する

❸試験圃場とした水田で苗植えを行う
山口さん（右）と同僚たち

❹ドジョウの種苗を生産するための水
槽。自前で生産できるようになった
農家が自作したものだ

❺試験圃場で養殖したドジョウの成
魚。定期的に大きさを計測し、数
値をグラフ化した

❶

❷❸

❹❺

棚田を利用した養殖の
技術改良や

新たな養殖魚の導入を支援
稲作農家の副収入源の創出を目指して、水田養殖の支援に取り組んだ山口さん。

すでに行われていたドジョウ養殖の技術改良を図る一方、

コイを新たな養殖魚とする支援も行った。

養殖

さん（フィリピン・養殖・2016年度2次隊員）の事例

CASE 1

＊1 水田養殖…水田で稲とともに水産動物を育てる養殖方法。

＊2 種苗…魚の養殖の場合、養殖のために生産／採捕した稚魚（骨格などが成魚と同じ状態になった子どもの魚）を指す。
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坂
本
さ
ん
の
任
地
、
北
部
州
ム
プ
ル
ン
グ

郡
が
位
置
す
る
の
は
、
琵
琶
湖
の
5
倍
の
面

積
を
持
つ
淡
水
湖
・
タ
ン
ザ
ニ
ー
カ
湖
の
南

端
。
豊
か
な
水
の
恩
恵
を
受
け
、
稲
作
や
果

樹
栽
培
な
ど
が
盛
ん
に
営
ま
れ
て
い
た
。

　
配
属
さ
れ
た
の
は
、
郡
の
農
業
事
務
所
だ
。

着
任
時
、
配
属
先
か
ら
は
活
動
に
関
す
る
明

確
な
指
示
が
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
可
能
な

支
援
を
探
る
た
め
、
地
域
で
行
わ
れ
る
農
業

関
連
の
イ
ベ
ン
ト
や
集
会
に
当
初
か
ら
積
極

的
に
参
加
。
農
家
と
の
つ
な
が
り
を
深
め
た

り
、
現
地
の
農
業
に
関
す
る
情
報
を
集
め
た

り
し
て
い
っ
た
。

　
そ
う
し
て
自
ら
の
活
動
の
針
路
を
定
め
た

の
は
、
着
任
し
て
半
年
が
過
ぎ
た
時
期
。「
農

家
の
収
入
を
向
上
さ
せ
る
」
と
い
う
大
目
標

の
も
と
、「
既
存
の
栽
培
品
目
の
収
量
増
」

と
「
新
た
な
栽
培
品
目
の
導
入
」
と
い
う
2

つ
の
下
位
目
標
を
立
て
た
う
え
で
、
そ
れ
ぞ

れ
を
達
成
す
る
手
段
と
し
て
「
コ
メ
の
収
量

増
」
と
「
キ
ノ
コ
栽
培
の
普
及
」
に
取
り
組

む
こ
と
と
し
た
。

栽
培
方
法
の
妥
当
さ
を
「
見
え
る
化
」

　
坂
本
さ
ん
は
着
任
す
る
ま
で
、
任
地
で
コ

メ
の
収
量
を
上
げ
る
カ
ギ
は
、
干
ば
つ
に
強

い
陸
稲
の
ネ＊
１

リ
カ
米
を
普
及
さ
せ
る
こ
と
だ

と
考
え
て
い
た
。
着
任
前
に
は
、
ネ
リ
カ
米

に
つ
い
て
学
ぶ
J
I
C
A
主
催
の
研
修
も
受

け
て
い
た
。
し
か
し
、
実
際
は
前
述
の
と
お

り
水
が
豊
富
な
地
域
で
あ
り
、
ス
パ
米
と
呼

ば
れ
る
水＊
２

稲
が
盛
ん
に
栽
培
さ
れ
て
い
た
。

そ
こ
で
坂
本
さ
ん
は
軌
道
修
正
を
図
る
。
ネ

リ
カ
米
に
は
「
ス
パ
米
よ
り
生
育
期
間
が
短

い
」
と
い
う
特
長
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
や

は
り
そ
の
紹
介
は
行
う
も
の
の
、
並
行
し
て

ス
パ
米
の
栽
培
方
法
を
改
善
す
る
た
め
の
支

援
に
も
力
を
入
れ
る
こ
と
に
し
た
の
だ
っ

た
。

 

「
種
は
播
け
ば
播
く
だ
け
収
量
が
上
が
る
」。

従
来
、
ほ
と
ん
ど
の
農
家
が
こ
う
誤
解
し
て

お
り
、
ス
パ
米
の
苗
代
に
過
度
な
密
度
で
播は

種し
ゅ

し
て
い
た
。
そ
れ
が
誤
り
で
あ
る
こ
と
を

口
頭
で
説
明
し
て
も
納
得
し
て
も
ら
え
な
い

だ
ろ
う
と
考
え
た
坂
本
さ
ん
は
、
農
家
に
土

地
を
借
り
て
「
試し

験け
ん

圃ほ

場じ
ょ
う」

を
設
置
。「
現

地
の
農
家
が
行
っ
て
き
た
播
種
の
密
度
」
と

「
適
切
な
播
種
の
密
度
」
の
2
種
類
の
苗
代

を
並
べ
て
つ
く
り
、
苗
の
育
ち
方
の
違
い
を

農
家
た
ち
に
見
て
も
ら
っ
た
。
苗
列
を
ま
っ

す
ぐ
に
し
た
ほ
う
が
草
取
り
や
稲
刈
り
が
楽

に
な
る
こ
と
を
伝
え
る
た
め
、
紐
を
張
っ
て

播
種
す
る
方
法
も
こ
の
試
験
圃
場
で
紹
介
。

そ
う
し
て
改
善
す
べ
き
点
を
「
見
え
る
化
」

し
た
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
意
味
を
納
得
し
、

実
践
す
る
農
家
が
増
え
て
い
っ
た
。

乾
期
の
収
入
源
と
し
て
の
キ
ノ
コ
栽
培

　
任
地
の
気
候
は
、
雨
期
と
乾
期
に
分
か
れ

る
。
農
作
物
が
育
ち
に
く
い
5
〜
9
月
の
乾

期
の
仕
事
を
つ
く
る
こ
と
が
、
現
地
の
農
家

の
課
題
だ
っ
た
が
、
乾
期
に
も
育
つ
ネ
リ
カ

米
の
栽
培
は
、
そ
の
対
策
と
な
る
も
の
で
も

あ
っ
た
。
坂
本
さ
ん
の
活
動
の
も
う
ひ
と
つ

の
柱
だ
っ
た
「
キ
ノ
コ
栽
培
の
普
及
」
は
、

乾
期
に
栽
培
で
き
る
点
に
着
目
し
て
他
の
ザ

ン
ビ
ア
隊
員
も
取
り
組
ん
で
い
た
。
任
地
で

は
、
以
前
か
ら
市
場
で
キ
ノ
コ
が
売
ら
れ
て

い
た
。
し
か
し
、
値
段
が
高
い
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
売
ら
れ
て
い
た
の
は
、
雨
期
に
自
生

し
て
い
る
キ
ノ
コ
ば
か
り
の
よ
う
だ
っ
た
。

　
坂
本
さ
ん
は
、
比
較
的
容
易
な
「
ウ
ス
ヒ

ラ
タ
ケ
」
の
菌＊
３

床
栽
培
を
農
家
に
勧
め
よ
う

と
考
え
た
が
、
最
初
に
立
ち
は
だ
か
っ
た
壁

は
、
農
家
た
ち
の
「
本
気
度
」
だ
。
キ
ノ
コ

の
話
を
し
よ
う
と
村
を
訪
れ
る
と
、「
物も
の

見み

遊ゆ

山さ
ん
」
で
多
く
の
農
家
が
集
ま
り
、「
栽
培

し
た
い
」
と
口
に
す
る
。
と
こ
ろ
が
、「
い

つ
始
め
る
か
」「
道
具
を
ど
う
調
達
す
る
か
」

な
ど
作
業
の
具
体
的
な
話
に
な
る
と
、
一
向

に
前
に
進
ま
な
い
の
だ
っ
た
。

　
任
地
の
気
候
条
件
で
ウ
ス
ヒ
ラ
タ
ケ
の
菌

床
栽
培
を
す
る
場
合
、
種
菌
の
植
え
付
け
か

ら
収
穫
ま
で
に
か
か
る
期
間
は
1
カ
月
ほ

ど
。
刻
々
と
成
長
す
る
た
め
、
農
家
を
頻
繁

に
訪
ね
、
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
に
近
い
形
で
栽
培

の
支
援
を
行
う
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
た
坂

本
さ
ん
は
、
対
象
を
「
本
気
度
」
の
高
い
農

家
に
絞
る
こ
と
に
し
た
。
絞
り
込
み
の
手
段

は
「
井
戸
端
会
議
」
だ
。
村
々
を
回
り
、「
キ

ノ
コ
の
栽
培
方
法
に
関
す
る
話
を
す
る
」
と

ア
ナ
ウ
ン
ス
し
た
う
え
で
、
農
家
の
集
会
を

開
催
。
そ
の
際
、
キ
ノ
コ
の
話
題
は
出
さ
ず

に
、
農
業
全
般
に
関
す
る
話
や
世
間
話
に
終

始
す
る
。
そ
れ
を
同
じ
村
で
5
回
ほ
ど
繰
り

返
す
と
、
初
回
は
各
村
で
40
人
ほ
ど
い
た
参

加
者
が
、
そ
れ
ぞ
れ
5
人
ほ
ど
に
減
少
。
そ

う
し
て
残
っ
た
農
家
こ
そ
、
真
剣
に
キ
ノ
コ

栽
培
に
取
り
組
み
た
い
と
考
え
る
者
だ
と
判

断
し
、
彼
ら
を
指
導
対
象
と
し
た
の
だ
っ
た
。

　
収
穫
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
、
坂
本
さ
ん

は
販
路
開
拓
の
支
援
に
も
着
手
。
学
生
寮
の

食
堂
や
レ
ス
ト
ラ
ン
が
狙
い
目
だ
と
踏
み
、

商
談
を
持
ち
か
け
た
と
こ
ろ
、
ウ
ス
ヒ
ラ
タ

ケ
に
は
競
争
相
手
が
い
な
か
っ
た
た
め
、
継

続
し
て
購
入
し
て
も
ら
え
る
こ
と
と
な
っ

た
。
レ
ス
ト
ラ
ン
で
は
、
ウ
ス
ヒ
ラ
タ
ケ
を

使
っ
た
ピ
ザ
を
メ
ニ
ュ
ー
に
加
え
て
も
ら
う

こ
と
が
で
き
た
。

「
家
計
簿
付
け
」
の
習
慣
を
促
す

　
コ
メ
に
し
ろ
、
キ
ノ
コ
に
し
ろ
、
栽
培
を

継
続
・
拡
大
す
る
た
め
に
は
、
道
具
を
よ
り

良
い
も
の
に
買
い
換
え
て
い
く
な
ど
の
「
投

資
」
が
必
要
だ
。
農
家
が
投
資
を
す
る
た
め

に
は
、
農
業
の
収
支
や
子
ど
も
の
学
費
な
ど

家
計
の
支
出
を
把
握
し
、
投
資
に
回
せ
る
金

額
を
弾
き
出
す
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
と
こ
ろ
が
、
任
地
の
農
家
の
大
半
は

当
初
、
お
金
の
出
入
り
に
つ
い
て
は
一
切
把

握
し
て
お
ら
ず
、「
そ
の
日
暮
ら
し
」
の
状

態
だ
っ
た
。
ま
た
、支
出
の「
見
え
る
化
」は
、

農
家
の
や
る
気
の
刺
激
に
も
な
る
。
そ
こ
で

坂
本
さ
ん
は
、
コ
メ
や
キ
ノ
コ
の
栽
培
方
法

の
指
導
と
並
行
し
て
、
家
計
簿
を
付
け
る
習

慣
を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
の
働
き
か
け
に
も

注
力
し
た
。

　
家
計
簿
付
け
の
定
着
は
、
同
時
に
コ
メ
や

キ
ノ
コ
の
栽
培
指
導
の
効
果
を
測
る
指
標
に

も
な
っ
た
。
農
家
た
ち
の
家
計
簿
に
、「
サ
ッ

カ
ー
ボ
ー
ル
を
購
入
」
な
ど
「
生
活
の
中
の

変
化
」
の
具
体
的
な
様
子
が
う
か
が
え
る
記

載
が
現
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
。

事例のポイント

「本気」の農家を見極める！
任期中に農作物の栽培・販売にチャレンジできる機
会は限られている。そのため、技術習得に「本気」
な農家を見極め、そこに的を絞って指導するというの
もひとつの手だろう。

■  Profi le

1989年生まれ、埼玉県出身。2012年に
大学を卒業し、化学メーカーに就職。グ
ローバル人事、人材開発等の人事業務に
従事。16年9月、協力隊員としてザンビ
アに赴任。18年9月に帰国。19年4月か
ら北海道の地方自治体に一般行政職とし
て勤務。

■  活動の概要

北部州ムプルング郡の農業事務所に配属
され、主に以下の活動に従事。
●コメの収量増支援
●キノコ栽培の普及
●家計簿に関する啓発活動

さん

❶スパ米の収穫を行う農家たち
❷播種の密度による苗の育ち方の違いを実証する

ために設けた 2 種の苗代。手前が、現地の農
家が従来行っていた密度で、奥が適切な密度

❸坂本さんの呼びかけで始まった、農家グループに
よるキノコ栽培の勉強会

❹菌床栽培されているウスヒラタケ。培地には、グ
ランナッツの栽培で出る木屑を茹でたものを使用。
種菌を混ぜてビニール袋に入れ、陽が当たらず、
適度な湿度が保たれる小屋の中に吊るしておく

❶

❷❸❹

農家の収入向上を目指し、
コメの収量増やキノコ栽培の導入を支援

郡農業事務所に配属され、「農家の収入向上」を目標に活動した坂本さん。

「本気度」の高い農家を見極めたうえで、

従来の栽培方法の改善や新たな栽培品目の導入などを支援していった。

稲作・キノコ栽培

さん（ザンビア・コミュニティ開発・2016年度2次隊）の事例

CASE 2

農林水産分野の活動ポイント特 集 1 ＊1 ネリカ米…アフリカの食糧事情の改善を目的に開発された稲の総称。 「干ばつに強い」「生育期間が短い」「収量性が高い」といった特徴を持つ。

品種の中心は畑で育つ陸稲（おかぼ）。

＊2 水稲…田で育つ稲。＊3 菌床栽培…人工の培地に種菌を植え付け、育てる栽培方法。



　
太
田
さ
ん
が
配
属
さ
れ
た
の
は
、
カ
ア
グ

ア
ス
県
カ
ア
グ
ア
ス
市
に
あ
る
職
業
訓
練
高

校
の
農
牧
科
。
3
年
制
の
学
校
で
、
農
牧
科

は
生
徒
数
が
1
学
年
30
人
程
度
、
教
員
数
が

4
人
と
い
う
規
模
だ
っ
た
。

　
着
任
す
る
と
す
ぐ
に
配
属
先
は
年
度
末
の

長
期
休
暇
に
入
っ
て
し
ま
っ
た
た
め
、
太
田

さ
ん
は
同
市
の
市
役
所
の
農
牧
課
で
手
伝
い

を
さ
せ
て
も
ら
う
こ
と
に
し
た
。
任
地
の
農

業
事
情
を
知
っ
た
り
、
人
脈
を
広
げ
た
り
す

る
好
機
と
捉
え
た
の
だ
っ
た
。

　
新
年
度
が
始
ま
る
と
、
配
属
先
か
ら
の
要

望
に
よ
り
、
1
年
生
の
農
業
基
礎
の
授
業
を

担
当
す
る
こ
と
に
。
そ
の
か
た
わ
ら
で
、
配

属
先
の
ニ
ー
ズ
を
探
っ
て
い
っ
た
。

「
実
践
経
験
」
を
積
む
場
を
創
設

　
農
牧
科
の
教
員
た
ち
の
授
業
を
見
学
さ
せ

て
も
ら
う
と
、「
座
学
」
に
偏
り
、「
実
習
」

の
時
間
が
少
な
か
っ
た
。
そ
の
背
景
に
あ
っ

た
の
は
「
予
算
不
足
」。
実
習
に
必
要
な
道

具
な
ど
を
そ
ろ
え
る
の
が
難
し
か
っ
た
の

だ
。
生
徒
の
実
践
経
験
を
増
や
す
手
段
と
し

て
太
田
さ
ん
が
考
え
た
の
は
、
農
牧
科
の
有

志
生
徒
で
野
菜
の
栽
培
か
ら
販
売
ま
で
を
行

う
「
ク
ラ
ブ
」
を
創
設
す
る
こ
と
だ
っ
た
。

野
菜
の
売
り
上
げ
で
道
具
や
種
、
肥
料
な
ど

を
購
入
で
き
れ
ば
、
配
属
先
の
予
算
が
不
足

し
て
い
て
も
継
続
で
き
る
。「
販
売
」
は
授

業
の
範
囲
を
超
え
た
事
柄
で
あ
る
た
め
、「
ク

ラ
ブ
」
と
い
う
形
態
が
適
当
だ
と
思
わ
れ
た
。

　
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
（
以
下
、
C
P
）
に

あ
た
る
農
牧
科
の
教
員
も
、
こ
の
ア
イ
デ
ア

に
賛
同
。
そ
う
し
て
、2
人
で
協
力
し
て
「
野

菜
ク
ラ
ブ
」
を
立
ち
上
げ
る
こ
と
に
な
っ
た

の
は
、
着
任
し
て
10
カ
月
ほ
ど
経
っ
た
こ
ろ

だ
。
最
初
の
部
員
は
30
人
ほ
ど
。
始
動
に
必

要
な
費
用
だ
け
は
配
属
先
に
負
担
し
て
も
ら

え
る
こ
と
と
な
り
、
校
内
で
露
地
栽
培
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
た
。
授
業
で
行
わ
れ
て
い
た
実

習
は
、
技
術
的
に
容
易
な
レ
タ
ス
の
栽
培
ば

か
り
と
な
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
ク
ラ
ブ
で

は
レ
タ
ス
の
ほ
か
に
、
ト
マ
ト
や
ピ
ー
マ
ン
、

ズ
ッ
キ
ー
ニ
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
野
菜
を
栽
培

す
る
こ
と
と
し
た
。

　
す
ぐ
さ
ま
部
員
た
ち
か
ら
「
も
っ
と
畑
を

広
げ
た
い
」
と
い
う
要
望
が
上
が
っ
た
こ
と

か
ら
、
農
業
を
営
む
保
護
者
に
土
地
を
借
り

て
、
第
2
の
畑
に
し
た
。
そ
う
し
て
滑
り
出

し
は
順
調
だ
っ
た
が
、
ス
タ
ー
ト
し
て
2
カ

月
後
に
迎
え
た
年
度
末
の
長
期
休
暇
に
ピ
ン

チ
が
訪
れ
る
。「
周＊

年
栽
培
」
を
経
験
さ
せ

る
目
的
で
休
暇
中
も
栽
培
を
続
け
る
こ
と
に

し
た
と
こ
ろ
、
家
の
用
事
な
ど
を
理
由
に
活

動
を
休
む
部
員
が
続
出
。
負
担
が
集
中
し
た

一
部
の
部
員
か
ら
反
発
が
出
て
、
ク
ラ
ブ
が

解
散
の
危
機
に
陥
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
。

　
半
ば
存
続
を
諦
め
か
け
た
太
田
さ
ん
だ
っ

た
が
、
休
暇
が
終
わ
る
と
、
再
開
を
求
め
る

声
が
部
員
た
ち
か
ら
上
が
る
。
そ
う
し
て
、

「
活
動
計
画
を
部
員
自
身
に
考
え
さ
せ
る
な

ど
、
彼
ら
に
主
体
と
な
っ
て
も
ら
う
」「
C
P

以
外
の
農
牧
科
教
員
に
も
指
導
に
入
っ
て
も

ら
い
、
栽
培
の
フ
ォ
ロ
ー
を
手
厚
く
す
る
」

と
い
っ
た
運
営
方
法
の
改
善
を
図
っ
た
う
え

で
、
再
ス
タ
ー
ト
を
切
る
こ
と
と
な
っ
た
の

だ
っ
た
。

ズ
ッ
キ
ー
ニ
が
好
評
に

　
ク
ラ
ブ
で
栽
培
し
始
め
た
野
菜
の
生
育
期

間
は
2
〜
4
カ
月
。
収
獲
で
き
る
よ
う
に
な

る
と
、
直
売
所
を
設
け
て
販
売
し
、
そ
の
売

り
上
げ
を
次
の
栽
培
の
た
め
の
種
や
肥
料
の

購
入
費
用
に
回
す
よ
う
に
な
っ
た
。

　
好
評
だ
っ
た
の
は
、
任
地
で
は
珍
し
か
っ

た
ズ
ッ
キ
ー
ニ
だ
。
適
切
な
調
理
方
法
が
わ

か
ら
な
い
住
民
が
ほ
と
ん
ど
だ
ろ
う
と
考
え

た
太
田
さ
ん
は
、
パ
ス
タ
な
ど
お
勧
め
料
理

の
レ
シ
ピ
を
チ
ラ
シ
に
ま
と
め
、
客
に
配
布
。

す
る
と
、「
お
い
し
か
っ
た
」
と
の
評
判
が

広
が
り
、
良
い
売
れ
行
き
が
続
い
た
。

　
ズ
ッ
キ
ー
ニ
に
は
任
地
に
競
合
相
手
と
な

る
農
家
が
い
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、「
利
益

率
」
の
面
で
も
う
ま
み
が
あ
っ
た
。
任
地
で

普
及
し
て
い
る
レ
タ
ス
や
ト
マ
ト
な
ど
の
価

格
は
、
地
元
の
ス
ー
パ
ー
と
市
場
の
中
間
程

度
に
設
定
。
一
方
、
ズ
ッ
キ
ー
ニ
の
場
合
は
、

地
元
の
ス
ー
パ
ー
で
売
ら
れ
て
い
る
他
の
野

菜
よ
り
も
高
い
水
準
の
価
格
に
し
て
も
、

買
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
た
の
だ
っ
た
。

学
外
の
協
力
で
栽
培
規
模
が
拡
大

　　
自
分
た
ち
で
つ
く
っ
た
野
菜
が
売
れ
る
喜

び
は
、
部
員
た
ち
の
意
欲
を
刺
激
。
自
発
的

に
会
議
を
開
い
て
「
当
番
制
」
の
導
入
を
決

め
る
な
ど
、
活
動
へ
の
主
体
性
が
高
ま
っ
て

い
っ
た
。
そ
う
し
て
、
栽
培
規
模
を
さ
ら
に

拡
大
し
て
も
彼
ら
は
管
理
し
て
い
け
る
だ
ろ

う
と
思
わ
れ
た
が
、
ネ
ッ
ク
に
な
っ
た
の
は
、

設
備
や
道
具
を
拡
充
す
る
資
金
が
な
か
っ
た
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こ
と
だ
。
こ
の
問
題
へ
の
対
策
と
し
て
太
田

さ
ん
が
試
み
た
の
は
、
ク
ラ
ブ
を
学
外
の
機

関
に
つ
な
ぎ
、
そ
の
協
力
を
取
り
付
け
る
こ

と
。
休
暇
を
利
用
し
て
広
げ
た
人
脈
を
頼
り

に
、
引
き
受
け
て
く
れ
る
機
関
を
探
し
た
。

　
そ
う
し
て
協
力
を
快
諾
し
て
く
れ
た
機
関

の
ひ
と
つ
は
、
カ
ア
グ
ア
ス
市
に
あ
っ
た
、

パ
ラ
グ
ア
イ
農
牧
省
農
業
普
及
局
の
出
先
機

関
。
そ
の
職
員
が
と
き
ど
き
ク
ラ
ブ
で
講
習

会
を
開
い
て
く
れ
る
こ
と
と
な
り
、
国
内
の

野
菜
栽
培
の
現
状
な
ど
、
配
属
先
の
教
員
に

は
入
手
が
難
し
い
情
報
を
提
供
し
て
く
れ

た
。
な
か
で
も
効
果
が
大
き
か
っ
た
の
は
、

「
小
型
耕
運
機
」
に
関
す
る
講
習
会
だ
。
実

物
を
持
ち
込
ん
で
く
れ
た
た
め
、
部
員
た
ち

は
そ
の
操
作
を
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
た
だ

け
で
な
く
、
新
た
に
6
ア
ー
ル
の
畑
を
つ
く

る
こ
と
も
叶
っ
た
。

　
太
田
さ
ん
の
任
期
の
残
り
が
半
年
ほ
ど
と

な
っ
た
こ
ろ
に
は
、
カ
ア
グ
ア
ス
市
役
所
の

支
援
に
よ
り
、
灌
水
設
備
を
設
置
す
る
こ
と

も
で
き
た
。
穴
を
開
け
た
ホ
ー
ス
を
畑
に
配

置
し
、
タ
ン
ク
に
貯
め
た
水
を
ポ
ン
プ
で
流

す
と
い
う
手
動
式
の
も
の
だ
が
、
一
日
が
か

り
だ
っ
た
水
や
り
が
、
15
分
で
完
了
す
る
よ

う
に
な
っ
た
。
そ
う
し
て
生
ま
れ
た
余
力
で
、

ナ
ガ
ナ
ス
な
ど
新
た
な
品
目
の
栽
培
へ
と
手

を
広
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
っ
た
。

　
太
田
さ
ん
が
か
か
わ
っ
た
1
年
間
に
ク
ラ

ブ
が
稼
い
だ
お
金
は
、
合
計
す
る
と
1
7
0

ド
ル
ほ
ど
。
そ
の
間
に
栽
培
規
模
の
拡
大
が

進
ん
だ
こ
と
か
ら
、
帰
国
後
は
、
さ
ら
に
売

り
上
げ
を
伸
ば
す
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
と

見
込
ま
れ
て
い
る
。

　

事例のポイント

配属先外の人脈づくりは前広に！
農林水産分野の活動では、配属先の予算不足など
で必要な道具や材料が整わないという例も多いだろ
う。そんなときの頼みの綱は、「外部機関」による協
力。前々から配属先外での人脈づくりを進めておけば、
助っ人が必要となったときに、タイムラグなくしてそ
れを見つけ出すことが可能になるはずだ。

■  Profi le

1992年生まれ、静岡県出身。2015年に
東京農業大学を卒業した後、16年9月、
協力隊員としてパラグアイに赴任。18年
9月に帰国。現在は静岡県内の総合高等
学校に食品園芸系列の講師として勤務。

■  活動の概要

カアグアス市職業訓練高校（カアグアス
県）の農牧科に配属され、主に以下の
活動に従事。
●農業基礎の授業の実施
●野菜クラブの設立・運営の支援
●保健科の学校菜園授業の支援
●地域の祭りなどにおける野菜の調理方
法の紹介

さん

❶パラグアイ農牧省農業普及局による講習会で、
小型耕運機の使い方について学ぶ野菜クラブの
部員たち

❷野菜を収穫し、販売用に仕分けを行う野菜クラブ
の部員たち

❸部員や同僚とともにクラブの畑に設置した灌水設
備。白く長いホースから水が出る仕組みだ

❹クラブの運営方法について自主的に話し合いを行
う部員たち

❶

❷❸❹

高校に設立した「野菜クラブ」の活動を、
外部機関の協力を得ながら充実化

職業訓練高校の農牧科で野菜栽培の指導に取り組んだ太田さん。

生徒の実践経験を増やすことを目的に設立した野菜クラブの運営支援では、

外部機関の協力を取り付けながら、活動の充実化を図っていった。

野菜栽培

さん（パラグアイ・野菜栽培・2016年度2次隊員）の事例

CASE 3

農林水産分野の活動ポイント特 集 1

＊ 周年栽培…価格が高騰する時期の販売を狙って、技術の工夫をしながら季節にかかわりなく行う栽培。
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ヒ
レ
ナ
マ
ズ
は
任
地
の
環
境
で
も
生

存
で
き
る
た
め
、
そ
の
養
殖
を
普
及
さ

せ
る
活
動
に
取
り
組
も
う
と
考
え
て
い

ま
す
。
ヒ
レ
ナ
マ
ズ
の
初し
ょ

期き

餌じ

料り
ょ
う（

幼

生
の
餌
）
に
は
、
ア＊

ル
テ
ミ
ア
を
使
う

こ
と
が
一
般
的
か
と
思
い
ま
す
が
、
任

地
の
経
済
状
況
で
は
そ
の
コ
ス
ト
を
ま

か
な
う
の
は
難
し
そ
う
で
す
。
そ
こ
で
、

ア
ル
テ
ミ
ア
ほ
ど
コ
ス
ト
が
か
か
ら
な

い
代
わ
り
の
餌
が
あ
る
な
ら
ば
、
教
え

て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

ヒ
レ
ナ
マ
ズ
の
養
殖
に
取
り
組
む

　
　
　
　

養
殖
隊
員
よ
り

ヒ
レ
ナ
マ
ズ
の

幼
生
の
餌
に
つ
い
て水

分
や
養
分
の
消
耗
が
増
加
す
る
の
で

25
℃
以
上
は
野
菜
に
と
っ
て
赤
信
号
。

派
遣
国
に
お
い
て
冷
蔵
庫
が
あ
れ
ば
、

そ
こ
に
貯
蔵
す
る
の
が
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
で

す
。
冷
蔵
庫
の
中
で
も
果
菜
類
、
葉
菜

類
、
根
菜
類
と
分
け
て
貯
蔵
す
る
方
が

ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
方
法
で
す
。
例
え
ば
リ

ン
ゴ
と
レ
タ
ス
を
一
緒
に
入
れ
る
と
リ

ン
ゴ
か
ら
発
散
さ
れ
る
エ
チ
レ
ン
ガ
ス

で
レ
タ
ス
は
傷
ん
で
し
ま
い
ま
す
。
多

く
の
人
は
野
菜
や
果
実
は
何
で
も
冷
蔵

庫
に
入
れ
れ
ば
良
い
と
考
え
て
い
る
よ

う
で
す
が
、
低
温
を
嫌
う
青
果
物
も
あ

り
ま
す
。
バ
ナ
ナ
は
そ
の
代
表
選
手
で

す
の
で
要
注
意
！
　
気
温
の
低
い
場
合

（
5
～
10
℃
）
は
、
野
菜
を
冷
蔵
庫
に
入

れ
な
く
て
も
日
持
ち
し
ま
す
。
ハ
ク
サ

イ
、
キ
ャ
ベ
ツ
、
ダ
イ
コ
ン
な
ど
は
新

聞
紙
に
包
ん
で
ダ
ン
ボ
ー
ル
箱
に
入
れ
、

温
度
の
低
い
暗
所
に
置
け
ば
ひ
と
月
く

　
野
菜
を
長
持
ち
さ
せ
る
に
は
、
乾
燥

さ
せ
な
い
こ
と
。
野
菜
の
多
く
は
90
パ
ー

セ
ン
ト
以
上
の
水
分
を
含
み
、
収
穫
直

後
よ
り
水
分
が
蒸
発
し
て
い
き
ま
す
。

水
分
を
失
う
こ
と
で
エ
チ
レ
ン
と
い
う

植
物
ホ
ル
モ
ン
が
出
て
き
ま
す
。
エ
チ

レ
ン
は
呼
吸
を
増
大
さ
せ
る
の
で
、
養

分
も
消
耗
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
ま
た
、

呼
吸
に
よ
り
水
分
も
失
わ
れ
、
つ
い
に

は
老
化
、
腐
敗
に
至
り
ま
す
。
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
の
知
恵
袋
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

濡
れ
た
新
聞
紙
で
野
菜
を
包
み
、
水
分

の
蒸
発
を
防
ぐ
の
も
鮮
度
保
持
の
方
法

の
ひ
と
つ
で
す
。
た
だ
し
、
新
聞
紙
も

乾
燥
す
る
と
い
う
こ
と
を
忘
れ
ず
に
。

最
近
は
色
々
な
フ
イ
ル
ム
を
利
用
し
て

乾
燥
防
止
を
し
て
い
ま
す
。

  

次
に
野
菜
の
鮮
度
保
持
で
大
切
な
こ
と

は
貯
蔵
温
度
で
す
。
農
産
物
は
温
度
が

上
昇
す
る
と
新
陳
代
謝
が
活
発
に
な
り
、

Q1
Q2A2

A1

　

任
地
で
は
、
多
く
の
家
庭
に
冷
蔵
庫

が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
保
存
が
で

き
ず
、
多
く
の
野
菜
や
果
物
が
廃
棄
さ

れ
て
い
ま
す
。
冷
蔵
庫
が
な
く
て
も
で

き
る
簡
単
な
貯
蔵
方
法
な
ど
は
あ
り
ま

す
で
し
ょ
う
か
。

農
村
部
で
活
動
す
る
隊
員
よ
り

野
菜
の
鮮
度
を

保
持
す
る

簡
単
な
方
法
と
は
？

ら
い
は
も
ち
ま
す
。
シ
ョ
ウ
ガ
、
タ
マ

ネ
ギ
、
ニ
ン
ニ
ク
な
ど
は
網
袋
に
入
れ

て
物
置
な
ど
に
吊
る
し
て
お
く
と
よ
い

で
し
ょ
う
。
ニ
ン
ジ
ン
、
イ
モ
類
な
ど

は
畑
に
穴
を
掘
っ
て
軽
く
土
を
か
け
て

お
く
の
も
鮮
度
保
持
の
方
法
で
す
。

  

さ
ら
に
野
菜
の
鮮
度
保
持
に
関
係
の
深

い
も
の
と
し
て
「
貯
蔵
姿
勢
」
が
あ
り

ま
す
。
シ
ュ
ン
ギ
ク
を
立
て
た
時
と
横

に
し
た
時
の
貯
蔵
実
験
で
は
、
立
て
た

時
の
方
が
鮮
度
が
良
い
と
い
う
結
果
が

出
て
い
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
立
て
た
時
の

方
が
エ
チ
レ
ン
の
生
成
量
が
少
な
い
か

ら
。
実
は
ネ
ギ
や
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
な
ど

は
、
輸
送
中
は
立
て
て
運
ん
で
い
ま
す
。

　
野
菜
や
果
物
を
貯
蔵
す
る
前
に
そ
の

作
物
が
栽
培
さ
れ
て
い
る
姿
勢
を
思
い

出
し
、
収
納
し
て
く
だ
さ
い
。
よ
り
長

く
新
鮮
で
美
味
し
い
青
果
物
を
食
べ
る

カ
ン
タ
ン
な
裏
技
で
す
。

を
吸
収
し
た
後
は
自
力
で
餌
を
摂
ら
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
口
が
開
い
た
直

後
に
良
い
餌
が
あ
る
か
ど
う
か
、
初
回

の
栄
養
摂
取
が
う
ま
く
い
く
か
ど
う
か

が
、
そ
の
後
の
生
き
残
り
に
大
き
な
影

響
を
与
え
ま
す
。

　
ヒ
レ
ナ
マ
ズ
の
初
期
餌
料
に
は
、
ア

ル
テ
ミ
ア
の
ノ
ー
プ
リ
ウ
ス
幼
生
（
最

初
期
の
幼
生
）
が
よ
く
使
わ
れ
ま
す
。

ア
ル
テ
ミ
ア
は
乾
燥
耐
久
卵
が
市
販
さ

れ
て
お
り
、
米
ユ
タ
州
の
グ
レ
ー
ト
ソ

ル
ト
湖
産
が
有
名
で
す
が
、
今
で
は
安

価
な
中
国
産
も
出
回
っ
て
い
ま
す
。
と

は
い
っ
て
も
、
や
は
り
種
苗
生
産
で
は

結
構
な
コ
ス
ト
に
な
る
の
で
、
代
替
と

な
る
餌
は
な
い
で
し
ょ
う
か
と
い
う
の

が
、
上
記
の
質
問
で
し
た
。

　
時
間
が
限
ら
れ
て
い
る
ス
カ
イ
プ
会

議
の
席
上
で
は
、
ミ
ジ
ン
コ
が
ア
ル
テ

ミ
ア
に
替
わ
る
餌
料
生
物
で
あ
る
と
い

う
情
報
が
共
有
さ
れ
ま
し
た
が
、
私
は

　
昨
年
、
世
界
中
に
散
ら
ば
っ
て
い
る

養
殖
隊
員
に
よ
る
ス
カ
イ
プ
会
議
が
開

か
れ
ま
し
た
。
そ
の
な
か
で
上
記
の
よ

う
な
質
問
が
出
さ
れ
、
技
術
的
に
興
味

深
い
議
論
が
な
さ
れ
た
の
で
、
こ
こ
で

そ
の
話
題
を
取
り
上
げ
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
ヒ
レ
ナ
マ
ズ
と
い
う
魚
は
東
南
ア
ジ

ア
や
ア
フ
リ
カ
で
養
殖
さ
れ
て
お
り
、

劣
悪
な
環
境
下
で
も
生
存
で
き
る
た
め
、

養
殖
そ
の
も
の
は
そ
ん
な
に
難
し
く
あ

り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
人
工
種
苗
生
産

は
結
構
大
変
で
、
い
か
に
健
康
な
種
苗

を
大
量
に
効
率
よ
く
生
産
す
る
か
が
問

題
と
な
り
ま
す
。

　
そ
の
鍵
と
な
る
の
は
卵
の
質
、
ひ
い

て
は
親
魚
の
質
で
す
が
、
加
え
て
大
切

な
こ
と
は
、
生
ま
れ
た
ば
か
り
の
仔
魚

へ
の
餌
の
供
給
で
す
。
孵
化
し
た
ば
か

り
の
仔
魚
は
腹
部
に
卵
黄
を
も
っ
て
お

り
、
そ
れ
を
栄
養
に
し
ま
す
が
、
卵
黄

そ
の
後
、
J
I
C
A
の
技
術
協
力
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
ヒ
レ
ナ
マ
ズ
の
種
苗

生
産
技
術
の
指
導
に
携
わ
っ
て
い
る
専

門
家
に
問
い
合
わ
せ
を
し
ま
し
た
。
す

る
と
、
や
は
り
タ
マ
ミ
ジ
ン
コ
と
い
う

種
が
ア
ル
テ
ミ
ア
に
替
わ
る
最
良
の
初

期
餌
料
で
あ
ろ
う
と
の
こ
と
で
し
た
の

で
、
そ
の
旨
を
ス
カ
イ
プ
会
議
に
参
加

し
た
隊
員
た
ち
に
メ
ー
ル
で
共
有
し
ま

し
た
。

　
隊
員
は
そ
れ
ぞ
れ
活
動
現
場
で
一
人

悩
み
な
が
ら
、
日
々
、
挑
戦
し
て
い
る

と
思
い
ま
す
。
技
術
に
関
す
る
情
報
の

入
手
方
法
が
限
ら
れ
て
い
る
な
か
、
隊

員
間
の
情
報
交
換
や
J
I
C
A
専
門
家

へ
の
相
談
で
、
抱
え
て
い
る
問
題
の
解

決
の
糸
口
が
見
え
、
目
の
前
が
明
る
く

な
る
こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

ス
カ
イ
プ
会
議
は
そ
の
一
助
に
な
る
も

の
だ
と
考
え
ま
す
。

JICA海外協力隊への技術支

援を目的に、分野ごとに配置

されている技術顧問。派遣中

隊員から寄せられた活動に関

する相談と、それに対する技

術顧問による回答の例をご紹

介します。

活動Q＆A集
協 力 隊 技 術 顧 問 が 回 答

回答者 
さん

●JICA国際協力専門員
　（担当分野：農漁村開発、水産開発）

農林水産分野の活動ポイント特 集 1

JICA 海外協力隊が作成する成果品（教材・資料・映像など）につい
ては、その共有・活用の促進を目的に、JICA 青年海外協力隊事務
局が「ボランティア成果品」として登録・保管する制度を設けています。
詳しくは『JICA海外協力隊ハンドブック』をご参照ください。

［農林水産分野の登録例］
●『バヌアツの魚たち』
バヌアツで獲れる魚介類の図鑑（作・バヌアツの養殖隊員）
●『野菜栽培マニュアル』
15 種類の野菜の栽培マニュアル（作・セネガルの野菜栽培隊員）
●『ため池改修モデル事業』
ため池改修の設計書や積算資料など（作・モザンビークの農業土木隊員）

作者	 トンガの野菜栽培隊員
内容	 ニンジン、レタス、ピーマン、オク

ラの採種方法を解説。任地で野菜
の種の入手が困難であったことか
ら、農家の自家採種を後押しする目
的で作成。

形態	 カラー・20 ページ・英語
構成	 ❶種の保存方法
	 ❷採種に適した株の見分け方
	 ❸採種の方法

『ニンジン・レタス・
ピーマン・オクラの採種』

ボランティア成果品 Pick Up
〜農林水産分野〜

回答者 
さん

●JICA海外協力隊技術顧問
　（担当分野：農業開発）
●東京農業大学名誉教授

＊アルテミア…成体の体長が1センチ程度である小型の甲殻類



田村さん基礎情報

■  PROFILE
1990年生まれ、北海道出身。3歳
で水泳を始め、大学まで選手として
活躍する。大学卒業後、スイミング
スク―ルにコーチとして勤務。2017
年1月、協力隊員としてボリビアに赴
任。19年1月に帰国。

■  活動概要
ボリビア水泳連盟に配属され、主に
以下の活動に従事。
●任地（3市）の水泳クラブにおける

選手への指導やコーチへの技術
伝達、保護者への食事指導

●任地以外の地域における水泳の
講習会の開催

に
つ
な
が
り
、
気
候
の
差
は
人
の
気
質
の
差
に

つ
な
が
っ
て
い
る
よ
う
だ
っ
た
。
最
初
に
赴
任

し
た
コ
チ
ャ
バ
ン
バ
市
の
標
高
は
約
2
6
0
0

メ
ー
ト
ル
で
、
年
の
平
均
気
温
は
二
十
数
度
。

日
本
人
と
比
べ
、
同
市
の
選
手
た
ち
は
根
気
が

な
い
と
感
じ
た
田
村
さ
ん
だ
っ
た
が
、
年
の
平

均
気
温
が
10
度
近
く
高
い
標
高
1
3
0
メ
ー
ト

ル
の
ト
リ
ニ
ダ
市
に
行
く
と
、
選
手
た
ち
の

比
べ
』だ
ろ
う
」と
高
を
括
っ
て
い
た
が
、高
級

ブ
ラ
ン
ド
が
入
っ
た
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
な

ど
、
ボ
リ
ビ
ア
最
大
の
都
市
ラ
パ
ス
よ
り
は
る

か
に
発
展
し
て
い
る
印
象
だ
っ
た
。
イ
グ
ア
ス

に
あ
る
日
系
移
住
地
の
民
宿
に
も
泊
ま
っ
た

が
、日
系
人
で
あ
る
宿
の
主
人
に
よ
る
と
、「
パ

ラ
グ
ア
イ
は
こ
こ
数
年
の
発
展
と
物
価
上
昇
が

著
し
い
」
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
ボ
リ
ビ
ア
と
同

じ
く
、
通
商
上
不
利
な
「
内
陸
国
」
で
あ
り
な

が
ら
、同
国
よ
り
勢
い
が
感
じ
ら
れ
る
こ
と
に
、

「
国
の
発
展
は
、国
民
の
や
る
気
次
第
で
は
な
い

の
か
」と
の
思
い
が
強
く
な
っ
た
。

　

し
か
し
、
そ
の
「
や
る
気
」
こ
そ
が
問
題
だ

っ
た
。
パ
ラ
グ
ア
イ
で
は
、
現
地
の
人
か
ら
こ

ん
な
言
葉
を
聞
い
た
の
だ
。「
ボ
リ
ビ
ア
人
は

怠
け
者
な
の
よ
ね
」

　

こ
の
言
葉
は
、
田
村
さ
ん
の
活
動
方
針
に
影

響
を
与
え
た
。「
怠
け
者
」と
い
う
評
価
が
「
国

民
」
と
い
う
大
き
な
単
位
に
当
て
は
ま
る
特
徴

だ
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
国
の
長
い
歴
史
の
中
で

つ
く
ら
れ
て
き
た
も
の
だ
ろ
う
。
そ
れ
を
、
外

国
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
一
朝
一
夕
に
変
え
る
こ

と
な
ど
で
き
な
い
は
ず

—
—

。
田
村
さ
ん
は
そ

う
考
え
た
一
方
で
、
そ
れ
ま
で
ボ
リ
ビ
ア
人
の

多
様
性
を
見
て
き
た
経
験
か
ら
、「
ボ
リ
ビ
ア

人
の
中
に
も
勤
勉
な
人
は
い
る
」
と
い
う
反
発

も
感
じ
た
。そ
う
し
て
以
後
の
指
導
で
は
、「
多

く
の
選
手
の
上
達
」
と
い
う
「
大
き
な
変
化
」

を
い
た
ず
ら
に
追
い
求
め
る
の
で
は
な
く
、
意

欲
の
高
い
一
部
の
選
手
の
上
達
を
後
押
し
す
る

こ
と
に
も
た
め
ら
わ
ず
に
注
力
す
る
よ
う
に
な

っ
た
の
だ
っ
た
。「
一
部
の
選
手
の
上
達
」
は

「
小
さ
な
変
化
」
に
過
ぎ
な
い
か
も
し
れ
な
い

が
、
そ
う
し
た
変
化
が
時
間
を
か
け
て
積
み
重

な
る
こ
と
で
、「
国
の
水
泳
界
全
体
」の
変
化
に

つ
な
が
っ
て
い
く
可
能
性
も
あ
る
だ
ろ
う
と
考

え
た
か
ら
だ
。

協
会
に
所
属
す
る
コ
ー
チ
と
と
も
に
、
選
手
へ

の
指
導
に
取
り
組
ん
だ
。
3
カ
所
で
の
活
動
の

概
要
は
以
下
の
と
お
り
。

❶
コ
チ
ャ
バ
ン
バ
県
コ
チ
ャ
バ
ン
バ
市　

現
地

語
学
訓
練
を
終
え
て
か
ら
約
半
年
間
、
2
つ
の

水
泳
ク
ラ
ブ
で
ジ
ュ
ニ
ア
部
門
（
12
歳
以
下
）

の
選
手
へ
の
指
導
を
担
当
。

❷
ベ
ニ
県
ト
リ
ニ
ダ
市　

コ
チ
ャ
バ
ン
バ
市
の

て
し
ま
う
の
だ
っ
た
。

「
腰
を
据
え
た
活
動
姿
勢
」に
転
換

　

田
村
さ
ん
が
余
暇
を
利
用
し
、
任
国
外
旅
行

と
し
て
ボ
リ
ビ
ア
の
隣
国
パ
ラ
グ
ア
イ
を
訪
れ

た
の
は
、
タ
リ
ハ
市
で
活
動
を
始
め
て
か
ら
半

年
ほ
ど
経
っ
た
時
期
。
気
温
が
下
が
っ
て
練
習

に
来
る
選
手
が
減
り
、
田
村
さ
ん
の
苛
立
ち
が

募
っ
て
い
た
タ
イ
ミ
ン
グ
だ
っ
た
。
ボ
リ
ビ
ア

国
内
の
多
様
性
を
知
り
、「
ボ
リ
ビ
ア
人
に
つ

い
て
は
あ
る
程
度
理
解
で
き
た
」
と
感
じ
て
い

た
田
村
さ
ん
だ
っ
た
が
、
パ
ラ
グ
ア
イ
旅
行
に

よ
り
、「
ボ
リ
ビ
ア
人
」を
よ
り
客
観
的
に
見
る

視
点
を
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

旅
行
の
日
程
は
4
泊
5
日
。
パ
ラ
グ
ア
イ
に

足
を
踏
み
入
れ
て
最
初
に
驚
い
た
の
は
、
首
都

ア
ス
ン
シ
オ
ン
の
発
展
の
様
子
だ
。
一
人
当
た

り
G
D
P
は
ボ
リ
ビ
ア
と
と
も
に
南
米
の
最
下

位
を
争
う
レ
ベ
ル
で
あ
り
、「『
ド
ン
グ
リ
の
背

国
内
各
地
の
多
様
性

　

田
村
さ
ん
が
配
属
さ
れ
た
の
は
、
ボ
リ
ビ
ア

水
泳
連
盟
。
水
泳
の
普
及
や
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
な

ど
に
取
り
組
む
各
県
の
水
泳
協
会
を
取
り
ま
と

め
る
機
関
だ
。
配
属
先
か
ら
の
要
望
に
よ
り
、

実
際
の
活
動
拠
点
と
な
っ
た
の
は
3
市
。
そ
の

都
度
住
ま
い
を
移
し
な
が
ら
、
そ
の
県
の
水
泳

「
根
気
の
な
さ
」が
コ
チ
ャ
バ
ン
バ
市
の
選
手
た

ち
を
は
る
か
に
上
回
っ
て
い
た
。

　

田
村
さ
ん
は
、
選
手
た
ち
の
こ
う
し
た
気
質

の
違
い
に
応
じ
て
、
指
導
の
方
法
も
変
え
て
い

っ
た
。
コ
チ
ャ
バ
ン
バ
市
で
は
、
一
定
の
短
い

休
憩
を
挟
み
な
が
ら
同
じ
距
離
を
繰
り
返
し
泳

ぐ
「
イ
ン
タ
ー
バ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」を
導
入
。

「
負
荷
」に
よ
っ
て
泳
力
ア
ッ
プ
を
図
る
き
つ
い

練
習
方
法
だ
が
、
選
手
た
ち
は
次
第
に
慣
れ
て

い
き
、
ベ
ス
ト
タ
イ
ム
も
上
が
っ
て
い
っ
た
。

し
か
し
、次
の
ト
リ
ニ
ダ
市
で
は
、途
中
で
投
げ

出
す
選
手
が
続
出
。
代
わ
り
に
、
泳
法
の
技
術

指
導
に
重
き
を
置
く
こ
と
に
し
た
の
だ
っ
た
。

　

タ
リ
ハ
市
に
は
別
の
困
難
が
存
在
し
た
。
平

均
気
温
が
10
度
を
下
回
る
月
が
あ
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
指
導
対
象
の
ク
ラ
ブ
が
練
習
に
使
用

し
て
い
る
プ
ー
ル
が
、
前
2
市
の
ク
ラ
ブ
の
場

合
と
異
な
り
、「
屋
外
プ
ー
ル
」
だ
っ
た
の
だ
。

そ
の
た
め
、寒
い
時
期
に
な
る
と
、練
習
に
来
る

選
手
が
ほ
と
ん
ど
い
な
い
と
い
う
状
態
に
な
っ

次
に
約
半
年
間
、
1
つ
の
水
泳
ク
ラ
ブ
で
ジ
ュ

ニ
ア
部
門
の
選
手
へ
の
指
導
を
担
当
。

❸
タ
リ
ハ
県
タ
リ
ハ
市　

ト
リ
ニ
ダ
市
の
次
に

約
1
年
間
、
4
つ
の
ク
ラ
ブ
の
選
手
を
指
導
。

在
籍
し
て
い
た
の
は
い
ず
れ
の
ク
ラ
ブ
も
13
歳

以
上
の
選
手
の
み
。

　

3
カ
所
は
環
境
が
異
な
っ
て
い
た
。
最
大
の

違
い
は
「
標
高
」
だ
。
標
高
の
差
は
気
候
の
差

 
「
一
部
の
選
手
」
の
ひ
と
り
と
な
っ
た
の
は
、

三
十
代
半
ば
の
選
手
（
以
下
、
A
さ
ん
）。
十
代

に
は
国
内
の
大
会
で
優
勝
す
る
ほ
ど
の
実
力
を

誇
っ
て
い
た
が
、
二
十
歳
前
に
い
っ
た
ん
水
泳

を
辞
め
、
三
十
代
に
な
っ
て
ふ
た
た
び
選
手
と

し
て
水
泳
を
始
め
た
と
い
う
男
性
だ
っ
た
。
彼

は
、
タ
リ
ハ
市
が
寒
い
時
期
も
休
ま
ず
に
練
習

に
来
る
ほ
ぼ
唯
一
の
選
手
だ
っ
た
。

　

以
前
は
、
寒
い
時
期
に
多
く
の
選
手
に
練
習

に
来
さ
せ
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
に
苦
心

し
て
い
た
田
村
さ
ん
だ
っ
た
が
、
パ
ラ
グ
ア
イ

か
ら
帰
国
し
た
後
は
、
A
さ
ん
の
指
導
に
集
中

す
る
よ
う
に
な
る
。
前
の
2
市
で
は
、
田
村
さ

ん
自
身
が
通
常
の
時
計
を
加
工
し
て
イ
ン
タ
ー

バ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
不
可
欠
な
ペ＊

ー
ス
ク
ロ

ッ
ク
を
つ
く
っ
て
い
た
が
、
タ
リ
ハ
市
で
は
そ

の
つ
く
り
方
を
A
さ
ん
に
伝
授
。
彼
は
自
作
の

ペ
ー
ス
ク
ロ
ッ
ク
で
イ
ン
タ
ー
バ
ル
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
を
重
ね
て
い
き
、
十
代
で
出
し
た
自
己
ベ

ス
ト
を
三
十
代
に
し
て
更
新
す
る
に
至
っ
た
。

　

A
さ
ん
は
田
村
さ
ん
の
帰
国
後
も
自
作
の
ペ

ー
ス
ク
ロ
ッ
ク
を
使
い
続
け
て
お
り
、
い
ず
れ

彼
の
影
響
で
イ
ン
タ
ー
バ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が

若
い
世
代
の
選
手
へ
と
受
け
継
が
れ
て
い
く
可

能
性
も
高
く
な
っ
て
い
る
。

隣
国
を
旅
行
し
た
こ
と
で
、派
遣
国
を

よ
り
客
観
的
に
見
る
視
点
を
獲
得

ボ
リ
ビ
ア
で
水
泳
ク
ラ
ブ
の
選
手
た
ち
へ
の
指
導
に
携

わ
っ
た
田
村
さ
ん
。
選
手
た
ち
の
根
気
の
な
さ
に
苛
立
つ

こ
と
も
多
か
っ
た
が
、
任
国
外
旅
行
で
の
経
験
に
よ
り
、

そ
れ
ま
で
と
は
違
っ
た
目
で
選
手
た
ち
を
見
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

活動相手の比較対象を持つ
自分の活動相手をより客観的に見るた
めには、国内のほかの地域、あるいは
隣国などを訪れて、そこの人々と接し、

「比較対象」を獲得することが必要で
しょう。余暇は、そうやって視野を広げ
るチャンスだと思います。

田村さんからの

Message

14ク ロ ス ロ ー ド  2 0 1 9 . 615 ク ロ ス ロ ー ド  2 0 1 9 . 6

任
期
に
限
り
が
あ
る
J
I
C
A
海
外
協
力
隊
。活
動
を
よ
り

充
実
し
た
も
の
と
す
る
た
め
に
は
、週
末
や
長
期
休
暇
な
ど

の
「
余
暇
」を
無
駄
に
し
な
い
姿
勢
も
重
要
だ
ろ
う
。本
特

集
で
は
、余
暇
に
行
っ
た
こ
と
が
、そ
の
後
の
活
動
の
活
性

化
に
つ
な
が
っ
た
事
例
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
。余
暇
の
有
意
義

な
過
ご
し
方
に
つ
い
て
整
理
す
る
。

任期後半に休暇を使ってパラ
グアイを訪問。写真は、滞在し
たイグアス日系移住地から2
時間ほどで行ける「イグアス
の滝」を訪れたときのもの

任期終了の直前にボリビアで開かれたジュニ
ア部門の南米大会でメダルを獲得したタリハ
市の教え子たちと

余
暇
の
過
ご
し
方

OFF

ON 

さんの事例
（ボリビア・水泳・2016年度3次隊）

CASE 1
任国外旅行

特
集
2

＊ ペースクロック…泳ぎや休憩の時間を確認するためにプールサイドに置く時計。泳いでいる人自身が読み取れるよう、文字や秒針が目立つようにしてある。



ON OFF

も
、
毎
月
地
域
を
移
し
な
が
ら
こ
の
タ
イ
プ
の

ウ
ム
ガ
ン
ダ
が
実
施
さ
れ
て
お
り
、
毎
回
2
、

3
0
0
人
の
住
民
が
参
加
し
て
い
た
。

　

井
垣
さ
ん
が
初
め
て
ウ
ム
ガ
ン
ダ
に
参
加
し

た
の
は
、
着
任
の
翌
月
。
郡
庁
主
催
の
も
の
だ
。

ウ
ム
ガ
ン
ダ
に
つ
い
て
は
、
派
遣
前
訓
練
や
赴

任
後
の
研
修
の
際
に
先
輩
隊
員
か
ら
聞
い
て
お

り
、前
述
の
よ
う
な
動
機
の
ほ
か
、ル
ワ
ン
ダ
人

と
と
も
に
汗
を
流
す
こ
と
で
、
彼
ら
と
同
じ
目

線
に
立
っ
て
も
の
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
き

っ
か
け
に
な
る
だ
ろ
う
と
の
期
待
も
あ
り
、
参

加
さ
せ
て
も
ら
う
こ
と
に
し
た
の
だ
っ
た
。

　

当
時
は
ま
だ
住
民
が
話
す
ル
ワ
ン
ダ
語
の
力

が
足
り
ず
、
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
内
容
を
理
解
す

る
の
も
難
し
か
っ
た
。
し
か
し
、
住
民
と
と
も

に
汗
を
流
す
こ
と
自
体
が
爽
快
だ
っ
た
こ
と
か

ら
、井
垣
さ
ん
は
以
後
、郡
庁
主
催
の
ウ
ム
ガ
ン

ダ
に
毎
回
参
加
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

現
地
の
ペ
ー
ス
に
合
わ
せ
た
活
動
に

　

ウ
ム
ガ
ン
ダ
へ
の
参
加
は
、
や
が
て
井
垣
さ

ん
の
活
動
に
財
産
を
も
た
ら
す
よ
う
に
な
る
。

そ
の
ひ
と
つ
は
、
郡
庁
の
他
部
署
の
職
員
と
の

つ
な
が
り
だ
。
ン
ゴ
マ
郡
庁
主
催
の
ウ
ム
ガ
ン

ダ
に
は
、各
部
署
の
職
員
が
持
ち
回
り
で
参
加
。

井
垣
さ
ん
に
と
っ
て
、
郡
庁
内
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
広
げ
る
格
好
の
機
会
で
も
あ
っ
た
。

　

小
学
校
で
の
衛
生
啓
発
の
授
業
を
始
め
る
際

に
、「
郡
庁
の
中
で
誰
と
誰
の
了
承
を
取
り
付

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
」
を
教
え
て
く
れ
た

の
も
、
ウ
ム
ガ
ン
ダ
で
知
り
合
っ
た
他
部
署
の

職
員
だ
っ
た
。
井
垣
さ
ん
が
派
遣
前
訓
練
で
学

ん
だ
言
語
は
フ
ラ
ン
ス
語
。
し
か
し
、
同
僚
と

会
話
が
で
き
る
レ
ベ
ル
で
は
な
か
っ
た
た
め
、

英
語
で
会
話
し
よ
う
と
す
る
が
、
C
P
は
英
語

が
苦
手
で
あ
り
、
当
初
は
活
動
に
つ
い
て
配
属

部
署
の
同
僚
た
ち
に
相
談
を
す
る
の
が
た
め
ら

わ
れ
て
し
ま
っ
た
。
そ
う
し
た
な
か
、
ウ
ム
ガ

ン
ダ
で
知
り
合
っ
た
他
部
署
の
職
員
の
な
か
に

は
英
語
が
話
せ
る
人
も
お
り
、
彼
ら
に
相
談
相

手
に
な
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
た
の
だ
。

　

一
方
、
ウ
ム
ガ
ン
ダ
で
住
民
た
ち
と
触
れ
合

う
経
験
は
、井
垣
さ
ん
の
活
動
の
「
基
本
姿
勢
」

に
影
響
を
与
え
た
。
学
校
で
の
衛
生
啓
発
を
始

め
た
当
初
、
井
垣
さ
ん
は
「
ル
ワ
ン
ダ
人
は
ど

う
し
て
こ
ん
な
に
ル
ー
ズ
な
の
か
」
と
苛
立
つ

こ
と
も
多
か
っ
た
。
事
前
に
日
時
の
約
束
を
し

て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
当
日
に
な
っ
て
受

け
入
れ
先
の
教
員
か
ら
「
忘
れ
て
い
た
。
今
日

は
無
理
だ
」
な
ど
と
言
わ
れ
る
こ
と
も
し
ば
し

ば
だ
っ
た
の
だ
。
し
か
し
、
ウ
ム
ガ
ン
ダ
で
地

域
の
た
め
に
汗
を
流
す
ル
ワ
ン
ダ
人
を
目
に
す

る
と
、「
ル
ワ
ン
ダ
人
に
も
す
ば
ら
し
い
面
は

あ
る
の
だ
」
と
思
い
直
し
、
苛
立
ち
も
収
ま
る
。

そ
ん
な
こ
と
を
繰
り
返
す
う
ち
に
、
や
が
て

主
制
作
劇
の
上
演
な
ど
。

■
井
戸
修
理
の
支
援　

郡
内
の
十
数
カ
所
の
井

戸
に
つ
い
て
故
障
の
有
無
や
使
用
状
況
を
確

認
。
そ
の
後
、
故
障
し
て
い
る
井
戸
の
修
理
を

住
民
や
後
輩
隊
員
ら
と
と
も
に
進
め
て
い
っ

た
。
任
期
の
半
ば
過
ぎ
か
ら
は
こ
の
活
動
が
メ

イ
ン
と
な
っ
た
。

　

カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
（
以
下
、
C
P
）
は
多

忙
で
、
井
垣
さ
ん
は
単
独
で
活
動
を
進
め
ざ
る

を
得
な
い
状
況
だ
っ
た
。
彼
女
か
ら
は
最
初
に

「
自
由
に
動
い
て
か
ま
わ
な
い
」と
言
わ
れ
た
も

の
の
、
地
域
の
衛
生
に
関
す
る
課
題
を
把
握
し

た
り
、
そ
の
解
決
策
を
見
つ
け
た
り
す
る
の
は

容
易
で
な
く
、
す
ぐ
に
は
思
い
描
い
て
い
た
よ

う
な
活
動
が
始
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
う
し
て

日
増
し
に
「
罪
悪
感
」
や
「
疎
外
感
」
が
募
る

な
か
、「
わ
ず
か
で
も
現
地
の
役
に
立
っ
て
い

る
」
と
い
う
安
心
感
を
得
た
い
と
い
う
思
い
で

　

東
部
県
ン
ゴ
マ
郡
の
郡
庁
保
健
課
に
配
属
さ

れ
た
井
垣
さ
ん
。
求
め
ら
れ
て
い
た
役
目
は
、

水
と
衛
生
に
関
す
る
啓
発
や
環
境
改
善
だ
っ

た
。実
際
に
取
り
組
ん
だ
活
動
は
次
の
と
お
り
。

■
小
学
校
で
の
衛
生
啓
発　

着
任
の
約
半
年
後

か
ら
、小
学
校
2
校
を
月
に
1
、2
回
の
ペ
ー
ス

で
回
り
、感
染
症
や
栄
養
、環
境
な
ど
を
テ
ー
マ

と
す
る
衛
生
啓
発
の
授
業
を
行
っ
た
。

■
学
校
の
「
衛
生
ク
ラ
ブ
」
の
支
援　

着
任
し

て
半
年
あ
ま
り
経
っ
た
こ
ろ
か
ら
、
全
寮
制
の

中
・
高
等
学
校
で
環
境
や
衛
生
に
関
す
る
活
動

を
行
う
「
衛
生
ク
ラ
ブ
」
の
活
動
を
支
援
。
ク

ラ
ブ
が
取
り
組
ん
だ
の
は
、
学
校
周
辺
の
美
化

を
目
的
に
し
た
活
動
（
ポ
イ
捨
て
や
ト
イ
レ
の

使
い
方
に
関
す
る
生
徒
へ
の
啓
発
、
ト
イ
レ
の

蓋
の
設
置
、
簡
易
手
洗
い
設
備
の
設
置
な
ど
）

や
、
任
地
の
市
場
を
会
場
に
し
た
衛
生
啓
発
イ

ベ
ン
ト
で
の
「
手
洗
い
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
自

参
加
し
た
の
は
、
住
民
が
行
う
地
域
奉
仕
活
動

だ
。
毎
月
、
最
終
土
曜
日
の
午
前
中
に
ル
ワ
ン

ダ
全
土
で
行
わ
れ
て
い
る
「
ウ
ム
ガ
ン
ダ
」
と

い
う
催
し
で
あ
る
。

　

ウ
ム
ガ
ン
ダ
に
は
2
種
類
あ
る
。ひ
と
つ
は
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
単
位
で
住
民
が
集
ま
っ
て
実
施

す
る
も
の
。
校
舎
の
建
設
や
植
樹
な
ど
、
公
共

設
備
の
設
置
や
管
理
が
メ
イ
ン
だ
。
朝
8
時
ご

ろ
か
ら
2
時
間
ほ
ど
作
業
を
行
っ
た
後
、
参
加

者
に
よ
っ
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
問
題
に
つ
い
て

話
し
合
う
1
時
間
ほ
ど
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
行

わ
れ
る
の
が
通
例
で
あ
る
。

　

も
う
ひ
と
つ
の
ウ
ム
ガ
ン
ダ
は
、
複
数
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
住
民
が
参
加
す
る
規
模
の
大
き

な
も
の
で
、
主
催
は
各
郡
庁
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

単
位
の
も
の
と
異
な
る
点
は
、
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

の
際
に
郡
庁
の
職
員
か
ら
郡
庁
の
事
業
に
関
す

る
報
告
な
ど
が
行
わ
れ
る
点
だ
。
ン
ゴ
マ
郡
で

「
彼
ら
の
ゆ
っ
た
り
と
し
た
ペ
ー
ス
に
合
わ
せ

て
や
っ
て
い
こ
う
」
と
、
ど
っ
し
り
構
え
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
っ
た
。

　

井
垣
さ
ん
が
「
歩
み
寄
り
」
の
姿
勢
を
持
つ

よ
う
に
な
る
と
、
ル
ワ
ン
ダ
人
も
井
垣
さ
ん
に

歩
み
寄
る
よ
う
に
な
る
。
任
期
後
半
、
井
戸
修

理
の
活
動
を
開
始
す
る
と
、案
の
定
、一
緒
に
活

動
す
る
メ
ン
バ
ー
が
約
束
の
集
合
時
間
に
遅
れ

る
こ
と
が
頻
発
。
し
か
し
、
井
垣
さ
ん
は
苛
立

つ
こ
と
な
く
、別
の
活
動
の
準
備
を
し
た
り
、近

く
に
い
る
お
母
さ
ん
た
ち
と
世
間
話
を
し
た

り
、子
ど
も
た
ち
と
遊
ん
だ
り
し
て
、メ
ン
バ
ー

が
来
る
の
を
待
っ
た
。
そ
し
て
、
彼
ら
が
到
着

す
る
と
「
来
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
」
と
声
を

か
け
た
。
そ
う
し
た
対
応
を
し
ば
ら
く
続
け
た

後
、
少
し
ず
つ
「『
9
時
に
集
合
』
と
い
う
話
で

は
な
か
っ
た
か
な
？
」
な
ど
と
、
遅
刻
を
や
わ

ら
か
く
指
摘
す
る
よ
う
に
な
る
。
す
る
と
、
メ

ン
バ
ー
が
集
ま
る
時
間
が
少
し
ず
つ
早
ま
っ
て

い
く
。
そ
う
し
て
任
期
の
終
了
間
際
に
は
、
井

戸
修
理
の
際
、
必
要
な
道
具
を
そ
ろ
え
た
う
え

で
約
束
の
時
間
の
10
分
後
に
は
メ
ン
バ
ー
全
員

が
集
合
し
、
す
ぐ
に
作
業
が
開
始
で
き
る
ま
で

に
変
化
。「
彼
ら
だ
け
で
井
戸
の
管
理
を
続
け

て
い
け
る
」
と
期
待
を
持
っ
た
う
え
で
、
帰
国

の
途
に
つ
く
こ
と
が
で
き
た
の
だ
っ
た
。

井垣さん基礎情報

■  PROFILE
1990年生まれ、兵庫県出身。大学
卒業後、中小企業のメーカーに勤務。
退職し、カナダでのワーキングホリデー
を経験した後、長崎大学大学院の熱
帯医学・グローバルヘルス研究科に
進学。大学院を休学し、2017年1月、
協力隊員としてルワンダに赴任。19
年1月に帰国。

■  活動概要
東部県ンゴマ郡の郡庁に配属され、
主に以下の活動に従事。
●学校での衛生啓発
●井戸管理の支援
●同僚が行う地域の衛生チェックへ

の同行

1 サツマイモ畑をつくるためにウムガンダで原野を開墾する様子
2 ウムガンダで作業後に行われる参加者のミーティング。手前に立っているのは郡長
3 井垣さんは毎週末、リフレッシュのために任地でジョギングを行っていたことから、首

都キガリで行われたマラソン大会にも参加した

1  2  住民による井戸修理の様子。ンゴマ郡ではアフリディブという種類の手押し
ポンプが付いた深井戸が一般的だった。2は給水立上り管を取り出す作業

3  井垣さんが支援した中・高等学校の衛生クラブが設置した簡易手洗い設備

1

2

3 23

1

さんの事例
（ルワンダ・公衆衛生・

2016年度3次隊）

CASE 2
同僚との交流

余暇の
過ごし方

特集 2

休
日
の
地
域
活
動
に
参
加
し
、

現
地
の
人
々
へ
の
感
情
が
変
化

郡
役
所
に
配
属
さ
れ
、
水
と
衛
生
に
関
す
る
啓
発
や
環

境
改
善
に
取
り
組
ん
だ
井
垣
さ
ん
。
毎
月
1
回
、
休
日

に
行
わ
れ
る
住
民
の
地
域
活
動
に
参
加
し
た
こ
と
で
、

活
動
に
有
益
な
情
報
な
ど
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

ルーチンワークで自己管理
私は毎週末のルーチンワークにジョギ
ングを取り入 れ た ので すが、余 暇 に
ルーチンワークを設けるのは効果的で
した。運動によってリフレッシュされ、

「日々の活動のエネルギー」を蓄えられ
ている気がしたからです。

井垣さんからの

Message
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ON OFF

5
コ
ー
ス
を
、1
日
1
コ
ー
ス
ず
つ
走
る
も
の
。

前
日
の
ゴ
ー
ル
地
点
が
翌
日
の
ス
タ
ー
ト
地
点

に
な
る
が
、そ
れ
ら
中
継
地
点
に
は
、ラ
イ
ダ
ー

や
運
営
ス
タ
ッ
フ
が
寝
泊
ま
り
で
き
る
キ
ャ
ン

プ
が
設
営
さ
れ
る
。
そ
こ
で
出
さ
れ
る
食
事
を

キ
ャ
ン
プ
内
の
厨
房
で
つ
く
る
の
が
、
佐
藤
さ

ん
が
そ
の
一
員
と
な
っ
た
「
料
理
班
」
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
た
ち
だ
。

　

参
加
の
き
っ
か
け
は
、
料
理
班
の
リ
ー
ダ
ー

か
ら
の
誘
い
。
東
テ
ィ
モ
ー
ル
で
小
さ
な
レ
ス

ト
ラ
ン
を
経
営
す
る
男
性
（
以
下
、
A
さ
ん
）

で
、佐
藤
さ
ん
の
以
前
か
ら
の
友
人
だ
っ
た
。

　

配
属
先
に
休
暇
を
も
ら
い
、
初
日
の
ス
タ
ー

ト
地
点
に
設
け
ら
れ
た
キ
ャ
ン
プ
に
入
っ
た
の

は
、
ス
タ
ー
ト
の
3
日
前
。
集
ま
っ
た
料
理
班

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
約
20
人
で
、
大
半
は
A
さ

ん
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
て
い
る

学
生
や
そ
の
友
人
た
ち
だ
っ
た
。
A
さ
ん
以
外

に
料
理
の
た
し
な
み
が
あ
る
人
は
い
な
か
っ
た

た
め
、
佐
藤
さ
ん
は
A
さ
ん
と
と
も
に
メ
ニ
ュ

ー
の
考
案
や
味
付
け
を
担
当
。「
皮
を
剥
く
」「
切

る
」「
炒
め
る
」
な
ど
料
理
の
個
々
の
作
業
は
、

ほ
か
の
メ
ン
バ
ー
た
ち
に
割
り
振
っ
た
。

　

食
材
は
運
営
ス
タ
ッ
フ
に
よ
り
キ
ャ
ン
プ
に

持
ち
込
ま
れ
て
お
り
、
メ
ニ
ュ
ー
は
そ
れ
を
見

て
決
定
。サ
ラ
ダ
や
炒
め
物
、和
え
物
な
ど
、毎

日
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
む
よ
う
努
め
た
。「
レ
ー

ス
」
に
ラ
イ
ダ
ー
と
し
て
参
加
す
る
先
輩
隊
員

か
ら
、「
レ
ー
ス
期
間
中
、ラ
イ
ダ
ー
は
量
を
と

り
た
い
」
と
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
て
い
た
こ

と
か
ら
、
佐
藤
さ
ん
は
味
付
け
を
薄
味
に
す
る

な
ど
の
工
夫
も
し
た
。

「
料
理
へ
の
興
味
」を
引
き
出
す
授
業

 

「
レ
ー
ス
」
に
は
思
わ
ぬ
収
穫
が
あ
っ
た
。
同

僚
た
ち
の
佐
藤
さ
ん
を
見
る
目
が
変
わ
っ
た
の

だ
。
料
理
班
の
様
子
に
つ
い
て
は
、「
レ
ー
ス
」

の
期
間
中
か
ら
A
さ
ん
が
S
N
S
で
発
信
。
そ

の
な
か
で
、
佐
藤
さ
ん
が
写
っ
て
い
る
写
真
と

と
も
に
「
日
本
人
の
シ
ェ
フ
が
い
る
ん
だ

ぞ
！
」
と
も
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
た
。
そ
れ
が
同

僚
た
ち
の
目
に
と
ま
っ
た
の
だ
。
着
任
以
来
、

配
属
先
で
料
理
の
腕
前
を
披
露
す
る
チ
ャ
ン
ス

が
な
く
、「
存
在
感
」が
薄
い
ま
ま
に
な
っ
て
い

た
な
か
、
よ
う
や
く
「『
技
』
を
持
っ
て
い
る
人

物
な
の
だ
」
と
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
た

の
だ
っ
た
。同
僚
に
は
、「
調
理
実
習
を
楽
し
み

に
し
て
い
る
」と
声
を
か
け
て
も
ら
え
た
。

 「
レ
ー
ス
」の
も
う
ひ
と
つ
の
収
穫
は
、料
理
に

興
味
を
持
つ
若
者
の
存
在
を
知
っ
た
こ
と
だ
。

料
理
班
の
メ
ン
バ
ー
の
な
か
に
は
、
手
が
空
い

た
と
き
に
「
野
菜
の
切
り
方
を
教
え
て
ほ
し

い
」
と
佐
藤
さ
ん
に
お
願
い
し
て
く
る
人
も
い

た
。「
レ
ー
ス
」
の
後
、
佐
藤
さ
ん
は
休
日
に
A

い
、
同
コ
ー
ス
は
新
入
生
を
受
け
入
れ
る
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
ん
な
な
か
、
佐
藤
さ
ん

の
活
動
は
次
の
よ
う
に
推
移
し
た
。

【
2
0
1
7
年
度
】

❶
第
1
学
期　
「
調
理
」の
授
業
が
な
い
学
期
だ

っ
た
た
め
、
当
初
は
同
僚
が
行
う
授
業
を
サ
ポ

ー
ト
。
後
に
、
レ
ス
ト
ラ
ン
サ
ー
ビ
ス
で
必
要

な
英
語
を
教
え
る
授
業
を
担
当
す
る
よ
う
に
な

っ
た
。
こ
の
英
会
話
の
授
業
は
、「
接
客
」
の
授

業
で
「
生
徒
た
ち
に
客
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
と
る
と
い
う
意
識
が
足
り
な
い
」
と
感
じ

た
た
め
、
そ
れ
を
同
僚
教
員
に
指
摘
し
た
と
こ

ろ
、立
ち
上
げ
を
依
頼
さ
れ
た
授
業
だ
っ
た
。

❷
第
2
学
期　

急
遽
、
ホ
テ
ル
な
ど
で
実
務
経

験
を
積
む
「
学
外
実
習
」
が
学
期
の
初
め
か
ら

実
施
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
配
属
先
で
の
授
業

は
18
年
の
2
〜
3
月
の
み
と
な
っ
て
し
ま
っ

た
。
こ
の
2
カ
月
間
に
、
佐
藤
さ
ん
は
調
理
実

　

国
立
の
職
業
訓
練
施
設
に
派
遣
さ
れ
た
佐
藤

さ
ん
。
配
属
部
署
は
、
ホ
テ
ル
や
レ
ス
ト
ラ
ン

で
働
く
た
め
に
必
要
な
技
術
を
教
え
る
「
ホ
ス

ピ
タ
リ
テ
ィ
・
コ
ー
ス
」
だ
。
1
年
制
の
コ
ー

ス
で
、
4
〜
9
月
の
第
1
学
期
に
ベ
ッ
ド
メ
ー

キ
ン
グ
や
テ
ー
ブ
ル
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
、
接
客
な

ど
を
学
び
、
10
〜
3
月
の
第
2
学
期
に
調
理
を

学
ぶ
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
な
っ
て
い
た
。
配
置
さ
れ

て
い
た
2
人
の
教
員
は
い
ず
れ
も
調
理
の
専
門

性
が
な
く
、第
2
学
期
の
授
業
は
従
来
、食
品
衛

生
な
ど
に
関
す
る
座
学
の
授
業
ば
か
り
に
な
っ

て
い
た
。
そ
う
し
た
な
か
で
佐
藤
さ
ん
に
求
め

ら
れ
て
い
た
の
は
、
第
2
学
期
に
調
理
実
習
の

授
業
を
行
う
こ
と
だ
っ
た
。

　

佐
藤
さ
ん
の
着
任
の
2
カ
月
後
に
始
ま
っ
た

2
0
1
7
年
度
は
、
18
人
の
生
徒
が
ホ
ス
ピ
タ

リ
テ
ィ
・
コ
ー
ス
に
入
学
。
と
こ
ろ
が
、
翌
18

年
度
は
政
府
の
予
算
執
行
が
停
止
し
て
し
ま

習
の
授
業
を
担
当
し
た
。

【
2
0
1
8
年
度
】

　

新
入
生
が
い
な
か
っ
た
た
め
、
佐
藤
さ
ん
は

配
属
先
の
食
堂
の
改
善
を
支
援
。
た
と
え
ば
、

料
理
の
種
類
が
少
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
メ
ニ

ュ
ー
を
毎
日
変
え
る
半
月
単
位
の
献
立
計
画
の

導
入
を
促
す
な
ど
し
た
。

レ
ー
ス
の
料
理
班
の
仕
切
り
役
に

　

予
定
し
て
い
た
調
理
の
授
業
が
学
外
実
習
の

た
め
に
で
き
な
く
な
り
、
途
方
に
く
れ
て
い
た

時
期
、
配
属
先
外
の
イ
ベ
ン
ト
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
参
加
す
る
チ
ャ
ン
ス
が
訪
れ
た
。
東

テ
ィ
モ
ー
ル
で
年
に
1
度
開
催
さ
れ
て
い
る
マ

ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
の
国
際
レ
ー
ス
「
ツ
ー
ル
・

ド
・
テ
ィ
モ
ー
ル
」（
以
下
、「
レ
ー
ス
」）だ
。

 「
レ
ー
ス
」は
、計
4
0
0
キ
ロ
あ
ま
り
に
な
る

さ
ん
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
料
理
の
手
伝
い
を
す
る

こ
と
も
あ
っ
た
が
、
そ
こ
で
ア
ル
バ
イ
ト
を
し

て
い
た
の
は
、
前
述
の
と
お
り
料
理
班
の
メ
ン

バ
ー
た
ち
。
な
か
に
は
、
佐
藤
さ
ん
が
料
理
を

す
る
の
を
横
目
で
見
な
が
ら
、
技
を
盗
も
う
と

す
る
逸
材
も
い
た
。
レ
シ
ピ
を
教
え
た
わ
け
で

も
な
い
の
に
、
佐
藤
さ
ん
が
つ
く
っ
た
「
揚
げ

出
し
豆
腐
」を
自
宅
で
つ
く
り
、「
お
母
さ
ん
に

『
お
い
し
い
』と
喜
ん
で
も
ら
え
た
」
と
報
告
し

て
く
れ
た
男
子
学
生
な
ど
が
、そ
の
筆
頭
だ
。

　

そ
う
し
た
若
者
を
見
て
い
た
だ
け
に
、
配
属

先
で
調
理
実
習
の
授
業
を
始
め
た
際
の
落
胆
は

大
き
か
っ
た
。
料
理
に
興
味
の
あ
る
生
徒
が
ほ

と
ん
ど
い
な
か
っ
た
の
だ
。
興
味
が
あ
り
さ
え

す
れ
ば
、
技
術
は
い
く
ら
で
も
自
分
で
身
に
付

け
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ
で
佐
藤
さ
ん

は
、「
料
理
す
る
こ
と
の
楽
し
さ
」を
生
徒
に
伝

え
る
こ
と
を
第
一
に
考
え
て
授
業
を
す
る
よ
う

に
し
た
。
た
と
え
ば
、「
ト
マ
ト
」
に
つ
い
て
知

っ
て
も
ら
う
授
業
。
ト
マ
ト
は
、
火
が
入
れ
ば

入
る
ほ
ど
、
味
が
濃
く
な
っ
て
い
く
。
そ
れ
を

実
感
し
て
も
ら
う
た
め
、
ト
マ
ト
を
煮
込
み
な

が
ら
、
生
徒
た
ち
に
5
分
ご
と
に
味
見
さ
せ
る

と
い
う
授
業
を
行
っ
た
。
そ
う
し
た
「
理
科
実

験
」
の
よ
う
な
授
業
で
は
、
生
徒
た
ち
の
目
も

輝
く
の
だ
っ
た
。

佐藤さん基礎情報

■  PROFILE
1984年生まれ、東京都出身。大学
卒業後、服部栄養専門学校に通っ
て調理師免許を取得。病院で治療
食の調理に携わった後、2017年1
月、協力隊員として東ティモールに赴
任。19年1月に帰国。

■  活動概要
国立職業訓練・雇用センター（リキサ
県）に配属され、主に以下の活動に
従事。
●英会話授業の実施
●調理実習の授業の実施
●配属先の食堂の改善支援

1 〜4 いずれも、佐藤さんが前年に引き続き料理班に加わった2018年のツール・ド・
ティモールの写真。1は中継地点に設営されたキャンプの食堂。ライダーのほ
か、運営スタッフもここで食事をとる。2はケータリング用につくったハンバー
ガーをスタート前に取りに来たライダー。3は、キャンプの厨房で佐藤さんが教
えたリンゴの飾り切りに挑戦する料理班のメンバー。4は料理班の仕切り役
を務めた3人。左からAさん、Aさんの友人のポルトガル人シェフ、佐藤さん

1  調理実習の授業でオレンジの飾り切りを教える佐藤さん
2  調理実習でつくった「ナスと豚のショウガ和え」。生徒たちはナスを蒸す作業を

煩わしがったため、「茹でる」に替えて指導した
3  配属先の食堂。調理実習はここの厨房を使って行った

1

2

3

2

4 3

1

さんの事例
（東ティモール・料理・

2016年度3次隊）

CASE 3
プラスαの活動

国
際
自
転
車
レ
ー
ス
の
料
理
班
で

配
属
先
外
の「
料
理
好
き
」と
遭
遇

職
業
訓
練
施
設
で
調
理
実
習
の
授
業
な
ど
を
担
当
し
た

佐
藤
さ
ん
。
生
徒
た
ち
が
学
外
実
習
で
不
在
と
な
っ
た

期
間
に
、
国
際
自
転
車
レ
ー
ス
で
ラ
イ
ダ
ー
た
ち
の
料

理
を
つ
く
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
。
そ
こ
で
料
理
好

き
の
若
者
た
ち
と
出
会
う
こ
と
が
で
き
た
。

配属先外の出会いは財産
配属先で出会えるのは、派遣国の中の
ごく一部の人たちです。配属先外で多く
の人と出会い、その国の人材の多様性
を理解することは、配属先での活動をよ
り良いものにするうえでも不可欠では
ないかと思います。

佐藤さんからの
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ON OFF

跳
び
」
な
ど
、
日
本
で
行
わ
れ
て
い
る
の
と
同

じ
も
の
を
選
択
し
た
。

休
暇
を
利
用
し
た
体
育
部
会
の
活
動

　

ブ
ー
タ
ン
で
は
、
全
隊
員
が
参
加
す
る

J
I
C
A
ブ
ー
タ
ン
事
務
所
主
催
の
隊
員
総
会

が
、
年
2
回
、
6
月
と
12
月
に
開
催
さ
れ
て
い

た
。
隊
員
た
ち
は
、
こ
れ
に
参
加
す
る
た
め
に

配
属
先
か
ら
休
暇
を
も
ら
う
。
小
里
さ
ん
が
派

遣
さ
れ
て
い
た
当
時
、
国
内
各
地
で
活
動
す
る

体
育
隊
員
た
ち
で
「
体
育
部
会
」
が
結
成
さ
れ

て
い
た
が
、部
会
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
は
、総
会
で

メ
ン
バ
ー
が
首
都
に
集
ま
っ
た
チ
ャ
ン
ス
を
利

用
し
て
開
か
れ
て
い
た
。

　

小
里
さ
ん
が
初
め
て
部
会
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

に
参
加
し
た
の
は
、
赴
任
し
て
半
年
ほ
ど
経
っ

た
2
0
1
7
年
6
月
だ
っ
た
。
部
会
と
し
て
の

活
動
の
年
間
目
標
、
運
動
会
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
の
開
催
な
ど
具
体
的
な
活
動
内
容
の
計
画
な

ど
が
話
し
合
わ
れ
た
が
、そ
の
際
、「
体
育
授
業

を
広
く
国
内
に
普
及
さ
せ
る
た
め
に
は
、
部
会

と
し
て
ブ
ー
タ
ン
政
府
と
協
働
す
る
こ
と
が
必

要
だ
ろ
う
」
と
メ
ン
バ
ー
の
意
見
が
一
致
。
す

る
と
、
す
ぐ
さ
ま
J
I
C
A
ブ
ー
タ
ン
事
務
所

が
間
を
取
り
持
ち
、翌
7
月
に
は
、保
健
体
育
を

所
管
す
る
中
央
省
庁
の
担
当
者
と
部
会
メ
ン
バ

ー
に
よ
る
会
合
が
首
都
で
実
現
し
た
。
7
月
は

学
校
が
長
期
休
暇
と
な
り
、
部
会
メ
ン
バ
ー
の

自
由
が
利
く
月
だ
っ
た
。

　

こ
の
会
合
に
ブ
ー
タ
ン
政
府
か
ら
出
席
し
た

の
は
、
教
育
省
や
そ
の
外
局
で
あ
る
青
年
ス
ポ

ー
ツ
局
（
以
下
、関
係
省
庁
）の
担
当
者
。ブ
ー

タ
ン
の
保
健
体
育
の
現
状
や
、
保
健
体
育
に
関

し
て
協
力
隊
員
に
期
待
す
る
役
割
な
ど
を
話
し

て
も
ら
っ
た
。部
会
は
こ
の
会
合
を
皮
切
り
に
、

以
下
の
よ
う
に
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
関
係
省
庁
と

連
携
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

■
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
改
訂　

関
係
省
庁
と
の
会

合
で
、
担
当
者
か
ら
「
ブ
ー
タ
ン
に
は
保
健
体

育
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
あ
る
が
、
実
際
に
は
活

用
さ
れ
て
い
な
い
」
と
い
う
話
が
出
た
。
部
会

メ
ン
バ
ー
も
、
そ
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
踏
ま
え

ず
に
そ
れ
ぞ
れ
の
配
属
校
で
日
本
式
の
体
育
授

業
を
実
践
し
て
い
た
が
、
以
後
は
そ
の
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
に
則
っ
て
授
業
を
進
め
、
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
の
問
題
が
見
つ
か
っ
た
ら
、
そ
れ
を
関
係
省

庁
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
て
い
く
と
い
う
方
針

に
な
っ
た
。

■
研
修
へ
の
協
力　

関
係
省
庁
は
保
健
体
育
の

充
実
化
を
図
る
た
め
の
施
策
と
し
て
、
各
校
に

授
業
が
で
き
る
教
員
が
少
な
く
と
も
ひ
と
り
は

い
る
状
態
を
実
現
す
べ
く
、
他
教
科
の
教
員
を

対
象
と
す
る
保
健
体
育
の
研
修
を
各
地
で
開
催

し
始
め
て
い
た
。
そ
の
研
修
に
部
会
メ
ン
バ
ー

ず
、球
技
な
ど
を
行
う
「
ゲ
ー
ム
＆
ス
ポ
ー
ツ
」

と
呼
ば
れ
る
授
業
を
担
当
す
る
た
め
に
配
置
さ

れ
て
い
る
ス
タ
ッ
フ
だ
。
一
方
、
配
属
校
は
道

具
や
設
備
の
面
で
も
体
育
授
業
の
環
境
が
整
っ

て
お
ら
ず
、あ
っ
た
の
は
ク
リ
ケ
ッ
ト
の
道
具
、

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
ネ
ッ
ト
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
、
サ
ッ
カ
ー
の
ゴ
ー
ル
く
ら
い
。
そ
う
し
た

状
況
の
な
か
、
小
里
さ
ん
は
主
に
以
下
の
よ
う

な
活
動
に
取
り
組
ん
だ
。

■
体
育
授
業
の
実
施　

S
S
I
と
の
チ
ー
ム
テ

ィ
ー
チ
ン
グ
で
体
育
授
業
を
実
施
。
授
業
を
と

お
し
て
、「
ケ
ン
ケ
ン
パ
」
や
「
大
縄
跳
び
」
な

ど
、
手
に
入
る
道
具
で
実
践
が
可
能
な
体
育
授

業
の
方
法
を
S
S
I
に
伝
え
た
。

■
運
動
会
の
実
施　

任
期
の
2
年
目
に
、
隣
県

の
学
校
と
配
属
校
で
1
回
ず
つ
、
運
動
会
を
実

施
し
た
。
前
者
は
、
同
校
の
校
長
か
ら
依
頼
を

受
け
、
プ
ラ
ス
ア
ル
フ
ァ
の
活
動
と
し
て
関
与

専
門
性
の
な
い
同
僚
と
の
共
同
授
業

　

小
里
さ
ん
が
配
属
さ
れ
た
ゴ
ン
ト
ゥ
ン
小
中

学
校
は
、
幼
稚
園
の
年
長
に
当
た
る
学
年
か
ら

高
校
1
年
生
に
あ
た
る
学
年
ま
で
の
11
学
年
が

あ
る
学
校
。
児
童
・
生
徒
が
約
4
5
0
人
と
い

う
規
模
だ
っ
た
。
求
め
ら
れ
て
い
た
役
目
は
、

保
健
体
育
の
質
を
高
め
る
た
め
の
支
援
だ
。

　

ブ
ー
タ
ン
の
初
等
・
中
等
教
育
で
は
教
科
担

任
制
が
と
ら
れ
て
い
る
。
保
健
体
育
は
正
規
教

科
と
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
そ
の
専
門
性
を
持

つ
教
員
が
ま
だ
ほ
と
ん
ど
お
ら
ず
、
各
校
で
は

他
教
科
を
専
門
と
す
る
教
員
が
担
当
せ
ざ
る
を

得
な
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。
小
里
さ
ん
の
配

属
校
も
同
様
で
、
保
健
体
育
の
授
業
を
担
当
し

て
い
た
の
は
、
ス
ク
ー
ル
・
ス
ポ
ー
ツ
・
イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
（
S
S
I
）
と
呼
ば
れ
る
立
場

の
女
性
だ
っ
た
。
S
S
I
は
教
員
免
許
を
持
た

す
る
こ
と
に
な
っ
た
学
校
。
運
動
会
の
種
目
に

は
、「
玉
入
れ
」
や
「
台
風
の
目
」、「
綱
引
き
」

な
ど
、
み
ん
な
で
協
力
し
て
取
り
組
め
る
も
の

を
中
心
に
選
ん
だ
。
い
ず
れ
の
学
校
で
も
、
開

催
前
に
は
運
動
会
の
種
目
の
練
習
を
す
る
体
育

授
業
を
数
回
に
わ
た
っ
て
実
施
し
た
。

■
教
員
を
対
象
と
し
た
保
健
体
育
に
関
す
る
講

習
の
実
施　

他
教
科
の
教
員
が
い
ず
れ
保
健
体

育
を
担
当
す
る
可
能
性
も
高
い
こ
と
か
ら
、
配

属
校
の
全
教
員
を
対
象
に
、
日
本
の
保
健
体
育

の
概
要
を
伝
え
る
講
習
を
実
施
し
た
。

■
体
力
測
定
の
実
施　

児
童
・
生
徒
の
体
力
向

上
を
促
す
と
い
う
保
健
体
育
の
目
的
を
達
成
す

る
た
め
に
は
「
体
力
測
定
」が
欠
か
せ
な
い
が
、

配
属
校
で
は
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
。そ
こ
で
、

任
期
の
1
年
目
と
2
年
目
に
1
回
ず
つ
実
施

し
、
S
S
I
に
や
り
方
を
知
っ
て
も
ら
っ
た
。

測
定
し
た
項
目
は
、「
短
距
離
走
」や
「
反
復
横

が
講
師
と
し
て
招
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

■
運
動
会
の
視
察　

関
係
省
庁
と
の
会
合
で
、

担
当
者
か
ら
「
体
育
授
業
の
普
及
に
向
け
、
最

低
で
も
年
に
計
3
回
は
国
内
の
ど
こ
か
で
運
動

会
が
開
催
さ
れ
る
よ
う
に
し
た
い
」
と
の
発
言

が
あ
っ
た
。
そ
れ
を
受
け
、
部
会
メ
ン
バ
ー
は

そ
れ
ぞ
れ
の
配
属
校
で
の
開
催
に
努
め
る
よ
う

に
な
り
、実
際
に
開
催
す
る
際
は
、関
係
省
庁
の

職
員
が
足
を
運
ん
で
く
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

小
里
さ
ん
が
実
施
し
た
と
き
も
し
か
り
。
小
里

さ
ん
は
近
隣
の
学
校
の
校
長
や
県
知
事
も
運
動

会
に
招
い
た
が
、
彼
ら
に
運
動
会
の
重
要
性
を

感
じ
て
も
ら
う
う
え
で
も
、
関
係
省
庁
の
職
員

の
出
席
は
効
果
が
あ
っ
た
よ
う
だ
っ
た
。

■
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催　

小
里
さ
ん
の
任
期

終
盤
に
開
催
さ
れ
た
隊
員
総
会
の
タ
イ
ミ
ン
グ

に
、
関
係
省
庁
の
職
員
を
相
手
に
部
会
メ
ン
バ

ー
が
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
を
発
表
す
る
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
が
開
か
れ
た
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
小
里
さ
ん
の
任
期
中
に
に

わ
か
に
生
ま
れ
、
強
ま
っ
た
体
育
隊
員
と
関
係

省
庁
と
の
協
働
関
係
。
そ
れ
ぞ
れ
の
隊
員
は
2

年
で
帰
国
す
る
が
、
部
会
が
あ
る
限
り
こ
の
関

係
は
消
え
る
こ
と
が
な
い
た
め
、
ブ
ー
タ
ン
に

お
け
る
保
健
体
育
の
充
実
化
を
今
後
も
後
押
し

す
る
も
の
と
期
待
さ
れ
る
。

小里さん基礎情報

■  PROFILE
1993年生まれ、大阪府出身。大学
で保 健 体 育 科 教 育を学んだ後 、
2017年1月、協力隊員としてブータ
ンに赴任。19年1月に帰国。

■  活動概要
ゴントゥン小中学校（タシガン県）に配
属され、主に以下の活動に従事。
●体育授業の実施
●運動会の企画・運営
●現地教員を対象とした保健体育の

講習の実施
●体力測定の実施

1 2 3 小里さんの任期終盤、体育部会の活動として保健体育に関するシンポジウム
を教育大学で開催。関係省庁の職員を相手に、部会メンバーがそれぞれの活
動について発表した。1 は挨拶をするブータン教育省の職員。2は発表を行
う小里さん。3は小里さんのプレゼンテーション資料のページ例。小里さんは
「体力測定」と「運動会」の実践について発表した

1  配属校で運動会を開催した際の集合写真
2  3  体育授業を行う小里さん

1

23

2

3

1

さんの事例
（ブータン・体育・2016年度3次隊）

CASE 4
他隊員
との協働

余暇の
過ごし方

特集 2

休
暇
中
の
会
合
か
ら
生
ま
れ
た

体
育
隊
員
と
中
央
省
庁
の
連
携

小
中
学
校
に
配
属
さ
れ
、
保
健
体
育
の
質
向
上
の
支
援

に
取
り
組
ん
だ
小
里
さ
ん
。
体
育
隊
員
た
ち
で
学
期
間

の
長
期
休
暇
に
中
央
省
庁
と
の
会
合
を
持
っ
た
と
こ

ろ
、
そ
こ
か
ら
同
国
の
保
健
体
育
の
充
実
化
に
向
け
た

連
携
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

休暇は部会活動のチャンス
学校で活動する隊員の場合、学期間の
長期休暇をいかに有意義に過ごすか
は、重要な課題です。同職種の隊員なら
ば、配属先の休暇の時期が同じことも
多いため、それを部会活動に充てると
いうのも、選択のひとつだと思います。

小里さんからの

Message

20ク ロ ス ロ ー ド  2 0 1 9 . 621 ク ロ ス ロ ー ド  2 0 1 9 . 6



子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
な
る
と
思
っ
た
行
動
が

彼
女
た
ち
の
心
身
を
傷
つ
け
て
し
ま
っ
た

 

文
＝

さ
ん（
旧
姓
：
橋は
し

本も
と

／
タ
イ
・
青
少
年
活
動
・
2
0
1
6
年
度
1
次
隊
）
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私
が
活
動
し
て
い
た
、
人＊

身
取
引
被
害
者
保

護
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
在
籍
す
る
子
ど
も
た
ち

は
、寮
で
生
活
を
し
、平
日
の
日
中
は
職
業
訓
練

な
ど
を
行
う
施
設
で
過
ご
し
ま
す
。
週
末
は
寮

で
1
日
を
過
ご
さ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
暇
を
持

て
余
し
て
お
り
、
さ
ら
に
急
に
1
0
0
人
ほ
ど

の
女
子
と
衣
食
住
を
共
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
た
め
、
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
て
い
る
子
ど
も
た

ち
が
数
多
く
い
ま
し
た
。

　

活
動
中
期
、
子
ど
も
た
ち
が
寮
で
も
有
意
義

な
時
間
を
過
ご
せ
る
よ
う
に
、
平
日
の
活
動
を

企
画
し
ま
し
た
。
好
き
な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
ポ

ー
チ
・
筆
箱
の
編
み
方
や
、
家
族
へ
手
紙
を
書

く
子
ど
も
の
た
め
に
ポ
ッ
プ
ア
ッ
プ
カ
ー
ド
・

折
り
紙
な
ど
、
す
ぐ
に
子
ど
も
た
ち
が
使
え
て

喜
ぶ
物
を
活
動
に
取
り
入
れ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
れ
ら
の
活
動
の
ひ
と
つ
に
、
キ
ャ
ラ
ク
タ

ー
の
塗
り
絵
や
絵
を
描
く
と
い
う
も
の
が
あ

り
、「
週
末
も
寮
で
絵
を
描
い
た
り
、
家
族
に
手

紙
を
書
い
た
り
す
る
と
き
に
色
を
使
い
た
い
」

と
い
う
子
ど
も
た
ち
が
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
私

は
、
外
出
も
持
ち
物
も
制
限
さ
れ
て
い
る
子
ど

も
た
ち
の
た
め
に
、「
色
鉛
筆
を
貸
し
て
、
子
ど

も
た
ち
が
充
実
し
た
週
末
を
過
ご
せ
る
な
ら
」

と
思
い
、
金
曜
日
の
夕
方
に
色
鉛
筆
の
セ
ッ
ト

を
貸
し
ま
し
た
。

　施設での更生教育は集団性と個別性が混在し、しばしばさ
まざまなトラブルが同時に発生します。施設の職員やそこで活
動する隊員はひとつのことに専念して対応するのが困難とな
り、職員の即断と強行が優先され、子どもたちの視点が見過ご
されがちです。そのため、こちらからの指示に対して子どもたち
はかなり強い口調で「なんで？」と言い、拒否・抵抗することも
多かったです。子どもたちが新しい社会性を身につける前提条
件として、まずは時間をかけて彼（女）らの視点や疑問と向き合
うことが大切で、そこに精力を注ぐ必要があったと考えます。

　私は、子どもと向き合うということは、その子たちの歩んでき
た道のりを知り、今どんな気持ちで過ごしているのか耳を傾け、
これからどんな道を歩んでいきたいと願っているのかを想像す
ることだと考えています。そして、自分自身の感情を自覚し、過
度な感情移入をしないで、多角的に子どもたちの周りにある事
象を捉えることが重要だと思います。現地で新しい活動を始
めるとき、「始める時期は適切か」「誰のための活動か」「誰
が必要とする活動か」を考えることができれば、個別化したア
プローチにより、望ましい結果が出るのではないでしょうか。

文＝協力隊経験者
● 中南米・青少年活動・2012年度派遣
● 取り組んだ活動
ストリートチルドレンの保護と支援を目的に活動する国際NGOで、施設
内における子どもたちの生活を充実させるために、レクリエーションやス
ポーツ、情操教育、各種イベントなどを行った。

相手の視点への接近子どもの周りにある事象を多角的に捉える

文＝協力隊経験者
● アフリカ・青少年活動・2015年度派遣
● 取り組んだ活動
学校現場以外での情操教育実践を目指し、公立幼稚園1校と孤児院で
の図工・音楽・運動の時間の支援や、路上で生活する子どもたちを対象
にしたアトリエ開催、遠足の実施、衛生指導を行った。

全入所者に、「2年後の自分に向けて手紙を書く」という活動を実施し、その説明を行う小川さん。
2年間の活動の最後に、この活動を行った

　

土
曜
日
の
夜
、
色
鉛
筆
セ
ッ
ト
に
つ
い
て
い

た
小
さ
な
鉛
筆
削
り
を
分
解
し
、
刃
の
部
分
で

自
傷
行
為
を
し
た
子
ど
も
た
ち
が
出
ま
し
た
。

　

以
前
か
ら
自
傷
行
為
を
し
て
い
る
子
ど
も
た

ち
は
い
て
、
今
回
も
発
覚
し
て
か
ら
１
～
２
週

間
ほ
ど
続
き
ま
し
た
。
そ
の
理
由
は
、子
ど
も
た

ち
の
生
き
て
き
た
背
景
に
あ
り
ま
す
。
大
人
に

騙
さ
れ
て
人
身
取
引
（
売
春
）
を
さ
せ
ら
れ
て

い
た
こ
と
や
、大
人
の
気
を
引
く
た
め
、大
人
に

自
分
の
こ
と
を
心
配
し
て
も
ら
う
た
め
に
悪
い

と
わ
か
っ
て
い
る
の
に
悪
い
こ
と
を
あ
え
て
し

て
し
ま
う
。
そ
の
よ
う
な
怒
り
や
悲
し
み
を
自

分
を
傷
つ
け
る
と
い
う
方
法
で
し
か
消
化
で
き

な
か
っ
た
か
ら
で
す
。

　

私
は
「
子
ど
も
た
ち
が
充
実
し
た
週
末
を
過

ご
せ
る
よ
う
に
」
と
い
う
思
い
が
先
走
り
、
子
ど

も
た
ち
の
生
き
て
き
た
背
景
ま
で
深
く
考
え
ら

れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
普
段
は
刃
物
を

渡
す
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
の
と
き
は
、
鉛

筆
削
り
が
自
傷
行
為
の
道
具
に
な
る
と
い
う
こ

と
ま
で
考
え
が
及
び
ま
せ
ん
で
し
た
。
さ
ら
に
、

セ
ン
タ
ー
で
は
子
ど
も
た
ち
が
間
違
え
を
犯
し

た
ら
、「
叱
る
→
罰
」と
い
う
流
れ
が
普
通
で
、「
ど

う
し
て
、
ダ
メ
な
の
か
」
を
聞
い
て
く
れ
る
人
が

い
な
か
っ
た
と
い
う
の
も
自
傷
行
為
が
発
生
し

た
要
因
の
ひ
と
つ
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

■  PROFILE
1990年生まれ、福岡県出身。大学在学中の
海外でのボランティア活動や留学で、国際協
力及び外国語に興味を持つ。卒業後、福岡
県の公立中学校で4年間担任を務め、2016
年に現職教員特別参加制度を利用し、協力
隊に参加。18年3月に帰国し、以前在籍して
いた中学校で今も担任を務めている。

■  活動概要
人身取引被害者保護福祉センターに保護
されたばかりの女子 （12～ 18歳）に対して、
ライフスキルトレーニングと基礎学力定着
のために以下の活動を計画・実施。
●自尊感情を高めるため、フォト日記作成や

構成的グループエンカウンターを実施
●学習ワークシートの作成　　など

＊人身取引被害者保護福祉センター…暴力や脅迫、誘拐、詐欺などの手段で、弱い立場にある人を別の国や場所に移動させ、
　売春や強制労働などの目的で搾取する 「人身取引」。その被害者を保護し、社会復帰を支援する場所。

事例整理

“失敗”から
 学ぶ＃171

他隊員の分析

隊員自身の振り返り
自傷行為が発生後、自傷行為をした子どもたちひとりひとり
と話しました。共通していたことは、「寂しかった。家に帰れ
ず、イライラした」と施設での生活に満足していない子ども
たちの姿でした。そこで、私が考えた活動をメインで行うよ
り、数種類の活動から子どもたちがしたい活動を選んでもら
うようなスタイルに切り替えました。また、子どもたちがした
い活動ができるように、はさみや針の使い方をもう一度確認
し、色鉛筆は子どもたちに削らせてから貸し出すようにしま
した。この件を通して、「日々感情が変化する子どもたちに
対応していく」、それが私にできることだと気づきました。

実際の結果

小さな鉛筆削り
で、子どもたちが
自傷行為にはしっ
た。

立てた目標

子どもたちが楽し
くリラックスした状
態で有意義な時
間を過ごす。

活動開始

色塗りや編み物
ができる活動を企
画・実施する。

促進要因 阻害要因

内部
【隊員の強み（S）】
子どもたちの希望を聞き、
叶えることができる。

【隊員の弱み（W）】
子どもたちの背景について
知識が不十分。

外部
【環境の良い面（O）】
子どもたちの創造力は豊か
で、絵を描く才能がある子
が多く、やる気もある。

【環境の悪い面（T）】
自分の感情のコントロール
力が乏しい。ひとりの子ども
が悪いことを行うと、すぐに
伝染する。

【本事例の状況（SWOT分析）】

施設の生活に満足し
ていない子どもたち
の気持ちに気づけず
（W）、子どもたちがイ
ライラしたり不安に
なったりする（T）。



Q 

ど
う
解
決
し
ま
し
た
か
？

　

同
職
種
の
隊
員
や
日
本
で
ラ
グ
ビ
ー
を

指
導
さ
れ
て
い
る
方
に
相
談
し
、多
く
の
ア

イ
デ
ア
を
も
ら
い
ま
し
た
。
特
に
「『
日
本

か
ら
わ
ざ
わ
ざ
来
て
ラ
グ
ビ
ー
を
教
え
て

や
っ
て
い
る
ん
だ
』
と
い
う
思
い
で
い
た

ら
、
絶
対
に
う
ま
く
い
か
な
い
」
と
い
う
言

葉
に
刺
激
を
受
け
ま
し
た
。

 

「
～
が
あ
っ
た
ら
…
」「
～
の
せ
い
で
…
」

と
い
う
言
い
訳
を
す
る
前
に
、現
状
を
踏
ま

え
て
で
き
る
限
り
の
対
策
を
考
え
、何
よ
り

も
自
分
が
楽
し
め
る
よ
う
な
練
習
を
行
う

よ
う
に
心
が
け
る
こ
と
で
、チ
ー
ム
と
の
す

れ
違
い
が
減
っ
て
い
き
ま
し
た
。

Q 

同
職
種
の
後
輩
隊
員
に

　 

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

派
遣
人
数
が
少
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
前

例
に
捉
わ
れ
な
い
活
動
が
で
き
る
と
い
う

こ
と
だ
と
思
い
な
が
ら
、
自
分
に
で
き
る
こ

と
を
考
え
て
2
年
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。
ラ

グ
ビ
ー
だ
け
に
捉
わ
れ
ず
、
何
事
に
も
挑
戦

す
る
こ
と
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。
活
動
内

容
や
職
場
の
環
境
は
思
い
描
い
て
い
た
も

の
と
は
全
く
異
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ

れ
で
も
ラ
グ
ビ
ー
を
楽
し
ん
で
い
る
現
地

の
人
々
、
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
が
頑
張
れ
る

原
動
力
に
な
り
ま
す
。
自
身
に
と
っ
て
も
学

び
と
成
長
の
多
い
2
年
間
に
な
り
ま
す
。
ぜ

ひ
楽
し
ん
で
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
日
本
大
会

も
開
催
目
前
で
す
。
世
界
中
で
ラ
グ
ビ
ー
を

盛
り
上
げ
ま
し
ょ
う
！

と
、そ
の
日
は
酷
く
苦
し
み
ま
し
た
。

Q 
ど
う
乗
り
越
え
ま
し
た
か
？

　

若
手
教
員
に
「
抜
き
打
ち
の
や
り
方
は
間

違
っ
て
い
な
い
」
と
慰
め
ら
れ
た
こ
と
、
ま
た

怒
っ
た
教
員
た
ち
は
試
験
の
結
果
が
特
に
悪

く
、
こ
れ
を
校
長
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、「
や

る
気
の
な
い
先
生
に
は
教
え
る
必
要
は
な

い
」
と
の
話
で
、だ
い
ぶ
気
が
楽
に
な
り
ま
し

た
。
最
終
的
に
私
の
授
業
に
残
っ
た
教
員
は

8
人
中
2
人
だ
け
で
し
た
が
、
非
常
に
や
る

気
が
あ
り
、「
ま
だ
完
全
な
理
解
で
は
な
い

と
思
う
け
ど
、
と
に
か
く
ク
ラ
ブ
を
や
っ
て

み
よ
う
」
と
い
う
私
の
無
理
な
提
案
（
ク
ラ

ブ
の
時
間
は
無
給
）
に
も
応
え
て
く
れ
、
生

徒
へ
の
太
陽
光
発
電
教
育
の
基
盤
を
一
緒
に

つ
く
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

Q 

派
遣
予
定
の
同
職
種
の
隊
員
に

　 

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

電
気
系
職
種
で
は
、
ま
ず
簡
単
な
部
品
で

一
緒
に
実
験
す
る
こ
と
が
大
事
か
と
思
い
ま

す
。
私
の
赴
任
校
は
、
大
学
入
学
の
た
め
の

詰
め
込
み
教
育
で
実
験
も
で
き
な
い
状
況
で

し
た
。
し
か
し
、カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
多
さ
と
限

ら
れ
た
授
業
時
間
で
は
仕
方
の
な
い
こ
と
で

し
た
。
そ
ん
な
な
か
で
教
員
や
生
徒
た
ち
と

ソ
ー
ラ
ー
ク
ラ
ブ
で
簡
単
な
電
気
の
実
験

（
例
え
ば
電
池
と
抵
抗
を
つ
な
い
だ
際
の
電

圧
、電
流
の
計
算
を
し
、実
際
に
組
み
立
て
て

テ
ス
タ
で
測
定
）
で
も
、
生
徒
た
ち
は
日
が

暮
れ
る
ま
で
楽
し
ん
で
実
験
を
し
て
い
ま
し

た
。「
楽
し
い
」
は
人
を
巻
き
込
め
ま
す
。

Q 

メ
イ
ン
の
活
動
は
？

　

ス
リ
ラ
ン
カ
第
2
の
都
市
キ
ャ
ン
デ
ィ

に
あ
る
中
央
州
ラ
グ
ビ
ー
協
会
に
所
属
し
、

同
地
域
を
中
心
に
ラ
グ
ビ
ー
普
及
、競
技
力

向
上
を
行
い
ま
し
た
。
現
地
の
小
・
中
・

高
校
生
世
代
の
基
礎
競
技
力
向
上
が
日
常

的
な
活
動
で
し
た
。

　

ラ
グ
ビ
ー
の
基
本
的
な
技
術
を
は
じ
め
、

ケ
ガ
や
反
則
に
つ
な
が
る
危
険
な
プ
レ
ー

が
多
い
こ
と
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
し
た

が
、具
体
的
な
解
決
策
が
な
い
状
態
だ
っ
た

の
で
、指
導
者
や
選
手
へ
の
指
導
を
通
し
て

安
全
面
の
改
善
を
目
指
し
ま
し
た
。
ま
た
、

い
か
に
ラ
グ
ビ
ー
を
楽
し
め
る
か
を
目
標

に
し
ま
し
た
。

　

配
属
先
の
同
僚
や
、活
動
を
し
て
い
く
中

で
知
り
合
っ
た
現
地
の
指
導
者
と
一
緒
に
、

巡
回
し
て
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
モ
デ
ル

校
と
し
て
重
点
的
に
指
導
す
る
チ
ー
ム
の

ほ
か
に
、
指
導
者
の
い
な
い
チ
ー
ム
や
、
新

た
に
ラ
グ
ビ
ー
チ
ー
ム
を
つ
く
る
学
校
を

訪
問
し
、ラ
グ
ビ
ー
を
教
え
ま
し
た
。

Q 

活
動
の
最
大
の
困
難
は
？

　

着
任
し
て
1
年
が
経
っ
た
こ
ろ
、指
導
す

る
チ
ー
ム
の
練
習
の
出
席
率
の
低
さ
や
練

習
中
の
態
度
の
悪
さ
、成
績
が
上
が
ら
な
い

現
状
に
い
ら
立
ち
を
感
じ
、自
分
自
身
の
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
低
下
し
て
い
ま
し
た
。

「
こ
の
チ
ー
ム
に
自
分
は
必
要
と
さ
れ
て
い

な
い
」
と
思
い
、
現
状
が
変
わ
ら
な
け
れ
ば

指
導
対
象
を
変
更
し
よ
う
と
考
え
て
い
ま

し
た
。

Q 

メ
イ
ン
の
活
動
は
？

　

工
業
高
校
の
電
気
科
の
教
員
が
生
徒
に
太

陽
光
発
電
技
術
を
教
え
る
た
め
の
環
境
構
築

で
し
た
。
赴
任
当
時
、
教
員
た
ち
は
太
陽
光

発
電
に
興
味
が
あ
る
も
の
の
、
ど
の
よ
う
な

も
の
か
何
も
知
ら
な
い
状
態
で
し
た
。
ま
ず

校
長
に
実
験
の
重
要
性
を
理
解
し
て
も
ら

い
、
倉
庫
に
あ
っ
た
古
い
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル

と
自
動
車
科
の
廃
バ
ッ
テ
リ
ー
、
現
地
の
部

品
で
自
作
し
た
バ
ッ
テ
リ
ー
充
電
器
を
使

い
、
放
課
後
に
教
員
た
ち
に
太
陽
光
発
電
技

術
を
教
え
る
こ
と
か
ら
始
め
ま
し
た
。
3
カ

月
後
、教
員
た
ち
と
「
ソ
ー
ラ
ー
ク
ラ
ブ
」
を

立
ち
上
げ
、
私
の
教
え
た
内
容
を
取
り
込
ん

で
生
徒
に
授
業
を
実
施
。
私
も
都
度
フ
ィ
ー

ド
バ
ッ
ク
や
生
徒
か
ら
の
質
問
に
答
え
る
な

ど
の
フ
ォ
ロ
ー
を
行
い
、
教
員
た
ち
に
太
陽

光
発
電
授
業
の
経
験
を
積
ま
せ
る
こ
と
で
、

授
業
の
質
を
徐
々
に
上
げ
て
い
き
ま
し
た
。

Q 

活
動
の
最
大
の
困
難
は
？

　

教
員
た
ち
に
教
え
る
際
、
最
後
に
理
解
度

テ
ス
ト
を
毎
回
課
し
て
い
た
の
で
す
が
、
電

力
の
基
礎
（
オ
ー
ム
の
法
則
）
の
理
解
度
が

低
い
こ
と
か
ら
、
彼
ら
の
実
力
を
測
る
た
め
、

抜
き
打
ち
テ
ス
ト
を
実
施
。
す
る
と
「
太
陽

電
池
の
こ
と
を
聞
き
に
来
た
の
に
な
ぜ
こ
ん

な
試
験
を
受
け
な
い
と
い
け
な
い
ん
だ
。
し

か
も
授
業
後
で
疲
れ
て
い
る
の
に
！
」
と
所

属
長
や
一
部
の
教
員
が
怒
り
、
帰
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
特
に
所
属
長
が
怒
っ
た
た
め
、教

員
た
ち
と
の
信
頼
関
係
が
崩
れ
、
今
後
も
う

教
員
た
ち
は
授
業
に
来
な
い
の
で
は
な
い
か

任地のキャンディで学校の16歳以下のチームの子どもたちに対して味方が倒されたときのサポートの方法に
ついて教えている伊藤さん

「ソーラークラブ」を共に立ち上げた教員（後列右と前列左）、新人の教員（後列左）と宮﨑さん（前列右）。写
真のソーラーパネルを使用して、太陽光発電システム構築を行った

※人数は、青年海外協力隊派遣実績、2019年4月30日現在。 ※人数は、青年海外協力隊派遣実績、2019年4月30日現在。

希少職 種図鑑派遣人数は少ないものの
いぶし銀の活躍をする

職種の事例をピックアップ

ラグビー
#G137

電子工学
#G202

さん
（スリランカ・2016年度2次隊）

 さん
（ガーナ・2014年度2次隊）

■  活動概要
スリランカの中央州ラグビー協会に所属し、同地域を中心
にラグビー普及、競技力向上を行う。
●近隣地域の学校のラグビーチームへ巡回指導
●出張でのラグビー教室指導
●ラグビーイベントの企画、実行　など

■  活動概要
ガーナの工業高校にて、現地の生徒に太陽光発電技術を
教える基盤をつくることを目的に、現地教員に太陽光発電
の技術指導を行う。主な活動は以下のとおり。
●放課後に教員への太陽電池技術の授業の実施
●教員と共にソーラークラブの立ち上げ
●太陽光発電システム構築のための業務管理 （見積り、発

注、組み立て）　など

■  PROFILE
1992年生まれ、新潟県出身。小学1年生からラグビー
を始める。2016年に早稲田大学文化構想学部卒業
後、同年10月に協力隊に参加。18年10月に帰国し、
19年1月より日本ラグビーフットボール協会国際協力
部担当として後輩隊員のサポート、国際交流イベント
の企画に携わる。並行してNPO法人ワセダクラブで
ラグビー指導を行う。

■  PROFILE
1981年生まれ、愛知県出身。2005年に名古屋大学
大学院工学研究科を卒業し、07年より株式会社カ
ネカに入社。主に太陽電池の出力向上のための技術
開発に従事。退職し、14年9月に協力隊に参加。17
年3月に帰国後、JICA本部に特別嘱託員として技術
協力事業の管理を担当。19年5月よりJICA関西セン
ターに専門嘱託員として民間連携事業を担当。

話話

24ク ロ ス ロ ー ド  2 0 1 9 . 625 ク ロ ス ロ ー ド  2 0 1 9 . 6

派  遣  中	▶	3人

累　　計	▶	34人

分　　類	▶	人的資源

活  動  例	▶	ラグビーの普及や技術の向上を

目指した指導　など

類似職種	▶	−

派  遣  中	▶	0人（SVで1人派遣中）

累　　計	▶	49人

分　　類	▶	人的資源

活  動  例	▶	工学系の学校での授業補助や、

同僚への技術移転など

類似職種	▶	電気・電子機器
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谷野さんのプロフィール

兵
庫
県
出
身
。

3
月
、東
洋
大
学
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ

ン
学
部
健
康
ス
ポ
ー
ツ
科
卒
業
。

7
月
、
青
年
海
外
協
力
隊
に

参
加
①

モ
ン
ゴ
ル
の
チ
ョ
イ
ル
ス
ポ
ー

ツ
委
員
会
に
て
、子
ど
も
た
ち
へ

の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
技
術
指
導
や

指
導
者
へ
の
技
術
移
転
を
行
う
。

そ
の
後
、ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル
に
任

地
変
更
と
な
り
、モ
ン
ゴ
ル
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
協
会
に
て
、国
際
大
会

に
向
け
た
代
表
チ
ー
ム
の
ア
シ

ス
タ
ン
ト
や
、市
内
の
小
中
高
校

で
、技
術
指
導
な
ど
を
行
う
。

7
月
、帰
国
。

8
月
、
通
信
制
高
校
に
て
非
常

勤
講
師
を
務
め
る
。

9
月
、
臨
時
的
任
用
講
師
と
し

て
、特
別
支
援
学
校
に
勤
務
。

10
月
、
東
京
都
教
員
採
用
試
験

に
合
格
。

4
月
、
東
京
都
内
の
公
立
高

等
学
校
に
保
健
体
育
教
諭
と

し
て
勤
務
②

1991

　

母
校
の
高
校
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
顧
問
と
し
て
、

部
を
勝
利
に
導
く
。
谷
野
さ
ん
が
高
校
時
代
に
定
め

た
将
来
の
目
標
だ
。
大
学
で
教
員
免
許
状
を
取
得
し

た
後
、協
力
隊
に
参
加
。モ
ン
ゴ
ル
で
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

技
術
の
向
上
に
取
り
組
ん
だ
と
き
、
自
身
が
求
め
て

い
た
の
は
勝
利
だ
け
で
は
な
い
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ

た
。
帰
国
し
た
現
在
、
谷
野
さ
ん
は
高
校
教
諭
と
な

り
、バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
の
顧
問
を
務
め
て
い
る
。

焦
ら
ず
、ゆ
っ
く
り
、遠
回
り
で
も
い
い

　　

中
学
で
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
始
め
、
高
校
で
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
部
の
主
将
を
務
め
た
谷
野
さ
ん
。
勝
利
を
熱

望
す
る
谷
野
さ
ん
の
よ
う
な
部
員
が
い
る
一
方
、
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
低
い
部
員
も
い
る
。
彼
ら
と
衝
突

し
て
は
後
悔
し
た
。
顧
問
は
競
技
経
験
者
で
は
な

く
、
練
習
は
見
て
く
れ
た
が
コ
ー
チ
と
し
て
指
導
し

て
も
ら
う
こ
と
は
難
し
い
。
皆
で
目
標
に
向
か
う
た

め
に
、
導
い
て
く
れ
る
大
人
が
必
要
だ
と
切
実
に
思

っ
た
。
そ
の
経
験
が
「
将
来
教
員
に
な
り
、
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
部
の
顧
問
に
な
る
」
こ
と
を
決
め
さ
せ
た
。

　

大
学
に
入
学
し
た
2
年
の
秋
、
協
力
隊
経
験
者
の

話
を
聞
く
と
い
う
授
業
が
あ
っ
た
。
縁
も
ゆ
か
り
も

な
い
国
で
、
何
か
を
成
し
遂
げ
る
体
験
談
。
そ
の
話

に
ワ
ク
ワ
ク
し
た
谷
野
さ
ん
は
、
こ
ん
な
経
験
を
し

　

派
遣
前
の
谷
野
さ
ん
に
は
「
あ
の
国
の
人
だ
か

ら
こ
う
だ
」
と
決
め
つ
け
て
し
ま
う
と
こ
ろ
が
あ
っ

た
そ
う
だ
。
モ
ン
ゴ
ル
で
出
会
っ
た
人
の
中
に
は
、

時
間
や
約
束
を
守
ら
な
い
人
も
い
た
。一
方
で
家
族

の
よ
う
に
気
に
か
け
て
く
れ
る
人
た
ち
や
、
指
導
書

作
成
に
尽
力
し
て
く
れ
た
同
僚
に
も
出
会
え
た
。

 

「
ひ
と
り
ひ
と
り
を
見
ず
に
決
め
つ
け
て
い
た
ら
、

大
事
な
人
と
出
会
う
機
会
も
失
う
。
そ
の
考
え
方

は
、損
し
か
し
な
い
の
だ
と
実
感
し
ま
し
た
」

　

考
え
方
が
変
わ
っ
た
出
来
事
が
も
う
ひ
と
つ
あ

る
。
谷
野
さ
ん
の
メ
イ
ン
の
活
動
は
小
学
生
〜
高
校

生
へ
の
技
術
指
導
で
、皆
、素
直
に
練
習
に
励
み
、大

会
で
も
勝
っ
た
。
し
か
し
、
谷
野
さ
ん
の
印
象
に
残

っ
た
の
は
勝
利
の
場
面
で
は
な
か
っ
た
。

 

「
私
が
教
え
た
こ
と
を
高
校
生
が
小
学
生
に
教
え

て
い
る
の
を
見
て
、小
さ
な
出
来
事
で
す
が
、あ
あ
、

こ
こ
で
活
動
し
て
良
か
っ
た
な
あ
と
思
い
ま
し
た
」

て
か
ら
教
員
に
な
り
た
い
と
思
っ
た
反
面
、
卒
業
後

に
2
年
も
海
外
に
行
っ
て
良
い
の
か
と
悩
ん
だ
。
相

談
し
た
ゼ
ミ
の
先
生
か
ら
言
わ
れ
た
「
遠
回
り
で

も
い
い
じ
ゃ
な
い
か
」
と
い
う
言
葉
に
背
中
を
押
さ

れ
、協
力
隊
へ
の
参
加
を
決
意
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

モ
ン
ゴ
ル
の
学
校
で
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
技
術
の
向

上
活
動
を
行
い
な
が
ら
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム
の
コ

ー
チ
補
助
や
指
導
教
本
の
作
成
な
ど
に
取
り
組
ん

だ
谷
野
さ
ん
。
モ
ン
ゴ
ル
は
冬
の
時
間
が
長
い
た

め
、
屋
内
競
技
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
は
人
気
が
高
い

が
、
基
本
的
な
技
術
を
教
え
る
人
や
基
盤
と
な
る
教

材
が
な
い
状
態
だ
っ
た
。
そ
こ
で
配
属
先
の
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
協
会
に
指
導
教
本
の
作
成
を
提
案
す
る
と

快
諾
を
得
ら
れ
た
。
同
職
種
の
隊
員
た
ち
と
協
力

し
、
教
本
の
作
成
と
、
発
行
に
合
わ
せ
た
講
習
会
の

開
催
を
目
指
し
た
。
協
会
か
ら
「
見
て
理
解
で
き
る

も
の
を
」
と
依
頼
さ
れ
、
図
や
写
真
を
多
用
。
谷
野

さ
ん
は
写
真
を
何
百
枚
も
撮
っ
た
。
知
人
の
モ
ン
ゴ

ル
人
に
翻
訳
を
依
頼
し
、
協
会
に
校
正
を
依
頼
し
た

の
は
、
講
習
会
の
1
カ
月
前
。
印
刷
で
き
た
の
は
講

習
会
前
夜
だ
っ
た
。
講
習
会
で
配
布
し
た
と
こ
ろ
、

参
加
者
か
ら
の
評
判
も
良
く
、
谷
野
さ
ん
の
帰
国
後

は
、小
中
高
全
8
2
7
校
に
配
布
さ
れ
、現
在
、体
育

教
員
が
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
授
業
を
行
う
際
の
手
引

き
書
と
し
て
も
活
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

遠
回
り
し
て
こ
そ
、見
え
る
世
界

モ
ン
ゴ
ル
・
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
・
2
0
1
4
年
度
1
次
隊

さ
ん

生
徒
の
視
野
を
広
げ
る
手
伝
い
を

　

2
年
の
活
動
を
終
え
、
帰
国
し
た
谷
野
さ
ん
は
焦

っ
て
い
た
。
友
人
は
社
会
人
と
し
て
バ
リ
バ
リ
働
い

て
い
る
が
、
自
分
が
こ
れ
か
ら
教
員
採
用
試
験
を
受

験
す
る
と
、
正
式
採
用
は
1
年
以
上
先
。
焦
り
か
ら

目
標
が
ブ
レ
始
め
、
協
力
隊
の
経
験
が
何
の
役
に
立

つ
の
か
疑
問
に
思
え
た
。
そ
ん
な
と
き
、
帰※

国
後
研

修
を
受
講
し
、
活
動
の＊

棚た
な

卸お
ろ
しな

ど
に
よ
り
「
や
り
た

い
こ
と
が
明
確
に
な
っ
た
」
と
谷
野
さ
ん
は
振
り
返

る
。
教
員
を
目
指
す
た
め
、
非
常
勤
講
師
と
し
て
学

校
に
勤
務
し
な
が
ら
、
進
路
相
談
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と

教
員
採
用
試
験
に
向
け
て
週
1
回
対
策
を
練
っ
た
。

　

2
0
1
7
年
、
教
員
採
用
試
験
に
合
格
し
、
18
年

よ
り
東
京
都
の
公
立
高
校
で
勤
務
を
開
始
。
現
在

は
、
1
年
生
の
担
任
と
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
の
顧
問

を
務
め
て
い
る
。
授
業
や
学
級
運
営
で
理
想
と
現
実

の
ギ
ャ
ッ
プ
に
悩
む
こ
と
も
あ
り
、
部
活
で
も
部
員

数
が
少
な
く
、
自
分
が
求
め
る
よ
う
な
活
動
は
で
き

て
い
な
い
。そ
れ
で
も
根
底
に
あ
る
「
学
校
が
好
き
」

と
い
う
思
い
が
谷
野
さ
ん
を
支
え
て
い
る
。

 

「
自
分
が
生
徒
だ
っ
た
と
き
と
立
場
は
違
い
ま
す

が
、
生
徒
た
ち
と
交
わ
す
何
気
な
い
会
話
、
彼
ら
の

小
さ
な
変
化
、
そ
れ
を
感
じ
ら
れ
る
空
間
に
い
ら
れ

る
仕
事
が
で
き
て
良
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
」 

　

そ
し
て
、
協
力
隊
と
い
う
「
遠
回
り
し
た
経
験
」

が
あ
る
か
ら
こ
そ
生
徒
に
伝
え
た
い
こ
と
が
あ
る
。

 

「
生
徒
た
ち
は
学
校
で
の
人
間
関
係
な
ど
、
見
て
い

る
世
界
が
す
べ
て
だ
と
思
っ
て
し
ま
い
が
ち
で
す
。

で
も
私
が
モ
ン
ゴ
ル
で
感
じ
た
よ
う
に
、
実
際
に
は

世
界
は
広
く
、
知
ら
な
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
。

も
し
、
今
の
場
所
が
合
わ
ず
に
苦
し
ん
で
い
る
と
き

は
、生
徒
に
別
の
世
界
を
探
し
て
ほ
し
い
。そ
の
世
界

を
探
す
手
伝
い
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

※ 詳細はJICA海外協力隊ウェブサイト「帰国後研修」（︎https://www.jica.go.jp/volunteer/obog/career_support/training/）をご覧ください。
＊棚卸…経験やスキルを書き出し、整理すること。

1

2
協力隊
に参加

選択の理由

1年浪人したため、「早く人に追いつかなけれ
ば」という気持ちが強かったが、ゼミの先生の
言葉で、遠回りでもやりたいことをやってみよ
うと思えるようになり、参加を決意。
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教員に

選択の理由

社会人経験がないことや、教員となる
覚悟、働くことへの不安など、さまざ
まな不安要素が重なり、教員になるこ
とを迷った。しかし、JICAの帰国後研
修や進路相談カウンセラーとの面談で
不安を解消でき、無事に教員に。

人生を変えた2年間

Vol.167

efore▶ fter

fter

efore

before
大学生

after
高等学校教諭（保健体育）

東京都の高校で体育の授業を行う谷野さん。保健体育の授業で、環境問題を取り上げるときなどに、モンゴルの写真
を見せることもあり、「少しだけ話の引き出しが多い」と感じている。「生徒と対等ではいけないけれど、生徒と同じ目線
に立っていきたい。協力隊の経験や講師の経験があるので、自分の立場について距離を置いた場所から見られている
と思います」と谷野さんは話す

モンゴルの小学生に「トス」を教える谷野さん

『バレーボール指導教本』
バレーボールの指導力向上のため
の指導教本。現地のバレーボール
協会と協働し、現地語で作成され
た。内容は、「基本的な技術の解
説」「練習方法の紹介」「応急手
当の紹介」「練習計画の策定」「現
地で購入可能な材料と廃材を用
いてつくることができる練習補助
具の作成方法」などが掲載されて
いる（A5版サイズ、約90ページ）。
下画像は、JICAモンゴル事務所に
ある教本の表紙。現在、体育隊員
が任地で使用中。



［ 座 談 会 参 加 者］

だ
結
果
、
や
は
り
ま
ず
は
社
会
人
の
経
験
を
積
ん
だ
ほ

う
が
い
い
だ
ろ
う
と
考
え
、
就
職
す
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。
海
外
営
業
に
携
わ
る
チ
ャ
ン
ス
も
あ
る
と
い
う
こ

と
で
選
ん
だ
企
業
だ
っ
た
の
で
す
が
、
配
属
さ
れ
た
の

は
国
内
営
業
の
部
署
で
し
た
。
日
本
で
仕
事
を
す
る
の

が
初
め
て
で
不
慣
れ
だ
っ
た
う
え
、
同
僚
た
ち
が
す
る

ギ
ャ
ン
ブ
ル
や
ア
イ
ド
ル
に
つ
い
て
の
会
話
に
も
興
味

が
持
て
な
い
。
そ
の
う
え
、
海
外
営
業
へ
の
異
動
希
望

が
一
向
に
叶
わ
な
い
先
輩
社
員
も
い
た
こ
と
か
ら
、「
限

界
だ
」
と
感
じ
て
退
職
す
る
こ
と
に
し
た
の
で
し
た
。

こ
の
座
談
会
に
向
け
、
夫
と
も
協
力
隊
員
の
帰

国
後
に
つ
い
て
話
を
し
た
の
で
す
が
、
2
人
が

一
致
し
て
感
じ
て
い
る
の
は
、
か
な
ら
ず
し
も
「
早
く

道
を
決
め
な
け
れ
ば
」
と
焦
る
必
要
は
な
い
だ
ろ
う
と

い
う
こ
と
で
す
。「
浦
島
太
郎
」
的
な
シ
ョ
ッ
ク
が
強

い
な
ら
ば
、
心
を
守
る
た
め
に
も
、
い
っ
た
ん
は
自
分

の
「
殻
」に
閉
じ
こ
も
っ
て
協
力
隊
経
験
を
振
り
返
り
、

将
来
の
方
向
性
を
じ
っ
く
り
考
え
る
と
い
う
選
択
も
ア

リ
で
は
な
い
か
と
思
う
わ
け
で
す
。
夫
に
は
農
業
の
経

験
が
あ
る
の
で
、
当
初
は
2
人
で
苗
木
生
産
の
事
業
を

行
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
先
々
事
業

を
広
げ
て
い
く
た
め
の
資
金
を
貯
め
る
必
要
が
あ
っ
た

の
で
、
夫
は
一
時
的
な
仕
事
と
し
て
工
場
勤
め
を
す
る

こ
と
に
し
た
の
で
す
が
、そ
れ
か
ら
2
、3
年
は
、今
後

に
つ
い
て
2
人
で
考
え
を
深
め
る
時
間
で
し
た
。
そ
う

し
て
、
私
た
ち
の
派
遣
国
で
よ
く
見
ら
れ
た
「
複＊
１

合
農

業
」
へ
と
発
展
さ
せ
て
い
く
、
と
い
っ
た
事
業
の
将
来

の
方
向
性
が
明
確
に
見
え
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
の

は
、ご
く
最
近
の
こ
と
な
の
で
す
。

私
は
帰
国
後
、
考
え
る
間
も
な
く
復
職
し
た
の

で
す
が
、「
2
年
間
、
職
場
に
お
休
み
を
い
た

だ
き
、
迷
惑
を
か
け
た
」
と
い
う
気
持
ち
が
あ
る
の
で
、

協
力
隊
経
験
が
マ
イ
ナ
ス
の
イ
メ
ー
ジ
を
持
た
れ
な
い

よ
う
、
と
に
か
く
必
死
に
仕
事
を
し
て
き
ま
し
た
。
そ

の
た
め
、
協
力
隊
経
験
を
仕
事
に
ど
う
生
か
し
て
い
く

【派遣前】
林業のコンサルティングを
行う団体に勤務

【協力隊】
▶︎退職参加
▶︎林業・森林保全・中南米・
　2014 年度派遣
▶︎苗木生産の技術指導
　などに従事

【現在】
苗木生産業（個人事業主）

【派遣前】
市役所に勤務（農業技官）

【協力隊】
▶︎現職参加
▶野菜栽培・アフリカ・
　2014 年度派遣
▶︎グループ菜園の支援な
　どに従事

【現在】
市役所に復職

【派遣前】
大学（農学部）の学生

【協力隊】
▶︎新卒参加
▶︎野菜栽培・アフリカ・
　2014 年度派遣
▶︎学校菜園づくりの支援
　などに従事

【現在】
大学院生（農学研究科）

A さん（女性） B さん（女性） Cさん（男性）

A A

AA

BB BCC

帰国後の　と　を語り合う

第 ⑥回  農林水産分野 篇

OB・OG
匿 名

座 談 会

理想 現実
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＊1 複合農業…野菜栽培と家畜飼育など、複数種の生産部門を同時に営む農業形態。

C

C BB

　
帰
国
後
の
あ
ゆ
み

派
遣
前
は
、
団
体
職
員
と
し
て
森
林
や
山
道
の

整
備
に
関
す
る
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
に
携
わ

っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
と
き
に
仕
事
で
知
り
合
っ
た
高

齢
の
苗
木
生
産
者
か
ら
、「
後
継
者
を
探
し
て
い
る
。

帰
国
し
た
ら
苗
木
生
産
を
や
ら
な
い
か
」
と
お
声
が
け

い
た
だ
い
た
こ
と
も
あ
り
、
帰
国
後
は
カ
ラ
マ
ツ
や
ス

ギ
の
苗
木
を
つ
く
る
事
業
を
個
人
事
業
主
と
し
て
営

む
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
日
本
で
は
現
在
、
戦
後
ま
も

な
い
時
期
に
い
っ
せ
い
に
植
林
さ
れ
た
木
が
伐
採
に
適

し
た
状
態
と
な
っ
て
お
り
、
新
た
な
植
林
の
た
め
の
苗

木
の
需
要
が
高
ま
っ
て
い
る
の
で
す
。
私
生
活
で
は
、

同
じ
時
期
に
同
じ
国
に
派
遣
さ
れ
て
い
た
野
菜
栽
培
隊

員
O
B
と
、帰
国
し
て
す
ぐ
に
結
婚
し
て
い
ま
す
。

私
は
市
役
所
の
農
業
技
官
と
し
て
農
家
の
相

談
に
応
じ
る
仕
事
な
ど
に
携
わ
っ
た
後
、
協
力

隊
に
現
職
参
加
し
ま
し
た
。
帰
国
後
は
市
役
所
に
復
職

し
、
現
在
は
地
元
の
特
産
野
菜
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
進
め

る
仕
事
な
ど
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

私
は
大
学
を
卒
業
し
て
す
ぐ
に
協
力
隊
に
参

加
し
て
い
ま
す
。
大
学
で
は
農
学
部
で
花
の
研

究
を
し
て
い
た
の
で
す
が
、「
途
上
国
で
ま
ず
必
要
な

の
は
食
べ
物
だ
ろ
う
」
と
考
え
、
協
力
隊
は
「
野
菜
栽

培
」
の
職
種
で
応
募
し
ま
し
た
。
帰
国
後
、
農
業
機
械

メ
ー
カ
ー
に
就
職
し
た
の
で
す
が
、
1
年
ほ
ど
で
退
職

し
、
国
際
協
力
の
道
に
進
む
た
め
に
出
身
大
学
の
大
学

院
に
進
み
ま
し
た
。「
ア
マ
ラ
ン
サ
ス
」
と
い
う
、
乾
燥

し
た
地
域
で
も
育
ち
、
か
つ
栄
養
価
の
高
い
野
菜
に
つ

い
て
研
究
し
て
い
ま
す
。

　「
協
力
隊
の
意
味
」
を
探
る
時
間

大
学
院
に
進
む
こ
と
は
派
遣
前
か
ら
頭
に
あ

っ
た
の
で
す
が
、
帰
国
し
て
2
、
3
カ
月
悩
ん

分
に
で
き
る
か
と
い
う
と
、二
の
足
を
踏
ん
で
し
ま
う
。

一
か
ら
農
業
を
始
め
る
と
な
る
と
、
や
は
り
生

活
費
が
し
っ
か
り
稼
げ
る
よ
う
に
な
る
ま
で

に
は
5
年
、
10
年
と
か
か
っ
て
し
ま
う
の
が
一
般
的
な

よ
う
で
す
。

私
が
就
農
に
興
味
を
持
っ
た
き
っ
か
け
は
、
派

遣
国
で
「
食
料
自
給
率
」
の
問
題
を
実
感
し
た

か
ら
で
し
た
。
現
地
で
売
ら
れ
て
い
る
穀
物
や
野
菜
は

輸
入
品
の
割
合
が
大
き
い
の
で
す
が
、
私
の
派
遣
中
に

イ
ン
フ
レ
が
進
ん
で
輸
入
全
般
が
停
滞
し
て
し
ま
い
、

食
料
品
す
ら
手
に
入
り
づ
ら
い
状
態
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
そ
の
経
験
か
ら
、
日
本
の
食
料
自
給
率
低
下

の
問
題
に
目
が
向
く
よ
う
に
な
り
、「
せ
め
て
自
分
た

ち
で
食
べ
る
分
く
ら
い
は
、
自
力
で
つ
く
れ
る
よ
う
に

な
り
た
い
」
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
の
で
し
た
。

私
が
大
学
で
農
業
を
学
ぶ
こ
と
に
し
た
き
っ

か
け
も
、
高
校
時
代
、
あ
る
先
生
か
ら
「
い
ず

れ
日
本
も
食
糧
難
の
時
代
が
来
る
。
そ
の
と
き
に
強
い

の
は
、自
分
で
食
べ
物
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
る
人
だ
」

と
い
う
話
を
聞
い
た
の
が
き
っ
か
け
で
し
た
。
さ
き
ほ

ど
、「
農
業
が
工
業
と
同
じ
よ
う
に
捉
え
ら
れ
て
い
る
」

と
い
う
お
話
を
し
ま
し
た
が
、
実
は
そ
れ
が
農
家
の
負

担
を
増
や
し
、
若
い
世
代
の
農
業
離
れ
に
つ
な
が
っ
て

し
ま
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。
た

と
え
ば
、
日
本
で
は
台
風
な
ど
に
よ
っ
て
計
画
ど
お
り

の
収
穫
が
で
き
な
い
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
た
び
に
農
家

は
頭
を
抱
え
て
し
ま
う
。
し
か
し
、
農
業
が
自
然
と
隣

り
合
わ
せ
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
消
費
者
が
理
解
し
、

再
生
産
の
持
続
が
可
能
な
価
格
で
農
産
物
を
購
入
し

た
り
、
な
る
べ
く
季
節
の
作
物
を
使
っ
て
料
理
す
る
よ

う
な
食
生
活
に
変
え
て
い
っ
た
り
す
る
よ
う
に
な
れ

ば
、
農
家
も
無
理
な
く
仕
事
が
続
け
ら
れ
る
の
で
は
な

い
か
。
協
力
隊
経
験
に
よ
っ
て
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
そ

ん
な
考
え
を
、
自
分
の
仕
事
に
ど
う
結
び
つ
け
て
い
っ

た
ら
い
い
の
か
に
つ
い
て
、
答
え
を
模
索
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

か
と
い
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
い
ま
だ
に
考
え
が
整

理
で
き
て
い
ま
せ
ん
。
た
と
え
ば
、
協
力
隊
に
参
加
し

た
こ
と
で
、
野
菜
栽
培
に
つ
い
て
派
遣
国
と
日
本
の
間

に
は
大
き
な
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し

た
。
日
本
で
は
、形
の
整
っ
た
野
菜
ば
か
り
が
、季
節
に

関
係
な
く
売
ら
れ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
派
遣
国
で
は
そ

ん
な
こ
と
は
な
い
。
農
業
は
「
自
然
」
と
隣
り
合
わ
せ

で
歩
む
も
の
な
の
に
、
日
本
で
は
農
産
物
が
「
工
業
製

品
」
と
同
じ
よ
う
な
捉
え
ら
れ
方
を
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
し
ま
っ
て
い
る
と
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
わ
け
で

す
。
し
か
し
、
協
力
隊
経
験
に
よ
っ
て
持
つ
よ
う
に
な

っ
た
そ
う
し
た
「
違
和
感
」
を
、
自
分
の
仕
事
に
ど
う

つ
な
げ
て
い
け
ば
い
い
か
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
見
え
て

い
な
い
の
で
す
。

　
日
本
の
農
業
へ
の
問
題
意
識

私
も
帰
国
後
に
就
職
し
た
企
業
で
、
た
と
え
海

外
営
業
以
外
の
仕
事
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
中
で

協
力
隊
経
験
を
生
か
し
た
い
と
い
う
希
望
は
あ
っ
た
の

で
す
が
、
そ
の
方
法
を
見
つ
け
出
せ
な
い
ま
ま
退
職
す

る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
結
局
、
協
力
隊
経

験
が
直
接
生
き
る
よ
う
な
国
際
協
力
の
道
を
志
す
こ

と
に
し
た
わ
け
で
す
が
、私
は
実
家
が
農
家
で
す
の
で
、

帰
国
後
の
進
路
と
し
て
就
農
す
る
と
い
う
選
択
肢
も

検
討
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、「
い
つ
に

な
っ
た
ら
稼
げ
る
よ
う
に
な
る
の
か
」
と
い
う
不
安
が

あ
り
、
挑
戦
す
る
ま
で
に
は
到
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
と

い
う
の
も
、
数
年
前
に
親
が
体
を
壊
し
て
廃
業
し
て
い

た
た
め
、
所
有
す
る
田
畑
の
土
地
は
す
で
に
荒
地
に
な

っ
て
し
ま
っ
て
お
り
、
私
が
継
ぐ
場
合
、
土
壌
を
つ
く

る
と
こ
ろ
か
ら
始
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で

す
。
実
家
の
周
囲
に
も
、
や
は
り
親
が
農
業
を
続
け
ら

れ
な
く
な
っ
た
も
の
の
、
継
ぐ
人
が
い
な
い
と
い
う
家

が
多
く
、
耕
作
放
棄
地
が
ど
ん
ど
ん
広
が
っ
て
い
る
印

象
で
す
。「
も
っ
た
い
な
い
」
と
は
思
う
の
で
す
が
、
自

　
今
後
の
ビ
ジ
ョ
ン

私
は
現
在
、
修
士
2
年
で
す
の
で
、
就
職
活
動

の
真
っ
最
中
で
あ
り
、
ど
う
に
か
開
発
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
な
ど
の
仕
事
に
就
け
れ
ば
い
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。「
海
外
に
か
か
わ
る
仕
事
」
へ
の
こ
だ
わ
り
が

捨
て
ら
れ
ず
、
大
学
院
に
進
む
道
を
選
ん
だ
わ
け
で
す

が
、
日
本
国
内
で
の
仕
事
を
さ
れ
て
い
る
お
ふ
た
り
に

は
、「
海
外
に
か
か
わ
る
仕
事
を
し
た
い
」
と
い
う
葛

藤
な
ど
は
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

私
は
苗
木
生
産
の
事
業
を
始
め
る
と
き
か
ら
、

「
い
ず
れ
は
途
上
国
の
方
々
を
技＊
２

能
実
習
生
と

し
て
受
け
入
れ
ら
れ
る
よ
う
な
農
場
に
し
た
い
」
と
い

う
夢
を
持
っ
て
お
り
、
そ
の
よ
う
な
形
で
「
海
外
」
と

は
ず
っ
と
つ
な
が
っ
て
い
け
る
か
な
と
期
待
し
て
い
ま

す
。
今
後
は
、さ
き
ほ
ど
申
し
上
げ
た
よ
う
に
、複
合
農

業
の
実
現
を
目
指
し
て
事
業
を
広
げ
て
い
き
つ
つ
、
せ

っ
か
く
自
由
が
き
く
自
営
業
で
す
の
で
、
と
き
ど
き
協

力
隊
の
企
画
調
査
員
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業
）
と
し
て

後
輩
の
協
力
隊
員
の
方
々
を
支
援
す
る
仕
事
な
ど
も

で
き
た
ら
い
い
な
、な
ど
と
も
考
え
て
い
ま
す
。

私
は
正
直
な
と
こ
ろ
、「
海
外
に
か
か
わ
る
仕

事
を
し
た
い
」
と
い
う
気
持
ち
を
持
て
余
し
気

味
で
は
あ
り
ま
す
。
私
が
住
む
市
に
は
、
留
学
生
な
ど

派
遣
国
の
人
が
何
人
か
住
ん
で
い
る
の
で
、
彼
ら
と
交

流
す
る
機
会
を
持
つ
な
ど
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
な
ん
と

か
「
海
外
欲
」
を
消
化
し
て
い
る
よ
う
な
状
況
で
す
。

ま
た
、
市
役
所
に
は
海
外
に
か
か
わ
り
の
あ
る
業
務
を

担
当
す
る
部
署
も
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
こ
に
異
動
す
る

チ
ャ
ン
ス
を
う
か
が
う
こ
と
も
考
え
て
い
ま
す
。他
方
、

現
在
の
仕
事
は
続
け
つ
つ
も
、
A
さ
ん
の
お
話
に
あ
っ

た
よ
う
に
、「
自
分
が
食
べ
る
分
」
は
つ
く
れ
る
く
ら

い
の
規
模
で
農
業
を
や
っ
て
い
き
た
い
と
も
考
え
て
い

ま
す
。
協
力
隊
経
験
で
実
感
し
た
「
自
然
と
隣
り
合
わ

せ
の
も
の
」
と
い
う
農
業
の
特
徴
が
、結
局
、私
自
身
が

大
好
き
な
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

＊2 技能実習生…開発途上国等の人材育成への寄与を目的とした技能実習法（2017年施行）に基づき、日本に滞在して就労する開発途上国等の人。
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7

⑦❻の襟の中心の折り目を反対にするよ
うにひっくり返すと裾の縫い目が隠れる。
襟で前身頃を挟み、前身頃の裏側から襟
を縫い閉じる。

6

⑥襟を5cm幅でジャバラに折って4枚の
布が重なった状態にし、裾から1cmの部
分を縫う。両裾を縫う。

⑤裏側にした襟に縦5cm間隔で折り目を
つける。右前身頃の襟の線と、襟の右端
の折り目を（□で）合わせ、裾から1cmを残
して、縫う。本体、左前身頃も同様に縫う。

【
前
身
頃
表
】

【前身頃表】

前身
頃裏【　　】

【
襟
裏
】

【
右
前
身
頃
の
表
】

【
襟
の
裏
】

縫う

谷
折
り

山
折
り

谷
折
り

【
前
身
頃
裏
】

5

縫う

縫い目

指を入れて
ひっくり返す

【
前
身
頃
裏
】

上側から見た断面図

前身
頃裏【　　】

ナビゲーター = さん（東ティモール・服飾・2017年度1次隊）ナビゲーター = さん
（旧姓・大和田／ケニア・理数科教師・1997年度2次隊）、

一般社団法人日本アンガーマネジメント協会ファシリテーター

活動に役立つアイデア

　

知っトク情報

法被のつくり方アンガーマネジメント③

 怒りを6秒待った後は

　前号では怒りの対処方法として 「暗号① 6秒待つ」をお伝え
しました。今回はその次にすることを紹介します。
暗号② 「三重丸」
　6秒乗り切った次にすることは、心の
中で右図のような三重丸を思い浮かべ
ることです。三重丸の一番内側は、ア

自分と同じ価値観。その外側のエリア
は、イ自分とは少し違うが許容範囲。さらにその外側は、ウ

自分とは違って許容できない範囲です。感じた怒りの感情が
三重丸のどこに位置するか、仕分けてみましょう。イとウの
境界線を意識し、怒る必要のある事と必要のない事を区別し
ます。イならば、怒る必要のないこととして受け入れます。逆
にウならば、怒ります。この仕分けをすることで、怒るべきこ
とで怒らず後悔したり、怒らなくてもよいことで怒って後悔し
たりする失敗がなくなるのです。最初にお伝えしましたが、ア
ンガーマネジメントは、怒らなくなることではありません。怒
るべきときには、相手にきちんと気持ちを伝えます。
　私の当時の経験 （20年前のケニア、電気水道なし）では、
例えば 「待ち合わせ」について 「ア来る、イ30分以内の遅刻、
ウ30分超の遅刻もしくは来ない」でした。それが、しばらくす
ると 「来ない」も、イに入ってくることもありました。連絡手段
もなく移動距離が長いなど、やむを得ないことがあるのだと、
次第に私の方が現地に順応していったのです。
　ちなみに、三重丸は人によって異なります。イのエリアが広
い人は心の器が大きな人。イを広げる努力をしていくことで、
簡単に怒らない人になりたいですね。
怒りの連鎖を断ち切ろう！
　今まで3回にわたって怒りの感情との付き合い方を考えてき
ました。怒りには、「高い（強い）所から低い（弱い）所へ」、「身
近な対象ほど強くなる」、「矛先を固定できない（八つ当たり）」、

「伝染する」という性質があります。すべての人が自分の感情
に責任を持ち、不必要に怒らないようにすることで、怒りの連
鎖を断ち切り、お互いに気持ちの良い人間関係を目指しましょ
う。現地でのご活躍をお祈りしています。

直線縫いだけでつくれる法被（ハッピ）

　日本の服の特徴は、生地を無駄にしない直線だけのデザイン
です。「途上国あるある」かもしれませんが、すごいスピードで
なんとなく物を完成させる力はあっても、真っ直ぐ縫うべきところ
が曲がってしまっていたり、しっかり端まで縫えていなかったり。
ハッピは、そういった品質の部分を伸ばすためのトレーニングが
たくさんできる教材です。以前働いていたブランドに不要になっ
た生地を寄付して頂き、その生地を使ってハッピのデザインコン
テストをし、投票で選ばれたデザインをみんなで製作。体育隊
員が彼女の生徒にソーラン節を教え、ハッピを着てもらい、日
本大使館で披露しました。自分のつくった服を誰かが着てくれて、
何かを披露するという喜びを知ってもらうのが目的でした。 

※二重丸「◎」は輪になる部分。
　半円は輪の片側。
※黄色の部分は、縫い代。

［用意するもの］
●布…幅横約120×縦200cm。
　　　（パーツによって違う布でもOK）
●針と糸、あればミシン
●はさみ

ナビゲーター = さん
（サモア・歯科衛生士・2016年度1次隊）

生活に役立つ技　

あるもので思い出の味

 塩キャラメル風味のココナッツジャム

　サモアでは、ほとんどの家庭の庭にココナッツの木が生え
ており、ココナッツが豊富に採れます。ココナッツは、ココナ
ッツジュースやココナッツミルク、ココナッツオイル、また器
や燃料になり、捨てるところがないと言われています。そのた
め、サモアの家庭料理ではココナッツをよく使います。
　今回は簡単に作れるココナッツジャム 「siamu popo （シアム 
ポポ、サモア語）」を、日本人の口に合うように塩キャラメル風
にアレンジして現地でよくつくっていたので、現地のスタッフが
教えてくれたレシピを一部アレンジしてお伝えします。

②鍋にブラウンシュガーを入れ、弱火で
焦がさないように溶かす。水は足さないこ
と。甘党の方は、ブラウンシュガーの量を
増やす。

①現地では写真のようにココナッツを削
り、削ったココナッツを搾ってココナッツ
ミルクを作成する。日本では、輸入品の
ココナッツミルク缶で代用。

4 2

④パンやホットケーキ、バニラアイスにの
せて食べると最高においしいです。甘い
ものが食べたくなったら、簡単にできるコ
コナッツジャム塩キャラメル風味をつくっ
てみてください。

13

③約5分でブラウンシュガーが溶け、キャ
ラメル色になる。そこに、ココナッツミル
クを少量ずつ数回にわけて、混ぜる。
香り付けにレモンの皮を入れ、少し煮込
む。レモンの皮を取り除けば、ココナッツ
ジャムの出来上がり。
仕上げに、塩を適量入れることで、ココナ
ッツジャム塩キャラメル風味の完成。

［材料］
●ブラウンシュガー…1カップ（210g）
●ココナッツミルク…1缶（400ml）

●レモンの皮…少々
●塩…少々

8

⑧後ろ身頃、左前身頃も縫い閉じたら、完
成。今回は4分の1スケールで、目立つ色
の糸でつくったが、作成の際は目立たな
い色の糸でつくると良い。

4

④裾と、両袖を始末する。裾は、裏側に2
回折り上げて、1回目の折り目に近い部分
を縫う。両袖は、裏側に2回折り込み、1
回目の折り目に近い部分を縫う。

3

③肩の部分を元に戻し、袖の下側（♡）と、
本体の脇（▼）を縫う。

2

1

②縫った肩の部分を開き、袖と本体がつ
ながる部分（★と☆）を縫う。

①布の表側を合わせて、裏側から出来上
がり線で縫う。上半身の前側の布（前身
頃）と背中側の布（後ろ身頃）を合わせ、
肩のラインを縫う（型紙の▲）。

【袖】×2枚

【襟】×1枚

【前身頃】
×2枚

中心線

各5cm

1cm 1cm 1cm

各2cm

1cm

89
cm×

2=

178
cm

1
cm

80
cm

各
2
cm1

cm

【後ろ身頃】
×1枚

各
2
cm

25.5cm 25.5cm 25.5cm9cm

4
cm 5

cm
5
cm

4
cm

1
cm

1
cm

35.5cm

30
cm

30
cm

30
cm

★☆

★☆

▲ ▲ ▲

★

★ ★

■ ■ ■■

♥♡

♥♡

▼▼ ▼ ■□ ■□

■□

↓型紙通りに切った布

ア

イ
ウ

同じ
価値観

許容範囲

許せない
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「青年海外協力隊の日を祝う会」を
実施

「協力隊まつり2019」を開催！
協力隊OB・OG会など39団体が参加

「アースデイ2019」で協力隊OB・OGの
派遣国トークイベントを開催
　4月20、21日に東京・新
宿区の代々木公園イベント
広場・けやき並木で「アー
スデイ2019」が開催され、
JICA青年海外協力隊事務
局は「JICA海外協力隊ブー
ス」を出展しました。当日は、
JICA海外協力隊の活動を紹介するパネル展示や、先日放送
された斎

さい

藤
とう

工
たくみ

さんが協力隊の現場を紹介するTV番組「い
つか世界を変える力になる」を一挙放映したほか、OB・OG
による派遣国トークイベント「協力隊の歩き方」を実施。

さん（ケニア・コミュニティ開発・2015年度2次
隊）、 さん（セネガル・野菜栽培・2015年度2次隊）、

さん（東ティモール・野菜栽培・2016年度3次隊）、
さん（ソロモン・環境教育・2016年度3次隊）が、

それぞれの派遣国で見つけた課題と、取り組んだ活動につ
いて来場者に語りました。トークイベントには毎回40人以
上の参集者があり、ブースには約2600人が訪れました。

　1965年4月20日に発足した
青年海外協力隊事業。この日を
「青年海外協力隊の日」として、青
年海外協力協会（JOCA）が毎
年4月20日に「青年海外協力隊
の日を祝う会」を実施しています。
　今年も4月20日に東京都・千代田区のJICA広尾センター
跡地にある物故隊員の慰霊碑に協力隊関係者が集まりまし
た。協力隊OB・OG、ご遺族、協力隊関係団体、またJICA
青年海外協力隊事務局の山

やま

本
もと

美
み

香
か

事務局長をはじめとす
るJICA関係者など約60人が追悼しました。
　山本事務局長は「亡くなられた隊員の方々の思いを受け
継ぎ、開発途上国での業務に伴う多くの困難にひるむこと
なく、現地での責務を果たしていくことが、亡くなられた方々
の鎮魂になると信じております」とあいさつし、協力隊事業
関係者の安全確保とともに、国際協力の歩みをより一層進
めていくことを誓いました。

　青年海外協力隊発足の日の
4月20日に合わせ、毎年開催さ
れているイベント「協力隊まつ
り」。今年は、4月20、21日に東
京・新宿区のJICA市ヶ谷ビルで
開催されました。JICA海外協
力隊経験者が立ち上げた団体や国際協力に関連する団体
など39団体が参加し、2日間で約2400人が来場しました。
イベントでは、各団体の活動紹介やワークショップのほか、
パラリンピック支援事業に携わった協力隊OGによる講演、
元海上保安庁長官であるOBによるキャリアセミナー、協力
隊の映画『アサンテサーナ（1975年公開）』や『クロスロー
ド（2015年公開）』の特別上映などが行われました。
　JICA青年海外協力隊事務局では、来場者への応募に関
する相談会を実施。参加に関心のある応募希望者ひとりひ
とりの相談に応じ、自身の経験を踏まえた現地での活動・
生活の様子やJICAのサポート体制などを伝えました。

協力隊参加に興味を持つ来場者に
制度の説明をするJICA職員

トークイベントで参集者の
質問に答える斉藤晴美さん

「友よやすらかに」と刻まれた慰霊碑に
手を合わせる山本事務局長

　JICAでは、帰国後の円滑な進路開拓を支援するため、各
種支援（帰国後研修やキャリアセミナー・勉強会の開催、進
路相談カウンセラー／青年海外協力隊相談役の設置、教育
訓練手当支給など）を実施しています。そのひとつである「進
路開拓セミナー」は、幅広い視野に立ったキャリアプランの検
討を目的として、以下のとおり開催予定です。各セミナーの詳
細や参加申し込みは、以下のウェブサイトをご覧ください。

▲

JICA海外協力隊ウェブサイト「キャリアセミナー・勉強会」
　https://www.jica.go.jp/volunteer/obog/career_
　support/seminar/index.html

帰国後の進路開拓支援のご案内
「進路開拓セミナー」

　JICA海外協力隊の2019年度春募集が終了しました。今
回の春募集における青年海外協力隊・海外協力隊と日系社
会青年海外協力隊・日系社会海外協力隊への応募者数は
986人で、シニア海外協力隊と日系社会シニア海外協力隊
への応募者数は98人でした。5月22日に一次選考結果が
発表され、6月中に二次選考、7月16日に最終的な合否決定
が行われます。

2019年度春募集の応募者数
　JICA海外協力隊は、これまで年に4回の派遣でしたが、
2019年度より年に3回の派遣となります。訓練期間・派遣
時期は以下の通りです。

JICA海外協力隊の派遣を年3回に変更

隊次 訓練期間 派遣時期

1次隊 4月下旬〜7月上旬 7月中旬〜下旬

2次隊 9月中旬〜11月中旬 12月上旬〜中旬

3次隊 翌年1月中旬〜3月中旬 翌年3月下旬〜4月上旬

回 日 程 テーマ

第1、2回は終了

第3回 6月28日（金） 地方公共団体

第4回 8月25日（日） 就活基礎講座

第5回 8月26日（月） 国際協力（JICA内部ポストの紹介）

第6回 8月27日（火） 様々な分野で活躍するOV

第7回 9月中に開催予定 国際協力（保健･医療分野）

※スケジュール・内容は変更になる場合がございますので、予めご了承ください。
※開催場所はすべてJICA市ヶ谷ビル（東京都新宿区）です。

あなたの旅券
は大丈夫?? PA
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PORT ACCIDENT
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_
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　派遣中の隊員の皆さん、ご自身の公用旅券に関して、しっ
かり適正管理ができていますか?　公用旅券は、鍵の掛か
る場所に保管し、定期的に「所在確認」を行っていますか？
旅行中の取り扱いにも留意していますか？
　着任後間もない隊員の方は、派遣国での生活や活動に
慣れるまでは、なかなか公用旅券の管理にまで細心の注意
を払う余裕がないことも多いと思います。また、生活や活動
に少しずつ慣れてくると、油断から管理の意識が希薄になっ
てくることも……。
　しかし、そんなときは、今一度、派遣前に訓練所や研修中
に受けた説明や、派遣中に事務所から発信される注意事項
を思い出し、「自分自身に気の緩みがないか」を確認するよ
うにしてください。
【旅券紛失事故防止5か条】
❶肌身離さず！（パスポートホルダー使用）
❷ほかの貴重品とは一緒にしない！
❸使用後は、鍵の掛かる場所にしまったことを確認！

❹不要時には携行しない！
❺旅行中は特に気が緩みがち！

　また、特に公用旅券の事故が発生しやすいのは、「旅行
前・中・後」のタイミングということも覚えておいてください。
【旅行前・中・後の事故事例】
～こんな事故が発生！　皆さんも気を付けてください～
●飲み物をこぼしてしまった…
●ポケットに入れてICチップの頁が折れ曲がってしまった…
●鞄の中に入れて移動中の乗り物やレストランで置き忘れ
た・置き引きされた…

●観光地でスタンプを押されてしまった…
●帰宅後にうっかり洗濯機に入れてしまった…
　公用旅券事故が発生してしまうと、ご自身の活動や生活
に大きな支障が生じるだけでなく、周囲にも迷惑を掛けてし
まうことになります。日頃から旅券を大切に扱い、派遣国で
の日 を々さらに有意義で充実したものとしてください。

公用旅券事故から学ぶ ｜ No.8

常に公用旅券管理に対する意識をもとう！

連絡先やURLの記載がないものは、開催場所の国内拠点のウェブサイトをご覧ください。https://www.jica.go.jp/about/structure/domestic/index.html

十勝管内最大級の国際交流イベント

世界のともだち2019
JICA北海道（帯広）では毎年7月に地元の関係団体と協力して国際
交流イベント「世界のともだち」を開催。世界各国のグルメを楽しめる
屋台コーナーでは、青年海外協力隊北海道道東OB会も出展します。

7月7日

いつ？ 	7月7日（日）10:30〜15:00
どこ？ 	JICA北海道（帯広）、森の交流館・十勝（北海道帯広市）
詳 細 	JICA北海道（帯広）のウェブサイトをご覧ください。

TICAD7パートナー事業

まるかじり！ アフリカ入門
アフリカの「今」やJICAがアフリカで実施する事業などを知ること
ができるこのセミナーに、アフリカでビジネスを展開中の相川香菜
さん（ガーナ・村落開発普及員・2010年度1次隊）が登壇します。

6月14日

いつ？ 	6月14日（金）13:00〜16:00（12:30受付開始）
どこ？ 	TKP神戸三宮カンファレンスセンター（兵庫県神戸市）
詳 細 	JICA関西にお問い合わせください。申し込み締め切りは6月13日。

駒ヶ根訓練所が特製ゼッケンを提供！

駒ヶ根ハーフマラソン
9月29日に駒ヶ根ハーフマラソンが開催されます。今年から協力隊
の特別枠はなくなりましたが、JICA駒ヶ根訓練所が特製のゼッケ
ンを提供！（駒ヶ根訓練所に申し込みが必要、締め切りは6月30日）

締切
6月17日

JICAやその関連団体が主催・共催・後援などをする
JICA海外協力隊関連のイベントをご紹介します。

いつ？ 	マラソンエントリー期間：5月20日～ 6月17日（定員に達し次第締め切り）
どこ？ 	メイン会場：駒ヶ根総合文化センター（長野県駒ヶ根市）
詳 細 	http://koma-marathon.com/

長野

北海道兵庫

隊員関連イベント情報

奮
ふる

え、奮
ふる

えぇ！フレー！！！
～スポーツで応援しよう！世界の平和（企画展示）

スポーツ分野での協力隊の活動をはじめとする国際協力の取り組みを
写真や映像で紹介。ラグビーW杯2019、2020年東京オリンピック・パ
ラリンピック競技大会の紹介も交えて、スポーツで世界をつなぎます！

開催中〜
7月28日

いつ？ 	3月29日（金）〜7月28日（日）10:00〜18:00（最終入館は17:30）
どこ？ 	JICA横浜（神奈川県横浜市）
連絡先 	045-222-7161

神奈川
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募集中のお題

「最新技術」「知恵袋」
投稿は『クロスロード』編集室まで
（P35をご覧ください）

　 パーティの合図
お隣さんとのあいさつの決まり文句は、「今
日は電気ある？」。そんな会話が当たり前。
停電の夜は暗く静かですが、電気が付いた途
端、歓声とともに陽気な音楽が流れてきます。
各家庭でパーティが始まったようです。私は
今日もパーティを心待ちにしています。

ペンネーム：犬派さん（男性）
協力隊員（アフリカ・小学校教育・2018年度派遣）

　パーティはいつも女神と
パーティと言ったらお酒がつきもの。誘われ
ると心躍る。でもこの国では、最初に杯を飲
むのはいつも大地の母神パチャママ。ビー
ル缶を開けたらまずは地面に半分くらい中
身をこぼして捧げる。最初はもったいないと
少し思ったけど、仕事終わりのパーティでパ
チャママと飲むお酒は格別においしい。さぁ、
第二ラウンド。

ペンネーム：エンパナーダさん（男性）
協力隊員（中南米・環境教育・2018年度派遣）

「シンシン」
派遣国の祭りには「シンシン」と呼ばれる民族の伝統的な歌と踊りがつきものだ。数百を超える民族もこの
ときはひとつになり、どの民族も華やかな衣装と化粧に身を包む。先日参加した祭りにて主催者から僕にひ
と言。「次の祭りで日本のシンシンを見せてくれ」  一斉に湧く観客。笑顔でたたずむ僕。どうやら僕のシン

シンデビューが決まったようだ。

ペンネーム：ペクペクマロロさん（男性）　　協力隊員（大洋州・感染症・エイズ対策・2018年度派遣）

　 みんなでハッピー
赤ちゃんが生まれたよ、新車を買ったよ、昇
進したよ。日常生活での嬉しい出来事を、職
員総出のパーティで歌って踊ってお祝いする。
遠出するときのバスでは音楽なしで歌が始
まり、どんどん歌い手が増え、バス内はカラ
オケルームに。人の幸せを祝い、ちょっとし
た空間も楽しくしようとする気持ち。これが

あれば、人生前向きに生きていける気がする。

ペンネーム：田舎暮らしさん（女性）
協力隊員（アジア・小学校教育・2018年度派遣）

今月の1枚

JICA海外協力隊の

お題 ▶︎ パーティ

イラスト＝牧野良幸

★ ★
★ ★★★

あなたのつぶやきが
イラストになるかも！？



一般社団法人協力隊を育てる会『クロスロード』編集室

crossroads@sojocv.or.jpeメール

今月の相談
（就活編）

進路相談カウンセラー／青年海外協力隊相談役
に、進路・就活の悩みなど、いつでもご相談ください。

よくある相談に進路相談カウンセラー／
青年海外協力隊相談役がお答えします。

ご意見・ご感想をお聞かせください。

アイデアも大募集！
今号をお読みになり、どのようにお感じになり
ましたか。ご感想・ご意見をお寄せください。
また、今後取り上げてほしい企画や特集のテ
ーマ、ご紹介いただけるアイデアがございまし
たら、下記のメールアドレスにお送りください。

以下のようなアイデア・
投稿を募集中です

令和元年6月号［第55巻第5号 通巻647号］
発行日　令和元年6月1日

編集・発行：
独立行政法人国際協力機構青年海外協力隊事務局
〒102-8012 東京都千代田区二番町5-25 
二番町センタービル

『クロスロード』ウェブ版は
以下のアドレスからアクセスできます。
https://www.jica.go.jp/
volunteer/outline/publication/
pamphlet/crossroad/index.html

●派遣国での活動・生活での “失敗” 談、お聞
かせください。

●活動や日常でちょっと役立つ、そんな技をお
伝えください。もしくはこんな技を紹介してほ
しいというご要望もお待ちしています。

●P34の下に記載されている「お題」で派遣国
での活動・生活のことをつぶやいてみませんか。

●帰国後の就活・進路の悩みをお寄せください。
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　応募書類の書き方についてアドバイスしま
す。応募書類は履歴書、職務経歴書、そして
添え状などがありますが注意点は2つ。ひと
つは添え状です。応募書類が、履歴書のみ、
または履歴書と職務経歴書となっていても、
添え状は用意してください。もうひとつの注
意点は、「企業に見てもらう」「相手が見てど
う思うか」という意識があるかどうかです。

●経歴：金融関係で四国、
東京、大阪、神戸地区の営業
店勤務経験あり。「香川県青
年海外協力隊を育てる会」
の事務局を５年勤務。2016
年より現職。

さん（青年海外協力隊相談役）
担当地域：香川・徳島

 

私は「香川県青年海外協力隊を育てる会」事務局に在籍中、二
本松訓練所を見学しました。厳しい研修を経験して、任地でた
くさんの貴重な経験をしてきた隊員は「日本の宝」だと思いま
した。
帰国後、皆さんが協力隊で得た知識と経験を生かしながら、幸
せに働けるところ・キャリアアップできることをアドバイスする
ことが一番大切だと考えています。
出発前から派遣中・帰国後までトータルサポートいたします。
希望する進路がある方も未定の方もお気軽にご相談ください。

さん（青年海外協力隊相談役）
担当地域：愛知・岐阜・三重・静岡

 

●経歴：名古屋の自動車関
連企業で長年海外営業に携
わり、国内外の企業との交流
で得た人脈を豊富に有する。
その後、鹿児島県の企業誘
致事業で中小企業の経営者
との交 流を深 め、現 在は
JICA中部以外でも名古屋外
国人センター、日本語教師と
して外国人留学生との多文化
共生活動に注力。2012年よ
り現職。

ここ東海地方は外国人の居住者が多いところですが、特に愛知
県は東京に次いで全国第2位の数の外国籍住民が住んでいま
す。そんな外国人・留学生を受け入れる日本語学校も多く目に
します。帰国後は、皆さんの協力隊としての経験と実績で、外国
籍住民の生活を理解し、日本での活動を支援するなど、多文化
共生活動に力を注いでください。
協力隊事業は途上国に対する単なる技術協力ではなく、相互理
解の促進やボランティア経験の社会還元といった側面を有する
点に特徴があると思いますが、そのような観点からの取り組み
としては、国際理解教育、地域活性化、在日外国人支援といっ
た活動が求められていると思います。

※本誌に掲載されている記事等の内容は執筆者の個人的見解であり、JICA の公式見解を示すものではありません。

Q1.	 時間がないので提出書類を	 　  すぐに直してもらえますか。

Q2.	今すぐに転職するつもりは	 　  ないのですが……。

Q3.	在職中なのですが、転職活動は	 　  できますか。相談も可能ですか。

A1.	 すぐには直せませんが、　　　　  以下の2点に注意を。

A2.	相談ウエルカムですよ。　　　　  遠慮せずに訪ねてきてください。

A3.	転職やキャリア形成についても　　　　  相談を受け付けています。

就職・進学を始め各種情報の提供など帰国隊員の進路決定までをサポート

JICA 進路相談カウンセラー／
 青年海外協力隊相談役の紹介
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今月号の表紙

東ティモール
 

文・撮影＝ さん
（東ティモール・野菜栽培・2016年度3次隊）
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連続授業を持たせてもらったクラスの生徒と関根さん（前列中央）

当初は「カメラマンではないのに……」
と落ち込んでいました

文＝ さん

▶︎ペルー
▶環境教育
▶2017年度1次隊

■  PROFILE
1989年生まれ、東京都出身。大
学卒業後、人材関連のベンチャー
企業で新卒採用に関する企画営
業や学生向けのキャリア教育に従
事。2017年7月、協力隊員として
ペルーに赴任。19年7月に帰国予
定。

■  活動概要
イカ州イカ郡イカ市の市役所衛
生環境課に配属され、主に以下
の活動に従事。
●環境意識の向上やゴミ問題の
解決に向けた学校や地域での
啓発活動
●環境問題に関する啓発と日本
文化の紹介を目的とした展示会
の開催

　私の配属先は市役所の環境課。学校や地域で環
境教育を行うことが要請内容でしたが、環境課は人員
が少なく、他にも多くの業務を抱えているという状況。
学校での環境教育授業は大学生ボランティアに任
せっきりで、同僚たちが行うのは稀でした。
　そこで、大学生たちとともに授業を行い、彼らにアド
バイスしようと試みるも、立ちはだかるのは語学の壁。
結局、当時の私にできることと言えば、彼らの授業を撮
影することくらい。「カメラマンをやりに来たのか」と落
ち込み、自分に憤りを感じました。追い討ちをかけたの
は、学校が長期休みに入ってしまったことです。自由に
なる時間が増えると、オフィスで座っているだけという日
も。「自分は何をやりに、わざわざ地球の反対側まで来
たのだろう……」と悩む日 が々続きました。
　そこから救ってくれたのは、同じく奮闘している同期
隊員たちです。ペルーの他隊員に会うにも距離があっ
た私は、同期たちとよく、ネットの通話アプリを使って
連絡を取っていました。真面目なことからくだらないこ
とまで、時には何時間も話を聞いてくれる同期たち。「オ
ンライン中間報告会」と題して、それぞれの活動やそ
の悩みを共有することもありました。彼らと話しているう
ちに、「自分はなぜ協力隊に応募したのか」「ペルーに
来て何をしたかったのか」を振り返り、「初心に立ち返り、
あらためて活動を一からやり直そう」と思えるようにな
りました。
　そうして取り組むことにしたのは、「体系的で、連続

性のある環境教育授業」の実現です。それまで任地
の学校で行われていたのは、場当たり的なものとなっ
ていたからです。同僚たちは相変わらず多忙で、授業
は私ひとりで行うことが大半でしたが、それでも地道に
継続。すると、やがて担任の先生が生徒たちに私の授
業の振り返りをさせる時間をつくってくれるようになりま
した。最後の授業では、「もっと一緒に勉強したかった」
などと言ってくれる生徒もいました。
　私の活動は自己満足なのかもしれません。ですが、
私の活動を見て、何か心に残った人がひとりでもいてく
れれば、ここに来た意味があると感じています。

「熾
おき

」となることを信じ、
やりたかったことをやってみる！

　せっかくの2年間。配属先との活動が上手くいか
ないなら、自分がやりたいことをやる。それがきっと、
小さくても消えることのない「熾」を誰かの心に残し
てくれるはずです。

YELL !!

CROSS YELL !!
—先輩隊員からの置き土産—
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